
（第 1号） 幅広い知識と教養を身に
付け，真理を求める態度を養い，豊か
な情操と道徳心を培うとともに，健
やかな身体を養うこと。
ʢࣝɾཧղ，୳ڀ，ಓಙڭҭʣ

・ 科学的に探究する方法について，ていねいに説明し，ま
た，多様な活動が準備されている。さらに，科学的な知
識を身につけられるようにわかりやすい記述が心がけら
れている。これらを通じて，科学的に探究する能力と態
度を育むように構成している。

・ 特に，巻頭の「理科のトリセツ」では，理科を学ぶ意義や
探究の方法をわかりやすく示しているとともに，人の意
見を聞いたり，自分の意見をわかりやすく人に伝えたり
することを十分取り上げている。

理科のトリセツ

 1年 p.④～13
問題発見
　１年 p.20 ～ 21，１年 p.66 ～ 67など
しっかり仮説・しっかり計画
　２年 p.33 ～ 36，２年 p.95 ～ 98など
学び続ける理科マスター
　１年 p.60 ～ 61，２年 p.70 ～ 71，
　３年 p.128 ～ 129など
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観点 特色 具体例

観点別特色一覧

1

1 年 p. ④　理科の意義を説明するページ1年 p. ④　理科の意義を説明するページ

探究のํ๏のྫ

，をྫにとってもࣄ
ཧՊはਂく関わって
います。

ཧՊをษڧして，কདྷ
にཱつんですか？

ҩࢣɾࢣޢɾༀ
やく

ࡎ
ざい

ࢣ
し

ͳͲ

でも，日ৗੜ׆までは
関係ないですよね？

※ 2015 年 9月の国連サミットで，加盟国 193 カ国が，2016 年～ 2030 年に解決すべき課題を決めた。

現代の社会では，必ず生活のどこかで理科の知識や考え方を使っ
ています。たとえば，さまざまな仕事で理科は役立っています。

日常には，正確な理科の知識にもとづいていない情報，まぎらわしい
情報があふれています。それらにまどわされないためにも，理科は役
立ちます。

疑問をもったり問題を感じたりしたときに，それを解決するための
計画を立て，解決していかなければならないことは，だれにでも，
いつでもあります。その方法を学ぶのが理科です。

世界にはさまざまな課題があり，次のような「世界を変えるた
めの 17の目標（SDGs）」が国際会議で決められました※。こ
のような目標を達成するために，さまざまな「知識」「考え方」
「態度」が必要で，その大切な部分を理科で学んでいきます。

こんな໘で，あなた
はどのように考え，ど
うஅしますか？

ϓϩάϥϚʔɾγεςϜΤϯδχΞͳͲ

２ੜのʮなͥཧՊを
学Ϳの？ʯは23ίー
υઌかΒ֬ೝできます。

プログラムを設計するとき，目的に対応した効
率のよい方法，うまくいかないときの改善方法
などを常に考えます。それらの方法（探究の方
法）を学ぶのも理科です。

これからの理科で，「物質の性質」「ヒトのから
だのつくりとはたらき」などを学びます。医療
に関わりたいと思っている人には必

ひっ

須
す

の知識で
す。

ҩࢣɾࢣޢɾ

ҩ
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ྍ
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?? ? ? ? ?
課題ઃఆ 仮説 計画 観察ɾ࣮ݧ ݁Ռ 考察 ;りฦり

?
気づき

いͭっͯ·すΑͶɻͦΕっͯཧՊͰい͏ʮ探究ʯͳΜͰすɻ

˔ このਓとしͯΈͨいͳ  課題  
˔ このਓっͯଟこ͏ͳΜ͡Όͳいかͳ 仮説

˔ ͩっͨΒこ͏っͯしかけͯΈΑ͏ 計画  
ݧ࣮ しͯΈるʹࡍ࣮ ˔

˔ ͪΐっと͕ͪっͨΈͨい ;りฦり  
˔ ͩっͨΒこ͏しͯΈΑ͏かͳ 仮説मਖ਼ɾ࣍の計画

ʮݧࢼʯのͨΊ͡Όͳい。

知って，使って，役立てる
ͨΊにֶͿΜͩʂ

仕事に役立てる

正しく知る

探究する

世界的な課題を
解決する

ཧՊとしてのਖ਼֬なࣝをࠜ
こん

ڌ
きょ

としてஅすることは，あなた
のਓੜにとってେです。ৗに
ཧՊを学ͼଓけて，このような
ใをஅできるようになって
くだ͞い。
ͦのج

き

ૅ
ͦ

が１ੜのཧՊかΒ࢝
まります。

݂ӷ型ੑ֨
͠ん

அ
ͩん

って，
けっこう当たるよね。

と૬ੑがよいਓとかࢲ
わかるかな？

ほんとなの？ਓのいΖいΖなੑ֨
が，छྨの݂ӷ型でなかまけ
できるって変じΌない？

日の地ࡢ
͡


͠ん

େきかったよね。
̏िؒޙにもっとେきな地
がくるって。このαΠτ
にॻいてあるよ。

えʙ？ͦんなことをあΒ
かじΊる方๏なんて，
ほんとにあるの？

理科のトリセツ

この教科書を使って，
「何かを調べて，そ
の結果をもとに考え，
さらに次に発展させ
る」ことを身につけ
ていきましょう。

ཧՊってࣗのࣄや
ੜ׆に関係するだけな
んですか？
もっとたく͞んのਓに
ཱっていますよね？

ཧՊの学शと，このよ
うなࣾձとの関࿈もこ
ΕかΒҙࣝしていきま
しΐう。２ੜと̏
ੜでも説໌します。

ཧՊのࣝや考え方で
すかʜ
େਓになるまでにに
つけΕいいですよね。
はあまり関係なͦ͞ࠓ
うです。
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なぜ
理科を学ぶの？
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; り ฦ っ ͯ ਂ Ί る ڭ ͑ ͯ ਂ Ί る
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ൃ ৴ し ͯ ਂ Ί る

　この問いに対して今かいた内容を，単元がはじ
まる前にかいた内容と比べてみます。また，学習
の中で自分の考えが変わったところはどこでしょ
うか。その結果を自分で確認したり，班やクラス
で比べて話し合ったりしてみましょう。

のδϒϯʼੲのδϒϯࠓ　　

　この単元の学習を通して，あなたが難しいと
思ったところはどこですか。そこは，きっとほ
かの人も難しいと思うことでしょう。
　では，これから学習する下級生にそれをわか
りやすく伝えるとしたら，あなたはどのように
説明しますか？下級生がつまずかないようにど
こに気をつけますか？
　そのポイントを，ポスターや参考書にして，
下級生に伝えましょう。

 ̍ઌੜମݧ
୯元のはじΊのいに，もうҰ
えて，Կができるようになって
いるか֬かΊましΐう。

こΕまで学んだことをԼڃੜのたΊに
いかしてみましΐう。
たとえ，ʮルーϖの使い方ʯをこΕか
Β学Ϳਓに説໌するとしたΒ，図やจ
ষでどのように表ݱしますか？

学शのதでؾになったこと，調べたこ
となどをൃ表のかたちにまとΊ，みん
なのલで説໌してみましΐう。
ฉくਓたちは，ͦΕにରするҙ見など
をฦすようにしましΐう。

　調べたこと，考えたことは，レポートにかいたり，発表したりしましょう。
発表の準備をすること自体が，考えを深めることにつながり，ほかの人の異
なる視点をもらえば，さらに考えが深まります。

 ֶͼをΩϟονϘʔϧ

リンネ
（1707 ～ 1778 年）

牧野富太郎
（1862 ～ 1957 年）

は，動২のྨにࢲ
ߩ
こ͏

ݙ
͚ん

したਓたちを調べ
て৽ฉにしました。ͦ
Εをൃ表します。

●リンネ
　植物を分類するにあ
たって，花を分類の基準
としました。彼は初めて
体系的に生物を分類する
方法を考え出し，後の分
類学の基

き

礎
そ

を築きまし
た。

●牧
まき

野
の

富
とみ

太
た

郎
ろう

（日本）
　日本各地の山野で，それ
まで知られていなかった植
物を約 600 種類も見つけ
て命名するとともに，植物
図
ず

鑑
かん

の編さんにも情熱を傾
かたむ

けました。

学び続ける理科マスター！「深めて」
  目指せ！

　　ֶͼの͋し͋とʢˠQ���ʣ

ʙੜ໋とͳΜͰすかʁʙ
ੜきΛͲͷΑ͏ʹͳ͔·͚ͰきΔ͔ɼ

ਤจষͰઆ໌ͯ͠Έ·͠ょ͏ɻ
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 ϊ ʔ τ の と り ํ

● ノートはあとで自分が見返すための記録です。授業中
メモをたくさんとって，ノートの余白をうめましょう。
特に先生の話はできるだけメモしておきましょう。

 ࣗ  を ৳
の

 す ʹ 

● 小さな努力を大切にしましょう。理科の知識や考え方
が簡単に身につくわけではありません。

तۀのओਓެは，あなたです！

● 疑問をもつことを大切にしましょう。「なぜかな？」
と思うところから理科がはじまります。

●真
しん

剣
けん

に授業を聞いて，その日のうちに復習しましょう。

● 教室はまちがえるための場所です。わからないこと，
聞きたいことなどがあれば，積極的に質問することが
大切です。

● 先生やクラスのだれかが話しているときは，その人を
見ましょう。

● 先生の話を集中して聞き，メモしましょう。先生は，
みなさんに合わせて，教科書に書ききれなかったこと
をたくさん説明しています。
「君たちは，黒板に書かれた式だけ熱心に写すけれども，そう

いうのは，どこかの本にある。大事なのは，どこにも書いてな

いお話の部分なんですがね」

（雪の結
けっ

晶
しょう

の研究で有名な中
なか

谷
や

宇
う

吉
きち

郎
ろう

博
はく

士
し

の言葉）

● 授業がはじまる前に席について，前回の復習をしてお
きましょう。

● 提出物（テストの直し，ノート，レポートなど）の期
限を守りましょう。

● 色つきのペンなどを使って，記録のしかたをくふうし
ましょう。

● 気がついたこと，思ったことなど，何でも記録に残す
ようにしましょう。日付も記録しておきます。あとで
思い出しやすくなり，さらに考えを深めることができ
ます。

● 自分の考え（考察など）を書いたあと，まちがったと
思っても消しゴムで消さず，取り消し線を引いておく
だけにしましょう。自分が考えた記録を残して，あと
でふり返るためです。そのときはまちがったと思って
も，あとで見返すといいことが書いてある場合もたく
さんあります。

● 数値がでてきたら，gなのか，cmなのかなど，単位
を気にするようにしましょう。計算するときは，途

と

中
ちゅう

の式などをふくめてノートに残すようにしましょう。

● 問題集などでまちがったところは，消さずに赤ペンな
どで直しておきましょう。テストの前に見直しがしや
すくなります。

● 探究活動で理由を聞かれたときに「教科書に書いてあ
るから」は答えになりません。自分の言葉で，しっか
り説明できるようになりましょう。

をडけるίπतۀをडけるίπۀ

ϊーτやϓϦϯτこͦ，ずっととって
おけるあなたのʮのあしあとʯです。
しっかりهして，େにしましΐう。

どうやって
理科を学ぶの？

 8 

見 方

考え方

この
時間の
課題

水

電極
ӄۃ 陽ۃ

水水

気体が
発生する

陽ۃ

気体が
発生する

ӄۃ

ਫのిؾղでは，陽ۃとӄۃかΒԿ͕ൃੜするか。ࢠݪ
のモデルかΒԾ説をཱて，࣮ݧで֬かΊる。

ਫࢠ ࢠݪは，ਫૉݸ1 ࢎとݸ�
ૉݸ1ࢠݪかΒできているね。

ମؾۙかΒۃి
がൃੜしているよ。

このؾମは，ਫৠؾ
（ਫ）なんだΖうか。

ԿかԽ学変Խが起こっ
ているんだΖうか。

ղ置を使ってਫؾి
にిྲྀをྲྀすと，ࣸਅの
ようになります。
，でۃղ置のిؾి
につないۃ�置のݯి
だిۃをʮ陽

Α͏

ۃ
きょ͘

ʯ，ʵۃに
つないだిۃをʮӄ

͍ん

ۃ
きょ͘

ʯ
といいます。

ঢ়ଶ変Խでは，ਫͦࢠのものは変わΒず，
ਫࢠのूまり方が変わるだけです。

ମの見当がついていΕؾ
，֬かΊ方もわかるね。

この実ݧはਫࢎԽφτϦϜを使います。
ઌੜのҙをよくฉきましΐう。
ਫにਫࢎԽφτϦϜをՃえるのは，ిྲྀ
をྲྀしやすくするたΊです。

しっかり仮説

H HO H HO

O O

H H H H

H H
O

H H
O

O O
H H H H

れいきゃく

水蒸気

加熱

水

加熱

氷

冷却

冷却

気体液体固体

Ϟσϧをいかしͨ仮説2ࢠݪ
ਫͷిؾղͰɼཅۃとӄ͔ۃ
ΒԿ͕ൃੜ͢Δ͔ɻ

� �࣭͕͔ΕΔԽֶมԽとࢠݪ
Λ͚ؔͮΔ

ਫʹిྲྀをྲྀしͨときの変化探 究 3

?
気 づ き

課 題
?

仮 説
?

計 画
?

ਤ��   ਫにిྲྀをྲྀしͨときの変化

� �࣭ࢠݪͷू·ΓͰͰきͯ
͍Δ
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1 年 p.8　勉強のしかたを理解するページ

2年 p.33　探究の資質・能力を身につけるページ 1年 p.60　単元末の学びを深めるページ



（第 2号） 個人の価値を尊重して，そ
の能力を伸ばし， 創造性を培い，自
主及び自立の精神を養うとともに，
職業及び生活との関連を重視し，勤
労を重んずる態度を養うこと。
ʢৗとのؔ࿈，ΩϟϦΞڭҭʣ

・ 全体を通して，生徒が主体的に学習に取り組めるよう，学
習内容と職業や日常生活との関連を示すなど，生徒の興
味関心を高めるように構成されている。特に各巻巻頭に
設けている「ミッションＸ」のページは，職業と学習内容
の関連を知るうえで有効である。

ミッションX
 1 年 p.⑥～1，２年 p.⑥～1，
　３年 p.⑥～1
資料など　
 1 年 p.243，２年 p.166，２年 p.266，
　３年 p.71 など

観点 特色 具体例

教
育
基
本
法
第
2
条

2

1 年 p. ⑥　職業の紹介 2年 p. ⑦　職業の紹介

1年 p.243　断層の調査をする人の紹介 3年 p.71　レスキューで使用する道具の紹介

1年 p. ⑥　職業の紹介

ミッションXミッションXミッションXミッションXミッションX

科学でスポーツを盛り上げよ！ポーツを盛り上げよ！ポーツを盛り上げよ！

ཧՊをཱてようʂྗを߹Θͤようʂ

ͦして  解決しよう！
தͷબखϘʔϧͷಈきΛɼෳͷΧϝϥө૾͔߹ࢼ
Βίϯϐϡʔλ͕ೝࣝɼ

つ͍


ͤき

ͯ͠ɼه͢Δٕज़͕ར
༻͞Ε͍ͯ·͢ɻ·ͨ࿅शͷときʹɼબखʹͷ
ͨΊͷثػ৺ഥͳͲͷଌఆثػΛとΓつ͚ͯه
͢Δ߹͋Γ·͢ɻこΕΒͷ؍٬తͳهΛՊֶత
ʹ
Ϳん

ੳ
ͤき

͢ΔことʹΑΓɼબखͷٕज़্ମௐཧͳ
Ͳʹཱͪ·͢ɻ

デーλੳ

εϙʔπେձΛٕڝ͏ߦɼେͷਓ͕ͨͪू·Δ
ڊ
きょ

େ
͍ͩ

ͳݐͰ͢ɻσβΠϯੑେͰ͕͢ɼ҆શੑ

͍ͨ

ٱ
きΎ͏

ੑ
͍ͤ

ɼ
͔ん

ڥ
きょ͏

ͷӨ
͍͑

ڹ
きょ͏

ɼ
͡


͠ん

ͷΏΕͷ͞ڧͳͲɼͨ
͘͞んͷことΛ͑ߟͳ͕Β͔͘ࡉઃ͞ܭΕ͍ͯ·͢ɻ

ઃܭ

ମॏΑΓΔ͔ʹॏ͍όʔϕϧΛ্͛ͪ࣋Δॏྔ͋
͛ͷੈքهͳんと ���LH�Ҏ্ɻ୯ʹྗ͕͋Ε
ΒΕΔͷͰ͋Γ·ͤんɻόʔϕϧΛচ্͛ͪ࣋

Ώ͔

͔
Β಄্ʹ্͛ͪ࣋Δ·Ͱͷ͕চʹ͓Α΅͢ྗΛܭଌ
͢ΔとɼάϥϑͷΑ͏ʹ্Լʹ;ΕͯෳࡶͰ͢ɻ֤ஈ
֊ͰମΛ͏·͘ίϯτϩʔϧͰきΔΑ͏ʹτϨʔχϯ
άΛੵΈॏͶΔඞཁ͕͋Γɼࡉ͔ͳٕज़Պֶ͕ٻ
ΊΒΕΔٕڝͳͷͰ͢ɻ�

τϨーχϯά
ଟ͘ͷਓ͕ू·Εɼਓͷࠞࡶಓ࿏ͷौ

͡Ύ͏


͍ͨ

͕ൃੜ͠
·͢ɻͨと͑ɼަ௨ঢ়

͡ょ͏

گ
きょ͏

ΛࣄલʹγϛϡϨʔγϣϯ
͢ΔことʢϓϩάϥϜ্Ͱ͢ݱ࠶ΔことʣͰौΛ༧
ͨ͠Γɼ͍ͩΓ͢Δ͕ڀݚͳ͞Ε͍ͯ·͢ɻ

ަ௨

εϙʔπେձଟ͘ͷਓͨͪͷࣄʹΑͬͯ
Γཱ͍ͬͯ·͢ɻͳָ͕ͥͪͨ͠ࢲΊ͍ͯ
Δͷ͔ɼͲんͳࣄͷ͓͔͛ͳͷ͔ɼ͋ͳͨ
͕ௐͯͯ͑ߟΈ·͠ょ͏ʂ

なぜ
理科を学ぶの？

どうしてスポーツは人を感動させるのだろう。
「こんなことが人間にできるんだ !」と驚

おどろ

かされることばかり。
だれもが熱

ねっ

狂
きょう

するスポーツの裏では，たくさんの科学が活
かつ

躍
やく

している。

ᶈ ᶉ

2 年 p. ⑦　職業の紹介

飛行機を安全に運航せよ！
ミッションX

� ݄ �� ɼຊͷೆͷւ্Ͱ෩ �߸͕ൃੜ͠·ͨ͠ɻ
෩ �߸ຊྻౡΛॎஅ͢Δこと͕༧͞Ε͍ͯ·͢ɻ

!!日本の南の海上で台風が発生!!

ཧՊをཱてようʂྗを߹Θͤようʂ

ͦして  解決しよう！

෩ͷใΛとʹ͓٬༷ͷӨڹΛߟ
͑ɼʮඈ͢ʯʮඈ͞ͳ͍ʯͷஅΛ͠
·͢ɻӡߤՄとஅͨ͠Βɼ෩ͷӨ
ϑͨ͠ߋʹมߴ࿏ܦߦগͳ͍ඈ͕ڹ
ϥΠτϓϥϯΛ࡞͠ɼඈߦதύΠ
ϩッτʹΞυόΠε͠·͢ɻ

ӡߤཧऀ

Λେき͘ड͚·͢ɻڹɼఱީͷӨ׆ͷੜͪͨࢲ
ͲͷΑ͏ͳ͕ࣄఱީʹΑͬͯӨڹΛड͚Δͷ
͔ɼͲͷΑ͏ʹରॲ͍ͯ͠Δͷ͔ɼͷ·ΘΓ
ͷࣄΛݟつΊͯ͠Έ·͠ょ͏ʂ

෩ʹΑͬͯܽߤศ͕ൃੜͨ͠߹ɼଟ
͘ͷ͓٬༷͕खଓきΧϯλʔΛ๚ΕΔ
ͨΊɼΧϯλʔͷਓΛ૿͓ͯ͠き
·͢ɻఱؾとӡߤใৗʹチェック͠ɼ
͑·͢ɻʹ৽ͷใΛ͓٬༷࠷

άϥϯυελοϑ

࿏্ͷΏΕͷܦߦඈؾ৽ͷఱ࠷ʹલࣄ
ใΛௐɼӡߤཧऀͷ࡞ͨ͠ϑϥ
Πτϓϥϯとͦͷํ͑ߟΛύΠϩッτʹ
͑·͢ɻঢ়گʹԠͯ͡ύΠϩッτʹ
ɾணͷΞυόΠε͍ߦ·͢ɻ

ӡࢧߤԉऀ
෩ͷਐ࿏Λࣄલʹ֬ೝ͠ɼ
ग़ൃと౸ணͷఱؾΛ֬
ೝ͠·͢ɻ·ͨɼ෩ʹ
Αͬͯɼඈܦߦ࿏ͷ͕ྲྀؾ
ͲͷΑ͏ͳӨڹΛड͚Δ͔
ΛࣄલʹΠϝʔδ͓ͯ͘͠
ことେͰ͢ɻେき͘Ώ
ΕΔこと͕ଟ͍ͷͰɼ͓٬
༷ʹ҆શʹͬͯΒ͑Δ
Α͏ʹɼ٬ࣨһとͬ͠
͔Γとίϛϡχέʔγϣϯ
ΛとΔΑ͏ʹ͍ͯ͠·͢ɻ

ύΠϩοτ
くわしいࣄの༰や
ͦΕͧΕのࣄのັྗ，
につながるத学校でࠓ
のମݧなどのが23
ίーυかΒಡΊます。

そのとき空港では…

1 2 2 0 4

なぜ
理科を学ぶの？

ᶈ
ᶉ

1 年 p.243　断層の調査をする人の紹介

日本海溝

南海トラフ
琉球海溝

活断層

2A-2-K34

0 300 km

りゅうきゅう

地によってେ地に変Խが起こることが
あります。࣍の時ؒでみていきましΐう。

❶　活断層は，今後も震源になる可
能性が高い場所として，防災や地
震予測の点で注目されている。

　岩石が割れてずれた場所をஅ
ͩΜ


ͦう

といい，プレートの内部に

は断層が多くあることがわかっている。その中でも近年に活動

した証
しょう

拠
͜

があり，今後も動く可能性がある断層を׆
かつ

அ
ͩΜ


ͦ͏

と
⁞

い

う（図 15）。

ਤ��   ຊपลの׆அɹ

この
時間の
·とΊ

ɼϓϨʔτʹྗ͕ͨΒ͘
ことͰɼͦͷؠੴׂ͕Εͯஅ͕
ͰきΔときʹൃੜ͢Δɻ

活断層である可能性が高いと考えられる断層を示している。

ਤ�� அのௐࠪ׆   発電所などがある土地の安全性を調べるために，建物周囲の地下の断層や，その断層が動い
た年代などを調べる調査をしているようすである。

熊本県八
やつ

代
しろ

市 福岡県大
おお

野
の

城
じょう

市

資料
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3 年 p.71　レスキューで使用する道具の紹介

Can-Do List 自己チェック☑� Կ͕ͰきるΑ͏ʹͳっͨか �

αΠΤϯεΧϑΣ

岩や木に固定

プーリー

（定滑車）

プーリー
（動滑車）固定

救助される人に結ぶ

㋑

㋐

ମのҠ動，ྗ，ࣄ，Τωル
Ϊーなどを݁ͼつけて考えΒΕ
るようになりましたね。ষのは
じΊの$BO�%P�-JTU（p.�8）
にもどって，についたྗを
νΣοΫしてみましΐう。
こΕでྗとΤωルΪーの学शは
मྃです。ߴ校での༰をָし
みにしましΐう。

この୯元に関わるͦ
のほかのಡみは
23ίーυઌかΒ。

資料

ϨεΩϡʔʢਓ໋ٹॿʣにΘΕる
か っ

ं
し Ό

　定滑車と動滑車の組み合わせは，工事現場
や工場で重い資材を持ち上げる「クレーン」
に使われています。それだけではなく，登山
やレスキューでロープをあつかう技術にも見
られます。小さな滑車は持ち運びしやすく，
たとえば図の場合，㋐は３本のロープで支え
られていることになり，㋑を引くことで，救
助される人を本来の重さの 1/3 で持ち上げ
ることができるのです。

ಈंΛٹͨͬॿ܇࿅

Can-Do List
できるようになりたい目標

このষでどのような学शをしてき
たのか，तۀのϓϦϯτやڭՊॻ
などを;りฦり，ࣗでまとΊて
みましΐう。
23ίーυઌで，
このষのまと
Ίやૅج
を֬ೝするこ
ともできます。 1 2 3 1 3

1 2 3 1 4
 71 



（第 3号） 正義と責任，男女の平等，
自他の敬愛と協力を重んずるととも
に，公共の精神に基づき，主体的に
社会の形成に参画し，その発展に寄
与する態度を養うこと。
ʢஉঁฏʣ

・ 話し合いの方法などについてふれられており，話し合い
の態度を育むうえで有効である。

・ 話し合いの場面を多く設け，他者の意見を尊重し，協力
し合う態度を育むようにしている。

・ 人物の資料写真やキャラクターの掲載にあたっては，男
女均等になるように配慮している。

理科のトリセツ

 １年 p.12 ～ 13
問題発見
　１年 p.130 ～ 131など
探究
　２年 p.175 など
アイデアボード
　各巻巻末

教
育
基
本
法
第
2
条

3

1 年 p.12　話し合いの方法を紹介 1年 p.130　身のまわりの現象をもとに話し合う場面

2年 p.175　探究活動を話し合いで進める

各巻巻末の「アイデアボード」はホワイトボード

としてご使用ください

観点 特色 具体例

1 年 p.12　話し合いの方法を紹介

ओମతʹ
ࣗΒಈ͜うʂ
ɹɹ行ಈྗより 行動量！

ରతʹ

˔�൝ͳͲͰ͠߹͏ときʹɼׂΛܾΊ·
͠ょ͏ɻ

ཧՊは  話し合い！

˔�ষͷֶशͷ͡Ίʹ͋Δʮ$BO�%P�-JTUʢͨと
͑ˠ Q��� ͳͲʣʯΛҙࣝͯ͠ɼֶशͷతҙ
ࣝΛͪ·͠ょ͏ɻ

˔�ͷ·ΘΓͷこと͕Β͔Β՝Λ୳͠ग़ͯ͠ɼ
୳׆ڀಈΛਐΊ͍ͯき·͠ょ͏ɻ

˔�୳׆ڀಈͷときʹʮ୳ڀͷ$BO�%P�-JTUʯΛҙ
ࣝͯ͠ɼ୳ڀͷతҙࣝΛͪ·͠ょ͏ɻ

˔�ֶんͩ༰͕Ͳこ͔ʹ͍ؔͯ͠ͳ͍͔ɼ͑
ͳ͍͔୳ͯ͠Έ·͠ょ͏ɻ

˔�୳׆ڀಈ͕͏·͍͔͘ͳͯ͘ɼ͏·͍͘͘ํ
๏ΛͶΓ͑ߟ͘ڧ·͠ょ͏ɻ

˔�こΕ·Ͱͷֶश自ͷษڧ๏ͳͲΛ;ΓฦΓɼ
ͬとΑ͍ํ๏͕ͳ͍͔͑ߟ·͠ょ͏ɻ

˔�自ͷ͑ߟΛॻ͍ͯදͨ͠ݱΓɼൃදͨ͠Γ͠
ͯɼ΄͔ͷਓͷൃදʹҙݟΛ͍ݴ·͠ょ͏ɻ

ʮओମతに学Ϳʯとは，まとΊると
ɾのまわりのでき͝とにٙをもつ
ɾ見௨しをもつ
ɾねりڧくऔりΉ
ɾ�ࣗ のやってきたことを;りฦり，վળ
していく

ɾ�৽しいことに
ͪょ͏

ઓ
ͤん

する
などです。

ʮただいよくすʯだけとはちがいます。
じっくり੩かにऔりんでいても，ʮओମ
తʯは実ݱしますよね。

˔�૬खʹ࣭͢ΔときͷฉきํΛ͘;͏͠·
͠ょ͏ɻ

Ͳ͏っͨΒओମతʹͳるの

Ͳ͏っͨΒରతʹͳるの

൝でし߹うとき，なんとなくし߹うのではなく，
˔�͠߹͍Λ͏ͳׂ͕͢
˔�͠߹͍ͷهΛつ͚Δׂ

を決Ίてみましΐう。もちΖんこのׂをもつਓも
し߹いにՃわりますが，;だんよりもまわりのਓ
をগしؾにするということです。こΕΒのׂを୳
。とにަ代していきます͝ڀ
このような方๏や考え方はʮϑΝγϦςーγϣϯʯ
ともよΕます。

のようなฉき方を͞Εると，もっと࣍
したくなりますね。

ɾʙと͍͏とʁ
ɾ۩ମతʹʁɼྫ͑ʁ
ɾ·とΊΔとʁ
ɾ͏গ͘͠Θ͘͠͏ݴとʁ
ɾଞʹʁ
ɾͰ͍͏とʁ
ɾཧ༝ʁ

などɹɹ

ମతɾରతʹɼਂくֶͿମతɾରతʹɼਂくֶͿओ

どうやって
理科を学ぶの？

 12 

1 年 p.130　身のまわりの現象をもとに話し合う場面

真っ暗にしたら？

 題 ൃ ݟ 

のまΘりのޫ，Ի，ྗ͕ؔΘるݱかΒ，ٙを見つけよう。

ਤ$   ತ
とつ

Ϩϯζを௨しͨମの見え方

?
気 づ き

૭のない෦に͵い͙るみ
が置いてあります。ిؾを
ফして光がまったくないঢ়
ଶにしたΒ，͵い͙るみは
やがて見えるようになるで
しΐうか？

の໘ڸって，どうしてڸ
よりこうଆにがある
ように見えるんだΖう？

Ίがね（ತϨϯζ）
は，をେきくして見
ることができるね。

でもԕくのを見ると，小͞
く͞ٯまに見える。同じΊ
がねなのに見え方にちがいが
でるのはなͥだΖう？

ͦのうちが׳Εて見え
るようになるんじΌない
かな。

ਤ"   ෦͕ຊにਅっ҉ͩっͨΒ

ਤ#   ମの見え方

 

 

よく見ると，ίοϓのਫ
のதのετϩーがずΕて
見えるね。こΕも光のੑ
࣭で説໌できるのかな。

（a）鏡にうつる物体

（a）凸レンズで近くを見たとき （b）凸レンズで遠くを見たとき

（b）ずれて見えるストロー
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2 年 p.175　探究活動を話し合いで進める

見 方

考え方

この
時間の
課題しっかり計画

ిઢのはͨΒきは，ిྗؒ࣌とどのようͳؔに
͋るか。ͦΕをௐるͨΊに，どのようͳ࣮ݧを行え
よいか。

ిઢでফඅするిྗがେきいほど，
または時ؒがいほど，ిઢでൃ
ੜするはଟくなりͦうだね。
でもਖ਼֬な関係は実ݧしないとわか
Βない。

変える݅を決Ίよう。ిྗ
をҰఆにする方๏と，時ؒを
Ұఆにする方๏が考えΒΕる
かな？

ిઢにిྲྀをྲྀし
てൃͤ͞るだけで
は，をとして
はかることができま
ͤん。ͦこで୳̑ڀ
では，ిઢをਫに
ೖΕ，ʮਫの্ঢԹ
ʯを調べることに
します。

うちの൝はʮిྗをҰ
ఆʯにして時ؒをはか
りながΒ，ʮ時ؒとਫ
の্ঢԹの関係ʯを
調べよう。

の൝はʮはかる時ؒをࢲ
Ұఆʯにしてిྗを変え
よう。ͦうすΕ，ʮి
ྗとਫの্ঢԹの関
係ʯを調べΒΕる。

ిઢͷͨΒきɼిྗؒ࣌
とͲͷΑ͏ͳؔʹ͋Δ͔ɻ

� มԽͤ͞ΔྔとมԽ͢Δྔ

ث߅のൃと
ిྗɾ時間のؔ

探 究 5

?
気 づ き

課 題
?

仮 説
?

計 画
?

たとえফඅిྗが9��8の
υϥΠϠーと，1���8のυ
ϥΠϠーがあったとします。あ
なたはどちΒを使いますか？

ͦΕは1���8の方です。
あΕ？9��8でもい時ؒ使
え

͔Έ

はס
͔Θ

くよね。ফඅిྗが
গないとԿかಘなのかな？同じ
なのかな？

υϥΠϠーはిઢを使ってۭؾを
ஆかくしているんだよね。ిઢを
使って，ൃ，ిྗ，時ؒの関係を
？ΊΒΕないかなٻ

発熱量を調べるには，電熱
線を水に入れ，水の上昇温
度を調べればよい。

電熱線に電圧をかけて
電流を流すと発熱する。

� �ి ઢͷͨΒきిྗͰද
͢こと͕ͰきΔ
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（第 4号） 生命を尊び，自然を大切に
し，環境の保全に寄与する態度を養
うこと。
ʢੜ໋のଚॏ，ڭڥҭʣ

・ 章はじめの「$BO�%P -JTU」で，生物を大切にすることを
うながし，また各巻で持続可能な開発目標（SDGs）にふ
れるなど，生命の尊重と環境保全の態度を育むようにし
ている。

Can-Do List
 １年 p.22，２年 p.76 など
理科のトリセツ

 １年 p.⑤，２年 p.④
本文
　３年 p.257教

育
基
本
法
第
2
条

4

1 年 p.22　Can-Do List 内で生物を大切にすることを説明 1年 p. ⑤　１年生での SDGs の紹介

2年 p. ④　2年生での SDGs の紹介 3年 p.257　３年生で SDGsの意義をさらに深める

観点 特色 具体例

1 年 p.22　Can-Do List 内で生物を大切にすることを説明

ۙͳੜの観察
第1章

□ 学習内容に興味や関心をもち，進んで取り組む
ことができる。
□ 自分が今やっていることをふり返り，改善しよ
うとする。
□ほかの人と考えを出し合い，協力できる。

□ 日常生活で感じた疑問を学習に結びつけたり，
学習した内容を日常生活に当てはめたりして考
えることができる。
□ 生物を大切にし，むやみに傷つけない。

ͲのΑ͏ʹֶͼʹか͏か

□ 生物の調べ方や観察のしかたを身につける。
□ 拡大する部分に応じて，正しく観察器具を使
うことができる。
□ 生物の特

とく

徴
ちょう

を，言葉・図・表を用いて記録で
きる。

ͲのΑ͏ͳࣝɾٕをʹͭけるか

□ ٙ にͨ͜͡ײとͳどかΒ，୳ڀの՝をつ
くる͜と͕できる。  ʢֶඪʣ

□ 基準を設定し，それにもとづいて生物を分類
できる。
□ 観察結果や考察などを，ほかの人に伝えるこ
とを意識して表現できる。

ཧղしͯいることをͲのΑ͏ʹ͏かCan-Do List
できるようになりたい目標

シロツメクサの葉にとまる
ナナホシテントウ

 22 

3年 p.257　３年生で SDGsの意義をさらに深める

見 方

考え方

この
時間の
課題

ଓՄͳࣾձͮくりの必ཁੑ࣋  ˔
　産業革命以降，工業が発達し，人口が急激に増加すると，エ

ネルギー資源の大量消費が始まった。初めのうちは石炭がほと

んどであったが，しだいに石油と天然ガスの割合が多くなった。

これらの資源は化石燃料とよばれ，その大量消費は，気候変動

など自然環
かΜ

境
きょう

を大きく変化させている。また，化石燃料などの

エネルギー資源や物質資源には限りがあり，いつかはなくなる。

　このような限られた資源の中で，環境との調和を図り，地球

の豊かな自然を次世代に引きついでいくために，すべての国が

協力して持続可能な社会
⁞

をつくっていくことが私たちに求めら

れている。このような情勢を受けて決められた目標が「持続可

能な開発目標（SDGs）」である。

❶　「持続可能な社会」とは，豊か
な環境が保全されるとともに，私
たちが幸せを実感できる生活がで
き，それらを将来の世代にも引き
つぐことができる社会をいう。

続Մͳ։ൃඪ4࣋

ਤ�� ଓՄͳ։ൃඪ࣋  

SDGs は，自然環境の保護だけでなく，格差の問題，持続可能な消費や生産，気候変動対策など，全ての国に関わる普
ふ

遍
へん

的な目標である。
その達成のために，あらゆる団体が国際的に協力することが求められている。
〔たとえば〕
�ɹٌ

き

ծ
͕

をθϩに
世界の飢餓の主な原因として，紛

ふん

争
そう

や干ばつ，気候変動関連の災害があげられる。飢餓を終わらせ，食料の安定確保と人々の栄養状
態の改善を達成するとともに、持続可能な農業を目指すことが必要である。

��ɹީؾ変ಈに۩ମతͳରࡦを
世界気象機関の分

ぶん

析
せき

では，2013 年から 2017 年の 5年間の世界平均気温は史上最高を記録した。世界中で，海面の上
じょう

昇
しょう

や異常気象，
温室効果ガス濃

のう

度
ど

の上昇が引き続き観測されており，気候変動とその影響に対応することが急務である。

ଓՄな։ൃඪにつ࣋
いて，͞Βに調べてみま
しΐう。
23ίーυઌでඪのまと
Ίを見ることもできます。

ՊֶΛखʹͪͨࢲԿΛ͢き͔ɻ

� �খֶߍɾதֶߍͰֶんͩํݟ

� �খֶߍɾதֶߍͰֶんͩํ͑ߟ

1 2 3 4 6
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1 年 p. ⑤　１年生での SDGs の紹介

探究のํ๏のྫ

，をྫにとってもࣄ
ཧՊはਂく関わって
います。

ཧՊをษڧして，কདྷ
にཱつんですか？

ҩࢣɾࢣޢɾༀ
やく

ࡎ
ざい

ࢣ
し

ͳͲ

でも，日ৗੜ׆までは
関係ないですよね？

※ 2015 年 9月の国連サミットで，加盟国 193 カ国が，2016 年～ 2030 年に解決すべき課題を決めた。

現代の社会では，必ず生活のどこかで理科の知識や考え方を使っ
ています。たとえば，さまざまな仕事で理科は役立っています。

日常には，正確な理科の知識にもとづいていない情報，まぎらわしい
情報があふれています。それらにまどわされないためにも，理科は役
立ちます。

疑問をもったり問題を感じたりしたときに，それを解決するための
計画を立て，解決していかなければならないことは，だれにでも，
いつでもあります。その方法を学ぶのが理科です。

世界にはさまざまな課題があり，次のような「世界を変えるた
めの 17の目標（SDGs）」が国際会議で決められました※。こ
のような目標を達成するために，さまざまな「知識」「考え方」
「態度」が必要で，その大切な部分を理科で学んでいきます。

こんな໘で，あなた
はどのように考え，ど
うஅしますか？

ϓϩάϥϚʔɾγεςϜΤϯδχΞͳͲ

２ੜのʮなͥཧՊを
学Ϳの？ʯは23ίー
υઌかΒ֬ೝできます。

プログラムを設計するとき，目的に対応した効
率のよい方法，うまくいかないときの改善方法
などを常に考えます。それらの方法（探究の方
法）を学ぶのも理科です。

これからの理科で，「物質の性質」「ヒトのから
だのつくりとはたらき」などを学びます。医療
に関わりたいと思っている人には必

ひっ

須
す

の知識で
す。

ҩࢣɾࢣޢɾ

ҩ
い

ྍ
りΐ͏ *5 ΤϯδχΞ

?? ? ? ? ?
課題ઃఆ 仮説 計画 観察ɾ࣮ݧ ݁Ռ 考察 ;りฦり

?
気づき

いͭっͯ·すΑͶɻͦΕっͯཧՊͰい͏ʮ探究ʯͳΜͰすɻ

˔ このਓとしͯΈͨいͳ  課題  
˔ このਓっͯଟこ͏ͳΜ͡Όͳいかͳ 仮説

˔ ͩっͨΒこ͏っͯしかけͯΈΑ͏ 計画  
ݧ࣮ しͯΈるʹࡍ࣮ ˔

˔ ͪΐっと͕ͪっͨΈͨい ;りฦり  
˔ ͩっͨΒこ͏しͯΈΑ͏かͳ 仮説मਖ਼ɾ࣍の計画

ʮݧࢼʯのͨΊ͡Όͳい。

知って，使って，役立てる
ͨΊにֶͿΜͩʂ

仕事に役立てる

正しく知る

探究する

世界的な課題を
解決する

ཧՊとしてのਖ਼֬なࣝをࠜ
こん

ڌ
きょ

としてஅすることは，あなた
のਓੜにとってେです。ৗに
ཧՊを学ͼଓけて，このような
ใをஅできるようになって
くだ͞い。
ͦのج

き

ૅ
ͦ

が１ੜのཧՊかΒ࢝
まります。

݂ӷ型ੑ֨
͠ん

அ
ͩん

って，
けっこう当たるよね。

と૬ੑがよいਓとかࢲ
わかるかな？

ほんとなの？ਓのいΖいΖなੑ֨
が，छྨの݂ӷ型でなかまけ
できるって変じΌない？

日の地ࡢ
͡


͠ん

େきかったよね。
̏िؒޙにもっとେきな地
がくるって。このαΠτ
にॻいてあるよ。

えʙ？ͦんなことをあΒ
かじΊる方๏なんて，
ほんとにあるの？

理科のトリセツ

この教科書を使って，
「何かを調べて，そ
の結果をもとに考え，
さらに次に発展させ
る」ことを身につけ
ていきましょう。

ཧՊってࣗのࣄや
ੜ׆に関係するだけな
んですか？
もっとたく͞んのਓに
ཱっていますよね？

ཧՊの学शと，このよ
うなࣾձとの関࿈もこ
ΕかΒҙࣝしていきま
しΐう。２ੜと̏
ੜでも説໌します。

ཧՊのࣝや考え方で
すかʜ
େਓになるまでにに
つけΕいいですよね。
はあまり関係なͦ͞ࠓ
うです。

1 2 1 0 2

なぜ
理科を学ぶの？

ᶆ ᶇ

2 年 p. ④　2年生での SDGs の紹介

ղܾするͨΊʹඞཁͳྗ

ಈするྗߦ

考͑るྗ

ࣝ

し߹いでରཱをղ決するྗ，
ਓʑかΒ৴

しΜ

པ
Βい

͞Εるྗ，
かうྗతにඪにۃੵ
ͳど

うྗͳど༿をݴ

ཧతに考えஅするྗ，
૾ྗ，վળするྗ
ͳど

ཧՊͰͰきるΑ͏ʹͳること

ҰਓͻとりがよりよくੜきるたΊに，ཧՊはもちΖん
ඞཁです。ただ，ͦもͦもࢲたちのࣾձをよくしてい
かないと，Ұਓͻとりがよりよくੜきることはࠔです。
ੈքには͞ま͟まな՝があり，ͦΕΒのղ決にࢲた
ちがऔりΉとき，ཧՊのࣝや考え方がཱつのです。

１ੜで，ཧՊはੜ׆やࣄなどにඞ
ཁであるとわかりました（23ίーυઌ）。
ੈքがかかえている՝についてもղ
決のॿけになるということでしたが，
くわしくはどういうことですか？

人間には，「自分たちのまわりの世界（たとえば自然）を知りたい」
「身のまわりで起こるできごとの原因を知りたい」という根

こん

源
げん

的
てき

な
欲求があります。そのため，大昔から自然を調べようと努力した人

たちがいて，その積み重ねが今の理科をつくっています。また，そうして明らかになった知識や考え
方は，私たちの文化にもなっています。
現在も自然を深く知りたいという人たちがたくさんいて，さまざまな研究が行われています。もしか
したら，あなたは将来それに関わるかもしれませんね。

ࣗવをりたいというཉٻのྫは，ʮ࣭のおおもとʯをつきとΊることです。
ੲ，࣭のおおもとは，ʮՐɾɾਫɾۭؾʯというʮ̐つのཁૉʯだと考えΒ
Εてたこともあります。しかしࠓではʮ̐つのཁૉʯは実際にはଘͤࡏず，
࣭はʮࢠݪʯというཻ

ΓΎ͏

ࢠ
͠

（→p.��）でできていることがわかっています。

たとえ 4%(T
のいくつかの՝
は，ཧՊがେ
きく関わってい
ͦうですね。

こうしたྗは，ࣾձの՝
をղ決するときだけで
はなく，Ұਓͻとりのੜ
。ですねࣄにもେ׆

͞·͟·ͳڭՊͰʹͭけるྗ͕͋るɻ
ͦの͏ͪのཧՊͰʜ

˔ ࣗ વのݱをɼՊֶతͳํݟɾ考͑ํͰཧղͰきるΑ͏ʹͳるɻ
˔ Պֶతʹ探究するͨΊのํݟɾ考͑ํํ๏͕ʹͭくɻ
˔ ࣗ વのݱをՊֶతʹௐΑ͏とするଶ͕ʹͭくɻ

過去に活
か ͭ

躍
 く

した偉
い

人
͡ Μ

たち

大昔から，物質の変化を調べ
る実験は行われていた。

ΞϘΨυϩ
（1776 ～1856 年）

ドルトンが原子の考えを発
表した少しあと，アボガド
ロは，水素や酸素などでは
同じ種類の原子が結びつい
た「分子」が最小の単位と
なっているという考えを発
表した。

υϧτϯ
（1766 ～1844 年）

ドルトンは，物質どうし
の変化を調べていく中で，
1803 年に「原子」という
考えを発表した。また，さ
まざまな物質があるのは，
原子の組み合わせが異なる
からだと考えた。

ϝϯσϨʔΤϑ
（1834 ～1907 年）

いろいろな原子の質量が明
らかになってきた 19 世紀
に，原子を質量の小さい順
に並べると，原子の性質が
周期的に変化することを発
見し，現在の「周期表」の
もとを考案した。

原子よりもさらに小さい粒子の性質を調べた研究者たちの例
（ノーベル賞受賞者）

科学的に研究する

ཧՊって，ੈքでࠔっているਓたちやࣗのにཱ
つかΒษڧするんですか？
Կかをਂく調べるڀݚにもڵຯがあるんですけどʜ

理科のトリセツ

原子を観察したり，原子を
動かしたりする機器（→p.
14）を開発する技術者

ֿ
か͡

ా
ͨ

ོ
ͨか

ষ
͋き

ത࢜ӹ
·す


かΘ

හ
とし

ӳ
ͻͰ

ത࢜খ
こ

ྛ
し


·こと

ത
く

࢜
し

薬品などの開発に役立てるた
め，分子の結びつきをコン
ピューター上で再現する技術
を開発する研究者

ձٞͰܾΊΒΕͨࡍࠃ

ඪʢ4%(Tʣ 水を供給するしくみ，
電力を供給するしくみ
など，私たちにはさま
ざまな課題がある。

現代社会で活躍中の人たち

ʮݧࢼʯのͨΊ͡Όͳい。

知って，使って，役立てる
ͨΊにֶͿΜͩʂ

1 2 2 0 2
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なぜ
理科を学ぶの？
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（第 5号） 伝統と文化を尊重し，それ
らをはぐくんできた我が国と郷土を
愛するとともに，他国を尊重し，国
際社会の平和と発展に寄与する態度
を養うこと。
ʢ౷จ化，ࡍࠃཧղʣ

・ 日本の伝統技術と科学の関連を示したり，内外の科学者
の紹介や，日本各地及び外国の資料写真を掲載し，日本
の伝統・文化や他国を尊重する態度を育むようにしてい
る。

写真，資料

 1 年 p.68，２年 p.159，３年 p.237
など

サイエンスカフェ
　３年 p.180 など

教
育
基
本
法
第
2
条

5

1 年 p.68　鍛冶職人の紹介 2年 p.159　海外の研究者の紹介

3年 p.237　海外の文化の紹介 3年 p.180　日本の歴史的技術者の紹介

観点 特色 具体例

1 年 p.68　鍛冶職人の紹介

࣭のྨ
第1章

□ 物質の性質を調べる方法，物質を分類する基
準を説明できる。
□ 物質に決まった密度があることを説明できる。
□ 目に見えない現象をモデルで表現できる。
□ 実験器具を，安全に気をつけて正しく使うこ
とができる。
□ 物質の特

とく

徴
ちょう

や変化を，言葉・図・表を用いて
記録できる。

ͲのΑ͏ͳࣝɾٕをʹͭけるか

□ ٙ にͨ͜͡ײとͳどかΒ，୳ڀの՝をつ
くる͜と͕できる。  ʢֶඪʣ

□ 実験結果から，物質とその性質の決まりや関
係を見いだすことができる。
□ 実験結果や考察などを，ほかの人に伝えるこ
とを意識して表現できる。

ཧղしͯいることをͲのΑ͏ʹ͏かCan-Do List
できるようになりたい目標

□ 学習内容に興味や関心をもち，進んで取り組む
ことができる。
□ 自分が今やっていることをふり返り，改善しよ
うとする。

□ほかの人と考えを出し合い，協力できる。
□ 日常生活で感じた疑問を学習に結びつけたり，
学習した内容を日常生活に当てはめたりして考
えることができる。

ͲのΑ͏ʹֶͼʹか͏か

金属がもつ展
てん

性
せい

（→ p.71）の性質を
利用した鍛

か

冶
じ
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2 年 p.159　海外の研究者の紹介
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3Vのー端子に
つないだときに
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15Vのー端子につな
いだときに読む数字 300Vのー端子につ

ないだときは,  この
数字を読んで 100
倍する
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2 60Vと
読む

11.20Vと
読む

1.55Vと
読む

（3V以下）

（15V以下）

（指針がほとんどふれない）

指針のふれが小さ
いときは，スイッ
チを切ってから，
15Vのー端子につ
なぐ。

まだふれが小さ
いときは，3Vの
-端子につなぎ
変える。

電
圧
の
大
き
さ
が
予
想
で
き
な
い
と
き
，
-
端
子
は
，
ま
ず

　
V
の
端
子
に
つ
な
ぐ
。

300

⁞

ボルタ
（1745 ～ 1827 年）

⁞ 　15V にしたときの１目盛りは
0.5V であり，本来はその 1/10
の 0.05V まで読み取ることがで
きる。ただし，実際の実験では読
むことができる範

はん

囲
い

で値を読む。

　目盛りを正面から見て読
み取る。このとき，つない
だー端子によって，目盛り
の数字を次のように選ぶ。

②  -端子の選び方

③  目盛りの読み方

ਤ��   ిྲྀిѹの୯位とՊֶ者

アンペール
（1775 ～ 1836 年）

電流の単位アンペアは，フラ
ンスの物理学者アンペールの
名からつけられた。アンペー
ルは，電流のまわりの磁

じ

界
かい

（→ p.189）についてくわしく
研究し，電流の強さを定義す
る数式を発表した。

電圧の単位ボルトは，はじめて実
用的な電池を作ったイタリアの物
理学者ボルタの名からつけられた。
当時は電圧計などの機器は考案さ
れていなかったので，電圧のちが
いを，ボルタは電流の流れる水溶
液を手でさわったときの「痛さ」
ではかった。

資料
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3 年 p.237　海外の文化の紹介

3-4
ͭ ͳ ͛ ͯ ਂ Ί る

この単元で学習した内容と，次のことがらをつなげて発想を広げましょう。

代ݹたちの൝は，Τδϓτなどࢲ
จ໌でߦわΕていたఱମ観測にڵ
ຯをもちました。

ఱମ観測をもとにྐྵ
こΑΈ

がつくΒΕた
とฉいて，調べてみました。

 ֶͼɼݟൃ࠶

ʴ仕事とつなげる

ʴこれまでの学習内容とつなげる

ʴ家庭生活とつなげる

ʴ興味のあることとつなげる

ʴ学校生活とつなげる

ʴほかの人の意見とつなげる

● 数千年前のエジプトなどの古代文明では，
種まきや刈

か

り入れの時季など農耕の 1年の
計画を立てる必要から，太陽や月などの天
体観測をもとにした暦（カレンダー）が発
達した。
● 古代エジプトでは，農耕に大きな影

えい

響
きょう

をあ
たえるナイル川が洪

こう

水
ずい

を起こす時季の目安
として，シリウスが日の出とともに東から
昇
のぼ

る日を観測していた。
● 古代遺

い

跡
せき

の多くは，天体の観測技術と結び

ついており，たとえば古代のイギリスでつ
くられた「ストーンヘンジ」とよばれる巨

きょ

大
だい

な石の建築物には，夏至の日に太陽の昇
る方位が示されている。
● 星占

うらな

いの始まりも，古代の天体観測と関係
がある。観測により星図がつくられ，太陽
が 1年を通じてどの星座の中にあるかも推
測できるようになり，黄道にそって並ぶ星
座と太陽や惑

わく

星
せい

の位置関係が，星占いに用
いられた。

社会

ストーンヘンジ（イギリス）紀元前 1200 年ごろの古代エジプトのカレンダー

学शのதで，もっとり
たいと思ったことをਂΊ
ていきましΐう。

Կができるとʮਂい学ͼʯ
が実ݱするのか，p.���
で֬ೝしておきましΐう。
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3 年 p.180　日本の歴史的技術者の紹介

Can-Do List 自己チェック☑� Կ͕ͰきるΑ͏ʹͳっͨか �

αΠΤϯεΧϑΣ

　イタリアの物理学者ボルタは，2種類の金属と
食塩水などの水

すい

溶
よう

液
えき

があれば，電流を連続的に取
り出せることを発見し，「ボルタの電

でん

堆
たい

（図 A）」
とよばれる装置を作りました（1800 年）。これ
が世界ではじめての電池です。
　ボルタの発明によっ
て，それまで得ること
が難しかった，連続し
た電流が得られるよう
になりました。そして，
水の電気分解や電流に
ついての実験などが行

われるようになり，多くの発見や発明につながり
ました。しかし，ボルタの電池は，電圧がすぐ下がっ
てしまうことや，装置も大きく，たおれると液が
こぼれるなどの欠点がありました。
　その後，ボルタの電池の改良が進められ，
1880 年代に日本の屋

や

井
い

先
さき

蔵
ぞう

（1863 ～ 1927 年，
新潟県長

なが

岡
おか

市）やドイツのガスナー（1855～1942
年）は，水溶液を固めた，液がこぼれない電池を
発明しました（図 B）。このしくみは，液がこぼ
れない，乾

かわ

いた電池なので「乾電池」とよばれて
います。

Խ学ిのしくみをΠΦϯ
のੑ࣭で考えΒΕるように
なりましたね。ষのはじΊ
の $BO�%P�-JTU（p.17�）
にもどって，についたྗを
νΣοΫしてみましΐう。
こΕでΠΦϯの学शはमྃで
す。ߴ校での学शをָしみに
しましΐう。

Ϙϧλ
ʢ���� ʙ ���� ʣ

資料

ס
かΜ

ి
でΜ


ち

のൃ明

ਤ"   Ϙルλのిଯ ਤ#   Ҫઌଂ͕࡞っͨిס

Can-Do List
できるようになりたい目標

このষでどのような学शをしてき
たのか，तۀのϓϦϯτやڭՊॻ
などを;りฦり，ࣗでまとΊて
みましΐう。
23ίーυઌで，
このষのまと
Ίやૅج
を֬ೝするこ
ともできます。 1 2 3 3 0
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見方・考え方をはたらかせて，資質
・能力を育む構成になっているか。
ʢֶशࢦಋཁྖ，見方ɾ考え方，࣭ࢿ
ɾྗʣ

・ 年間指導計画で想定されたすべての授業時間において，
「見方・考え方」の例が示されており，さらに「見方・考
え方」をはたらかせて，その時間の課題に取り組むように
うながされている。

本文

 1年 p.23 右上，１年 p.28 右上，
　１年 p.33 右上

　など

学
習
指
導
要
領
と
の
対
応

観点 特色 具体例

6

1 年 p.23　時間ごとの「見方・考え方」（右上） 1年 p.28　時間ごとの「見方・考え方」（右上）

1年 p.33　時間ごとの「見方・考え方」（右上）

1年 p.23　時間ごとの「見方・考え方」（右上）

見 方

考え方

この
時間の
課題

校　庭

南校舎

北校舎

体育館

セイヨウタンポポ

ナズナ

スズメノカタビラ

シロツメクサ

ドクダミ

B1-118

日当たりが
よい

日当たりが
悪い

北

プール

ੜの観察1

� �͍ Ζ͍ΖͳࢹͰௐΔ

ੜΛ͢؍ΔときɼͲͷΑ͏
ʹ͢ΕΑ͍͔ɻ

� �ੜͷʮશମͷಛɾࡉ
͔ͳಛʯʹ͢Δय़になると，学校などのの

まわりで，͞ま͟まなੜが
見ΒΕるようになります。

まず，いΖいΖなࢹでҙਂく
観すること，ͦして，ͦΕをਖ਼
֬にهすることがେです。

ੜの観観  察 ֎にग़て，ؾになるੜを
観しましΐう。

"ɹ観地ਤをつくる
校庭や学校のまわりでは，どのような生物がどの
ような場所に見られるのだろうか。

①  校庭の地図を用意し，調べる場所を各班で分
担する。

②  見つけた生物を記録用紙に記入する。
③  見つけた場所のようすも記入する。

Ϩϙーτのかき方について，λϯϙϙを
ྫにして࣍ϖーδかΒくわしく学ͼます。
また，ੜをࡉかく観したいとき
は，ルーϖや

ͦ͏

؟
͕ん

実
ͬ͡

ମ
͍ͨ

ݦ
͚ん

ඍ
ͼ

ڸ
きょ͏

というث۩
（p.�7）を使います。

#ɹ観Ϩϙʔτをつくる
１種類の生物をくわしく調べると，どのようなこ
とがわかるだろうか。

ਤͷྫ؍

 図
ず

鑑
かん

，筆記用具，ルーペ，巻き尺，カメラ
準備準備

 23 

1 年 p.28　時間ごとの「見方・考え方」（右上）

見 方

考え方

この
時間の
課題

ͷ·ΘΓͷੜɼͲͷ
Α͏ʹྨͰきΔ͔ɻ

� �ੜʹʮ͍ͯࣅΔとこ
Ζɾ͕ͪ͏とこΖʯ͕͋Δ

� ൺ
ͻ

ֱ
͔͘

ͯ͠ྨ͢Δ

イチョウ

オオバコ キノコ

ゼニゴケ

カメ

チョウおたまじゃくし

ザリガニザリガニザリガニ

コイ

カモ

ハチ

イヌ

カエル ミミズ

マイマイ

ྨのํ๏2

ੜをྨする探 究 1

?
気 づ き

のまわりには，ଟ༷
なੜが見ΒΕますね。
このੜを観して
ྨしてみましΐう。

海
かい

藻
そ う

アサガオ

イブキ

オシダシロツメクサ
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1 年 p.33　時間ごとの「見方・考え方」（右上）

見 方

考え方

この
時間の
課題

ܪ
くき

Ֆ

༿

ࠜ

Ռ࣮

のまわりにあるՖをよく
見ると，छྨによってՖの
。がかなりちがうよねܗ

Ֆのつくりは決まっ
ているのかな？ 小学校で学んだ，২

のかΒだのつくり
や，Ֆのつくりを思
いग़しましΐう。

Ֆにはどのようͳࣅているつくりɾ
ち͕うつくり͕͋り，どのように
ྨできるか。

ふりかえり

ふりかえり

Ֆหは，どんなछྨ
でもඞずあるんじΌ
ないかな？

ͦうかな？あ͟やか
なՖหがないՖもあ
るよね。

Ֆをとってきて，
Ֆのつくりをけ
ながΒ観しよう。

ちがうछྨをうま
くൺべるにはどう
したΒよいだΖう。

アサガオの花

花弁

がくめしべ

おしべ

Ֆを͞かͤる২

?
気 づ き

課 題
?

仮 説
?

計 画
?

ՖʹͲͷΑ͏ͳ͍ͯࣅΔつ͘
Γɾ͕ͪ͏つ͘Γ͕͋ΓɼͲͷ
Α͏ʹྨͰきΔ͔ɻ

� �২ʹɼछྨʹΑͬͯʮࣅ
͍ͯΔとこΖɾ͕ͪ͏とこ
Ζʯ͕͋Δ
� �ൺ
ͻ

ֱ
͔͘

ͯ͠ྨ͢Δ
Ֆのͭくり探 究 2

埼玉県幸
さって

手市埼玉県幸
さって

手市

1
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学習指導要領において示された「資
質・能力」の 3つの柱「知識・技能」
「思考力・判断力・表現力等」「学び
に向かう力・人間性等」をふまえた
配慮がなされているか。
ʢֶशࢦಋཁྖ，࣭ࢿɾྗ，ࣝ
ɾٕ，ࢥ考ྗɾஅྗɾදྗݱ，
ֶͼにかうྗɾਓؒੑʣ

・  章はじめの「$BO�%P -JTU」で，資質・能力の３観点を明
示しており，各章でどのような知識を身につけるのかな
どの見通しをもって学習を進めることができる。

・  章の終わりの「何ができるようになったか」では，章のは
じめにある「$BO�%P -JTU」の内容をふり返る活動が設け
られており，自己効力感を高めながら資質・能力を高め
るくふうがなされている。

Can-Do List
 １年 p.68

⬇
何ができるようになったか

 １年 p.83
など

学
習
指
導
要
領
と
の
対
応

7

1 年 p.68　章とびらのCan-Do List の例 1年 p.83　章とびらのCan-Do List を受けたふり返り

観点 特色 具体例

1 年 p.68　章とびらのCan-Do List の例

࣭のྨ
第1章

□ 物質の性質を調べる方法，物質を分類する基
準を説明できる。
□ 物質に決まった密度があることを説明できる。
□ 目に見えない現象をモデルで表現できる。
□ 実験器具を，安全に気をつけて正しく使うこ
とができる。
□ 物質の特

とく

徴
ちょう

や変化を，言葉・図・表を用いて
記録できる。

ͲのΑ͏ͳࣝɾٕをʹͭけるか

□ ٙ にͨ͜͡ײとͳどかΒ，୳ڀの՝をつ
くる͜と͕できる。  ʢֶඪʣ

□ 実験結果から，物質とその性質の決まりや関
係を見いだすことができる。
□ 実験結果や考察などを，ほかの人に伝えるこ
とを意識して表現できる。

ཧղしͯいることをͲのΑ͏ʹ͏かCan-Do List
できるようになりたい目標

□ 学習内容に興味や関心をもち，進んで取り組む
ことができる。
□ 自分が今やっていることをふり返り，改善しよ
うとする。

□ほかの人と考えを出し合い，協力できる。
□ 日常生活で感じた疑問を学習に結びつけたり，
学習した内容を日常生活に当てはめたりして考
えることができる。

ͲのΑ͏ʹֶͼʹか͏か

金属がもつ展
てん

性
せい

（→ p.71）の性質を
利用した鍛

か

冶
じ
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1 年 p.83　章とびらのCan-Do List を受けたふり返り

見 方

考え方

この
時間の
課題

Can-Do List 自己チェック☑� Կ͕ͰきるΑ͏ʹͳっͨか �

図1�（B）（C）（D）（E）（F）は，࣭のුきみのようすをࣔした
ࣸਅです。なͥ，࣭がුかんでいるのか，またはんでいるのかを，
ີのちがいかΒ説໌してみましΐう。

❶　木材の密度は，マツの場合で約
0.5g/cm³ である。

　密度が水より大きい物質は水に沈み，密度が水より小さい物

質は水に浮く。たとえば，鉄が水に沈むのは，鉄の密度 7.87g/

cm3 が水の密度 1.00g/cm3 より大きいからである。また，木

材が水に浮くのは，その密度
⁞

が水の密度より小さいからである。

　また，物質の浮き沈みは，液体どうし，気体どうしの間でも

起こる。

ਣ

༉

（a） 水銀に浮かぶ鉄 （b） エタノールに沈む氷 （c）  油と酢
す

が分かれた
ドレッシング

（d）  水素を入れた
シャボン玉

࣭ͷුきΈɼԿʹΑܾͬͯ
·Δ͔ɻ

� �ӷମͷີとݻମͷີΛൺ
ͻ

ֱ
͔͘

͢Δ

˔  ີ と࣭のු
う

き
しず

Έ

この
時間の
·とΊ

࣭ͷුきΈɼີͷେখʹ
Αܾͬͯ·ΔɻਫΑΓີͷখ
͍͞ମුきɼີͷେき͍
ମΉɻ

ֶ ͼ を い か す

࣭のྨの考え方をにつけ
ることができましたね。ষのは
じΊの$BO�%P�-JTU（p.�8）
にもどって，についたྗを
νΣοΫしてみましΐう。
のষかΒは，࣭のੑ࣭を࣍
ʮཻ

ΓΎ͏

ࢠ
͠

ʯで考えていきましΐう。

ਤ��   ࣭のුきΈ

Can-Do List
できるようになりたい目標

（e）  二酸化炭素を入
れたシャボン玉

� �࣭ʹΑΓɼͦͷੑ࣭͕ҟͳΔ

このষでどのような学शをしてき
たのか，तۀのϓϦϯτやڭՊॻ
などを;りฦり，ࣗでまとΊて
みましΐう。
23ίーυઌで，
このষのまと
Ίやૅج
を֬ೝするこ
ともできます。 1 2 1 1 7
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主体的・対話的で深い学びの実現に
向けた学習活動に資する工夫や配慮
があるか。
ʢֶशࢦಋཁྖ，ओମతɾରతでਂ
いֶͼʣ

・ 巻頭の「理科のトリセツ」では，教科書を使用して主体的
・対話的で深い学びが実現できる場面の説明があり，こ
れらの学びを実現させるはじめの段階として便利である。

・ 従来よりもキャラクターの吹き出しが飛躍的に増えてお
り，話し合いの場面が非常に多い。このため，学習を進
める際に対話が非常に重要であることを自然と生徒に伝
えることができる。

・ 単元末の「学び続ける理科マスター」には，深い学びの活
動例が示されており，生徒が自ら活動する際の参考にす
ることができる。

・ 各巻の最後には，話し合いの際のホワイトボードの代わ
りになる紙面が設けられている。

理科のトリセツ

 １年 p.4 ～ 5，１年 p.12 ～ 13
学び続ける理科マスター
　１年 p.60 ～ 61，２年 p.140 ～ 141
アイデアボード
　各巻巻末

学
習
指
導
要
領
と
の
対
応

8

1 年 p.12　主体的・対話的で深い学びの説明 1年 p.60　単元末にある「深い学び」の紹介

2年 p.140　単元末にある「深い学び」の紹介

各巻巻末の「アイデアボード」はホワイトボード

としてご使用ください

観点 特色 具体例

1 年 p.60　単元末にある「深い学び」の紹介

; り ฦ っ ͯ ਂ Ί る ڭ ͑ ͯ ਂ Ί る

1-1

ൃ ৴ し ͯ ਂ Ί る

　この問いに対して今かいた内容を，単元がはじ
まる前にかいた内容と比べてみます。また，学習
の中で自分の考えが変わったところはどこでしょ
うか。その結果を自分で確認したり，班やクラス
で比べて話し合ったりしてみましょう。

のδϒϯʼੲのδϒϯࠓ　　

　この単元の学習を通して，あなたが難しいと
思ったところはどこですか。そこは，きっとほ
かの人も難しいと思うことでしょう。
　では，これから学習する下級生にそれをわか
りやすく伝えるとしたら，あなたはどのように
説明しますか？下級生がつまずかないようにど
こに気をつけますか？
　そのポイントを，ポスターや参考書にして，
下級生に伝えましょう。

 ̍ઌੜମݧ
୯元のはじΊのいに，もうҰ
えて，Կができるようになって
いるか֬かΊましΐう。

こΕまで学んだことをԼڃੜのたΊに
いかしてみましΐう。
たとえ，ʮルーϖの使い方ʯをこΕか
Β学Ϳਓに説໌するとしたΒ，図やจ
ষでどのように表ݱしますか？

学शのதでؾになったこと，調べたこ
となどをൃ表のかたちにまとΊ，みん
なのલで説໌してみましΐう。
ฉくਓたちは，ͦΕにରするҙ見など
をฦすようにしましΐう。

　調べたこと，考えたことは，レポートにかいたり，発表したりしましょう。
発表の準備をすること自体が，考えを深めることにつながり，ほかの人の異
なる視点をもらえば，さらに考えが深まります。

 ֶͼをΩϟονϘʔϧ

リンネ
（1707 ～ 1778 年）

牧野富太郎
（1862 ～ 1957 年）

は，動২のྨにࢲ
ߩ
こ͏

ݙ
͚ん

したਓたちを調べ
て৽ฉにしました。ͦ
Εをൃ表します。

●リンネ
　植物を分類するにあ
たって，花を分類の基準
としました。彼は初めて
体系的に生物を分類する
方法を考え出し，後の分
類学の基

き

礎
そ

を築きまし
た。

●牧
まき

野
の

富
とみ

太
た

郎
ろう

（日本）
　日本各地の山野で，それ
まで知られていなかった植
物を約 600 種類も見つけ
て命名するとともに，植物
図
ず

鑑
かん

の編さんにも情熱を傾
かたむ

けました。

学び続ける理科マスター！「深めて」
  目指せ！

　　ֶͼの͋し͋とʢˠQ���ʣ

ʙੜ໋とͳΜͰすかʁʙ
ੜきΛͲͷΑ͏ʹͳ͔·͚ͰきΔ͔ɼ

ਤจষͰઆ໌ͯ͠Έ·͠ょ͏ɻ
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2 年 p.140　単元末にある「深い学び」の紹介

2-2

; り ฦ っ ͯ ਂ Ί る ڭ ͑ ͯ ਂ Ί る

ൃ ৴ し ͯ ਂ Ί る

୯元のはじΊのいに，もうҰ
えて，Կができるように
なっているか֬かΊましΐう。

　この問いに対して今かいた内容を，単元がはじ
まる前にかいた内容と比べてみます。また，学習
の中で自分の考えが変わったところはどこでしょ
うか。

のδϒϯʼੲのδϒϯࠓ　　

　この単元の学習を通して，あなたが難しいと
思ったところはどこですか。そこは，きっとほ
かの人も難しいと思うことでしょう。
　では，これから学習する下級生にそれをわか
りやすく伝えるとしたら，あなたはどのように
説明しますか？下級生がつまずかないようにど
こに気をつけますか？
　そのポイントを，ポスターや参考書にして，
下級生に伝えましょう。

 ̍ઌੜମݧ
こΕまで学んだことを，Լڃੜの
たΊにいかしてみましΐう。

学शのதでؾになったこと，調べたこ
となどをൃ表のかたちにまとΊ，みん
なのલで説໌してみましΐう。
ฉくਓたちは，ͦΕにରするҙ見など
をฦすようにしましΐう。

　調べたこと，考えたことは，レポートにかいたり，発表したりしましょう。
発表の準備をすること自体が，考えを深めることにつながり，ほかの人の異
なる視点をもらえば，さらに考えが深まります。

 ֶͼをΩϟονϘʔϧ

実ܭݧըのཱて方に
ࢄຯをもって，ৠڵ
をςーϚに調べるܭ
ըをཱてました。২の෦によってどのくΒいৠࢄのྔ͕ち͕うか

＜変える条件＞植物の部分（茎
くき

，葉の表側，葉
の裏側）

＜そろえる条件＞それぞれの部分の面積（でき
るだけそろえる），日にち，時刻，個体

方法　①A：葉の表側だけにワセリンをぬる
　　　　 B：葉の裏側だけにワセリンをぬる

　　 C：葉の表側・裏側にワセリンをぬる
　　 D：茎だけにワセリンをぬる
　　 E：どこにもワセリンをぬらない
　　 F：茎のかわりにガラス棒を使う
② 試験管に水を入れてそれぞれの茎をさし，
時間を決めて減った水の量を比

ひ

較
かく

する。

学び続ける理科マスター！「深めて」
  目指せ！

　　ֶͼの͋し͋とʢˠ Q���ʣ
ੜとɼཆɾࢎૉɾೋࢎԽૉʹͲͷ
Α͏ͳؔΘΓ͕͋Γ·͔͢ɻಈ২Λ
ྫʹͯ͠ɼਤจষͰઆ໌ͯ͠Έ·͠ょ͏ɻ
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1 年 p.12　主体的・対話的で深い学びの説明

ओମతʹ
ࣗΒಈ͜うʂ
ɹɹ行ಈྗより 行動量！

ରతʹ

˔�൝ͳͲͰ͠߹͏ときʹɼׂΛܾΊ·
͠ょ͏ɻ

ཧՊは  話し合い！

˔�ষͷֶशͷ͡Ίʹ͋Δʮ$BO�%P�-JTUʢͨと
͑ˠ Q��� ͳͲʣʯΛҙࣝͯ͠ɼֶशͷతҙ
ࣝΛͪ·͠ょ͏ɻ

˔�ͷ·ΘΓͷこと͕Β͔Β՝Λ୳͠ग़ͯ͠ɼ
୳׆ڀಈΛਐΊ͍ͯき·͠ょ͏ɻ

˔�୳׆ڀಈͷときʹʮ୳ڀͷ$BO�%P�-JTUʯΛҙ
ࣝͯ͠ɼ୳ڀͷతҙࣝΛͪ·͠ょ͏ɻ

˔�ֶんͩ༰͕Ͳこ͔ʹ͍ؔͯ͠ͳ͍͔ɼ͑
ͳ͍͔୳ͯ͠Έ·͠ょ͏ɻ

˔�୳׆ڀಈ͕͏·͍͔͘ͳͯ͘ɼ͏·͍͘͘ํ
๏ΛͶΓ͑ߟ͘ڧ·͠ょ͏ɻ

˔�こΕ·Ͱͷֶश自ͷษڧ๏ͳͲΛ;ΓฦΓɼ
ͬとΑ͍ํ๏͕ͳ͍͔͑ߟ·͠ょ͏ɻ

˔�自ͷ͑ߟΛॻ͍ͯදͨ͠ݱΓɼൃදͨ͠Γ͠
ͯɼ΄͔ͷਓͷൃදʹҙݟΛ͍ݴ·͠ょ͏ɻ

ʮओମతに学Ϳʯとは，まとΊると
ɾのまわりのでき͝とにٙをもつ
ɾ見௨しをもつ
ɾねりڧくऔりΉ
ɾ�ࣗ のやってきたことを;りฦり，վળ
していく

ɾ�৽しいことに
ͪょ͏

ઓ
ͤん

する
などです。

ʮただいよくすʯだけとはちがいます。
じっくり੩かにऔりんでいても，ʮओମ
తʯは実ݱしますよね。

˔�૬खʹ࣭͢ΔときͷฉきํΛ͘;͏͠·
͠ょ͏ɻ

Ͳ͏っͨΒओମతʹͳるの

Ͳ͏っͨΒରతʹͳるの

൝でし߹うとき，なんとなくし߹うのではなく，
˔�͠߹͍Λ͏ͳׂ͕͢
˔�͠߹͍ͷهΛつ͚Δׂ

を決Ίてみましΐう。もちΖんこのׂをもつਓも
し߹いにՃわりますが，;だんよりもまわりのਓ
をগしؾにするということです。こΕΒのׂを୳
。とにަ代していきます͝ڀ
このような方๏や考え方はʮϑΝγϦςーγϣϯʯ
ともよΕます。

のようなฉき方を͞Εると，もっと࣍
したくなりますね。

ɾʙと͍͏とʁ
ɾ۩ମతʹʁɼྫ͑ʁ
ɾ·とΊΔとʁ
ɾ͏গ͘͠Θ͘͠͏ݴとʁ
ɾଞʹʁ
ɾͰ͍͏とʁ
ɾཧ༝ʁ

などɹɹ

ମతɾରతʹɼਂくֶͿମతɾରతʹɼਂくֶͿओ

どうやって
理科を学ぶの？

 12 



各学年の探究の重点に配慮した工夫
や配慮があるか。
ʢֶशࢦಋཁྖ，୳ڀのॏʣ

・ 各学年で次のような探究の重点項目が示されている。
【１学年】各単元のはじめに「問題発見」という活動を設け

ている。
【２学年】探究によって「しっかり仮説」「しっかり計画」

というマークが示されており，これらの活動に力を
入れることが適切な探究活動がわかるようになって
いる。

【３学年】探究によって「しっかりふり返り」というマーク
が示されており，どのような活動を行うとふり返り
になるのか，明示されている。

問題発見
　１年 p.20 ～ 21，１年 p.130 ～ 131

など

しっかり仮説
　２年 p.33 ～ 36，２年 p.43 ～ 46など
しっかり計画
　２年 p.95 ～ 98，２年 p.175 ～ 178

など

しっかりふり返り
　３年 p.17 ～ 20，３年 p.89 ～ 92など

単
元
の
組
織
・
配
列
・
構
成
・
分
量

9

1 年 p.20　１年生の各単元に設けた「問題発見」 2年 p.33　2年生の重点「しっかり仮説」

2年 p.95　2年生の重点「しっかり計画」 3年 p.20　３年生の重点「ふり返り」

観点 特色 具体例

1 年 p.20　１年生の各単元に設けた「問題発見」

২はͦΕͧΕ໊લがついて
いるよ（図 "）。どのՖもち
がって見えるけど，なかまど
うしのものがあるのかな？

ஆかくなって，学校のまわ
りでもいΖいΖなछྨのՖ
が見つかるね。

 題 ൃ ݟ 

?。ちはੜをどのようにͳかまけしているのͩΖうͨࢲ
気 づ き

たちは，のまわりのものに໊લをࢲ
つけたり，調べようとしたりするとき，
ࣗવとʮなかまけʯをしています。
こΕをʮྨするʯといいます。
ਓؒははるかੲかΒ，ものをよく観
し，ྨしてきました。ここではまず，
ੜを調べてྨすることを考えてい
きましΐう。

小͞いࢠも，ԿもڭわΒなくてもࣗવとなかま
けをするんですよ。あなたもͦうだったはずです。

どΕも༿があってܪ
くき

があって，Ֆが͞くけど，
ͦうでない২のなかまもあるのかな？
どうやってなかまけするんだΖう？

ਤ"   य़にֶߍのまΘりͳどで見ΒΕる২

ハルジオン ホトケノザ オオイヌノフグリ ナズナ

ຊをฒべるのもྨです
よね。ຊのେき͞ผ，จ
ຊかɾશूߦຊかɾ୯ݿ
か，ஶऀผ，ผ，い
ΖいΖなྨのج४があ
りますね。
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2 年 p.33　2年生の重点「しっかり仮説」

見 方

考え方

この
時間の
課題

水

電極
ӄۃ 陽ۃ

水水

気体が
発生する

陽ۃ

気体が
発生する

ӄۃ

ਫのిؾղでは，陽ۃとӄۃかΒԿ͕ൃੜするか。ࢠݪ
のモデルかΒԾ説をཱて，࣮ݧで֬かΊる。

ਫࢠ ࢠݪは，ਫૉݸ1 ࢎとݸ�
ૉݸ1ࢠݪかΒできているね。

ମؾۙかΒۃి
がൃੜしているよ。

このؾମは，ਫৠؾ
（ਫ）なんだΖうか。

ԿかԽ学変Խが起こっ
ているんだΖうか。

ղ置を使ってਫؾి
にిྲྀをྲྀすと，ࣸਅの
ようになります。
，でۃղ置のిؾి
につないۃ�置のݯి
だిۃをʮ陽

Α͏

ۃ
きょ͘

ʯ，ʵۃに
つないだిۃをʮӄ

͍ん

ۃ
きょ͘

ʯ
といいます。

ঢ়ଶ変Խでは，ਫͦࢠのものは変わΒず，
ਫࢠのूまり方が変わるだけです。

ମの見当がついていΕؾ
，֬かΊ方もわかるね。

この実ݧはਫࢎԽφτϦϜを使います。
ઌੜのҙをよくฉきましΐう。
ਫにਫࢎԽφτϦϜをՃえるのは，ిྲྀ
をྲྀしやすくするたΊです。

しっかり仮説

H HO H HO

O O

H H H H

H H
O

H H
O

O O
H H H H

れいきゃく

水蒸気

加熱

水

加熱

氷

冷却

冷却

気体液体固体

Ϟσϧをいかしͨ仮説2ࢠݪ
ਫͷిؾղͰɼཅۃとӄ͔ۃ
ΒԿ͕ൃੜ͢Δ͔ɻ

� �࣭͕͔ΕΔԽֶมԽとࢠݪ
Λ͚ؔͮΔ

ਫʹిྲྀをྲྀしͨときの変化探 究 3

?
気 づ き

課 題
?

仮 説
?

計 画
?

ਤ��   ਫにిྲྀをྲྀしͨときの変化

� �࣭ࢠݪͷू·ΓͰͰきͯ
͍Δ
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2 年 p.95　2年生の重点「しっかり計画」

見 方

考え方

この
時間の
課題

ʢCʣԼかΒ見্͛ͨΫεϊΩʢBʣώϚϫϦをਅ্かΒ見ͨようす

（B）は༿がॏなΒないようになっている。
（C）も，ࢬや༿がうまくॏなΒないよう
にがっているね。

২のにඞཁな݅
のதに，デϯϓϯをつく
りग़すのにඞཁな݅が
あるかも。

২のにඞཁな
݅をあ͛てみよう。

小学校の学शを思いग़ͦ
う。デϯϓϯはどのよう
な݅でできたかな？

ඞཁな݅はʮ日光ʯにちがいないよ。
日光がݪҼでデϯϓϯができたこと
を֬かΊる実ݧをܭըしよう。

（あなたのܭը）

しっかり計画

ਤ�   ২の༿のつきかͨ

২とཆ
২͕σϯϓϯΛつ͘Γग़͢ͷʹ
ඞཁͳ݅Կ͔ɻ

� �২͕σϯϓϯΛつ͘Δときɼ
ܾ·͕ͬͨ݅͋Δ
� Δ͢࡞ͷ݅Λૢݧ࣮

ཆをͭくるͨΊʹඞཁͳ݅探 究 3

?
気 づ き

課 題
? ২͕デϯϓϯをつくりग़すのに必ཁͳ

݅はԿか。݅を考えて，ͦΕを֬か
Ίる࣮ݧをܭըする。

仮 説
?

計 画
?

小学校の෮शも݉
͔

ねて࣍のจষをಡみ，実ܭݧըをཱてる
࿅शをしましΐう。

この୳׆ڀ動では，仮説
をཱて，ͦΕをもとに実
動をओに׆ըするܭをݧ
。いますߦ

生物は有機物（たとえばデンプン）を分解してエネルギーを
取り出している。その養分は，動物ではからだの外から取り
入れられ，植物ではからだの中でつくり出される。

2

 95 

3 年 p.20　３年生の重点「ふり返り」

力 A
力 A と力 B 
の差

力 B

力AからB
を引く

おもりの数 ①
空気中

②
半分水中

③
全部水中

④
さらに深く

10 0.51N 0.32N 0.13N 0.13N

20 0.88N 0.68N 0.51N 0.51N

おもりの数 10 個の
ときの浮力

半分水中（①-②） 0.19N

全部水中（①-③） 0.38N

おもりの数 20 個の
ときの浮力

半分水中（①-②） 0.20N

全部水中（①-③） 0.37N

・ 物体を水中に入れたとき，ばねばかりの値（②，③，④）は，空気中ではかった
値（①）よりも小さいことがわかる。空気中（①）ではかった値と物体を水中に
入れたときの値（③）の差が浮

ふ

力
りょく

の大きさである。

◯調べようとしたことに対して，方法は適切か。
◯ 方法を通じて明らかになったこと（結果）を正確に記録できているか。
◯ 考察の内容は結果をふまえているか。無理がないか。
◯ 課題で設定した問いかけに対して，実験で明らかになったか，考察は適切か。
◯ 自分の仮説が正しかったか（正しくなければ次の探究を計画する）。
◯ レポート全体は，ほかの人がみても読みやすくまとめられているか。
◯１年生で学習した，「力のつり合い」の考えが応用できているか。

݁Ռɾ考察

● 実験 A
ばねばかりではかりなが
ら物体を水中に沈

しず

めると，
ばねばかりの値は図6の
ような結果になった。
● 実験 B
容器が大きいと，容器が
水に沈まず，容器を沈め
るにはたくさんのおもり
が必要だった。

ਤ�   ୳̍ڀの考ྫ

水中の物体にはたらく力

この
時間の
·とΊ

ුྗͷେき͞ɼମ͕ਫத
ʹんͰ͍Δମੵʹ͕ؔ͋
Δɻ

݁ Ռ
?

考 察
?

?
;りฦり
ϙΠϯτ

の時ؒはුྗのੑ࣭をまとΊ࣍
ましΐう。

・ 浮力の大きさは，物体の水に沈んでいる
体積が大きいほど大きい。

・ 物体全体を水に沈めたとき，浮力の大き
さは水の深さには関係がない。

・ おもりの重さを変えても浮力の大きさが
変わらないことから，浮力の大きさは物
体の重さには関係しない。

・ 水中で物体にはたらく力は水圧なので，
浮力は水圧と関係があると思う。

ਤ�   ୳ڀ ݧ࣮� "の݁Ռྫ

ばねばかりの値

（あなたの;りฦり）
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単元や章は，全体として系統的・発
展的に組織・配列されているか。

・ 各学年とも，想定する年間指導計画にそった単元配列に
なっており，初任の教師が構成を理解しやすくなってい
る。

・ 各単元の内容はすべて３章に整理されており，全学年を
通じて学習内容の区切りがわかりやすい。

もくじ
　１年 p.③，２年 p.③，３年 p.③

単
元
の
組
織
・
配
列
・
構
成
・
分
量

10

1 年 p. ③　１年生の単元構成 2年 p. ③　2年生の単元構成

3年 p. ③　3年生の単元構成

観点 特色 具体例

1 年 p. ③　１年生の単元構成

1-3

第１章　身近な生物の観察  ………………………… p.22

第２章　植物の分類  ………………………………… p.32

第３章　動物の分類  ………………………………… p.48

　単元末の活動  ………………………………………………… p.60

ಈ২のྨ

第１章　物質の分類  ………………………………… p.68

第２章　粒
りゅう

子
し

のモデルと物質の性質  ……………… p.84

第３章　粒子のモデルと状態変化  ………………　p.106

　単元末の活動  ……………………………………………… p.124

の·Θりの࣭

第１章　火山～火を噴
ふ

く大地～　 ……………………　p.192

第２章　地層～大地から過去を読みとる～ …………　p.210

第３章　地
じ

震
しん

～ゆれる大地～　 ………………………　p.230

　単元末の活動  ……………………………………………… p.254

େの׆ಈ

第１章　光の性質  …………………………………　p.132

第２章　音の性質  …………………………………　p.156

第３章　力のはたらき  ……………………………　p.166

　単元末の活動  ……………………………………………… p.184

の·Θりのݱ

理科のトリセツ（取り扱
あつか

い説明書）

…………  ④

探究過程の重点

̍�̍ൃ見 ………………………… Q���，��
̍�̎ൃ見 ………………………………… Q��� 
̍�̏ൃ見 ……………………………… Q����
̍�̐ൃ見 …………………… Q����，���

1-1

1-2

1-4

࡞ຊૢج˙

レポート・ノートのかき方 …  p.24，75

スケッチのしかた  …  p.25

野外調査の注意点  …  p.25

観察のポイント  …  p.26

ルーペの使い方 …  p.27

双
そう

眼
がん

実
じっ

体
たい

顕
けん

微
び

鏡
きょう

の使い方 …  p.27

ガスバーナーの使い方  …  p.73

メスシリンダーの読み方 …  p.80

電子てんびんの使い方 …  p.80

小数の計算の復習 …  p.82

ろ過のしかた …  p.88

こまごめピペットの使い方 …  p.92

気体の集め方 …  p.96

気体の性質の調べ方  …  p.99

温度計の読み方 …  p.115

グラフのかき方① …  p.116

誤差と有効数字 …  p.123

分度器の使い方 …  p.137

グラフのかき方② …  p.171

ばねばかりの使い方 …  p.176

■ϓϩάϥϛϯάࡐڭ

フローチャート …  p.51

小数の計算の復習 …  p.82

濃
のう

度
ど

を求める例題 …  p.87

くわしいもくじは，
QRコード先から確
認できます。

教科書の使い方 …………   p.14

さくいん …………………   p.262

ޠが日ຊޠҎ֎のੜె͞んけ
のʮ͞くいんʯは23ίーυかΒ
（23ίーυの説໌はp.17）。

1 2 1 9 9

1 2 1 0 1

く͡ INDEX

ᶅ

2 年 p. ③　2年生の単元構成

く͡ INDEX

ᶅ

くわしいもくじは，
QRコード先から確
認できます。

探究過程の重点

ʮしっかりԾ説ʯʮしっかりܭըʯ
ɹɹ…………  Q���，��，��，��，���，

���，���，���，���

࡞ຊૢج˙

電気分解装置の使い方 …  p.34

電源装置の使い方 …  p.34

フェノールフタレイン溶液，塩化コバルト紙

 …  p.38

顕微鏡の使い方 …  p.78

本実験と対照実験 …  p.100

ベネジクト液の変化 …  p.118

回路図のかき方 …  p.148

電流計の使い方 …  p.150

電圧計の使い方 …  p.158

検流計の使い方 …  p.196

気象観測の方法１ …  p.221

気象観測の方法２ …  p.222

■ϓϩάϥϛϯάࡐڭ

原子カード …  p.24

第１章　物質のなりたちと化学変化  …………… p.16

第２章　化学変化と物質の質量  ………………… p.42

第３章　化学変化の利用  ………………………… p.58

　単元末の活動 ……………………………………… p.70

化ֶ変化とࢠݪɾ1-2ࢠ

第１章　生物のからだと細胞  …………………… p.76

第２章　植物のつくりとはたらき  ……………… p.88

第３章　動物のつくりとはたらき  …………… p.108

　単元末の活動 …………………………………… p.140

ಈ২のੜきるしくΈ2-2

第１章　電流と電圧  …………………………… p.146

第２章　電流と磁界  …………………………… p.182

第３章　電流の正体  …………………………… p.204

　単元末の活動 …………………………………… p.214

ిྲྀとͦのͨΒき2-3

第１章　大気の性質と雲のでき方  …………… p.224

第２章　天気の変化  …………………………… p.242

第３章　日本の天気  …………………………… p.254

　単元末の活動 …………………………………… p.272

ఱ気とͦの変化2-4

理科のトリセツ（取り扱
あつか

い説明書）

…………  ④
教科書の使い方 …………   p.10

さくいん …………………   p.278

ޠが日ຊޠҎ֎のੜె͞んけ
のʮ͞くいんʯは23ίーυかΒ
（23ίーυの説໌はp.1�）。

1 2 2 0 1

1 2 2 9 9

3 年 p. ③　3年生の単元構成

く͡ INDEX

第１章　力のつり合い  …………………………… p.14

第２章　力と運動  ………………………………… p.32

第３章　仕事とエネルギー  ……………………… p.48

　単元末の活動 ……………………………………… p.72

ӡಈとΤωϧΪʔ3-1

第１章　生物の成長・生殖  ……………………… p.78

第２章　遺伝と進化  ……………………………… p.94

第３章　生態系  ………………………………… p.114

　単元末の活動 …………………………………… p.128

ੜͲ͏しのͭͳ͕り3-2

第１章　水
すい

溶
よう

液
えき

とイオン  ……………………… p.134

第２章　酸・アルカリとイオン  ……………… p.152

第３章　電池とイオン  ………………………… p.170

　単元末の活動 …………………………………… p.182

化ֶ変化とΠΦϯ3-3

第１章　太陽系と宇宙の広がり  ……………… p.192

第２章　太陽や星の見かけの動き  …………… p.204

第３章　天体の満ち欠け  ……………………… p.226

　単元末の活動 …………………………………… p.236

ٿとӉ3-4

……………………………………………………… p.2423-5 ࣗવɾՊֶٕज़とਓ間

探究過程の重点

ʮしっかり;りฦりʯ
　　…… Q���，��，���，���，���

くわしいもくじは，
QRコード先から確
認できます。

ޠが日ຊޠҎ֎のੜె͞んけ
のʮ͞くいんʯは23ίーυかΒ
（23ίーυの説໌はp.11）。

理科のトリセツ（取り扱
あつか

い説明書）

…………  ④

教科書の使い方 ……………   p.8

さくいん …………………   p.270

■ϓϩάϥϛϯάࡐڭ

イオンカードのアプリ …  p.147

1 2 3 9 9

1 2 3 0 1ᶅ



配当時数内で指導可能なように構成
されているか。

・ 時数配分及び年間指導計画は，相当なゆとりをもって学
習を進められるように作成されている。そのため，教師
の裁量によって，探究活動を充実させたり，基礎基本の
定着に力を入れたりなど，生徒の実情に応じた手当てが
非常にしやすくなっている。

単
元
の
組
織
・
配
列
・
構
成
・
分
量
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ֶ֤の୯ߏݩとؒ࣌

観点 特色 具体例

 1-2　身のまわりの物質
　問題発見 p.66 ～ 67

খ計 ��

1
　第 1章　物質の分類 p.68 ～ 83 6

　第２章　粒子のモデルと
物質の性質

p.84 ～ 105 8

　第 3章　粒子のモデルと状態変化 p.106 ～ 123 6

　単元末の活動 p.124 ～ 127 1

 2-1　化学変化と原子・分子
　第 1章　物質のなりたちと化学変化 p.16 ～ 41

খ計 ��

8

　第２章　化学変化と物質の質量 p.42 ～ 57 5

　第 3章　化学変化の利用 p.58 ～ 69 4

　単元末の活動 p.70 ～ 73 1

 3-1　運動とエネルギー
　第 1章　力のつり合い

p.14 ～ 31
খ計 ��

7

　第２章　力と運動 p.32 ～ 47 6

　第 3章　仕事とエネルギー p.48 ～ 71 10

　単元末の活動 p.72 ～ 75 1

 1-3　身のまわりの現象
　問題発見 p.130 ～ 131

খ計 ��

1
　第１章　光の性質 p.132 ～ 155 8

　第２章　音の性質 p.156 ～ 165 3

　第 3章　力のはたらき p.166 ～ 183 7

　単元末の活動 p.184 ～ 187 1

 1-1　動植物の分類
　問題発見 p.20 ～ 21

খ計 ��

1

　第 1章　身近な生物の観察 p.22 ～ 31 2

　第２章　植物の分類 p.32 ～ 47 5

　第 3章　動物の分類 p.48 ～ 59 5

　単元末の活動 p.60 ～ 63 1

 1-4　大地の活動
　問題発見 p.190 ～ 191

খ計 ��

1

　第 1章　火山 p.192 ～ 209 5

　第 2章　地層 p.210 ～ 229 7

　第 3章　地震 p.230 ～ 253 7

　単元末の活動 p.254 ～ 257 1

探究活動や定着などの
ための予備時間 ��

߹計 ���

 2-3　電流とそのはたらき
　第 1章　電流と電圧 p.146 ～ 181

খ計 ��

12

　第２章　電流と磁界 p.182 ～ 203 7

　第 3章　電流の正体 p.204 ～ 213 4

　単元末の活動 p.214 ～ 217 1

 2-2　動植物の生きるしくみ
　第 1章　生物のからだと細胞 p.76 ～ 87

খ計 ��

4

　第２章　植物のつくりとはたらき p.88 ～ 107 6

　第 3章　動物のつくりとはたらき p.108 ～ 139 12

　単元末の活動 p.140 ～ 143 1

 2-4　天気とその変化
　第 1章　大気の性質と雲のでき方 p.224 ～ 241

খ計 ��

8

　第 2章　天気の変化 p.242 ～ 253 5

　第 3章　日本の天気 p.254 ～ 271 6

　単元末の活動 p.272 ～ 275 1

探究活動や定着などの
ための予備時間 ��

߹計 ���

 3-3　化学変化とイオン
　第 1章　水溶液とイオン

p.134 ～ 151
খ計 ��

6

　第２章　酸・アルカリとイオン p.152 ～ 169 6

　第 3章　電池とイオン p.170 ～ 181 4

　単元末の活動 p.182 ～ 185 1

 3-2　生物どうしのつながり
　第 1章　生物の成長・生殖

p.78 ～ 93
খ計 ��

6

　第２章　遺伝と進化 p.94 ～ 113 10

　第 3章　生態系 p.114 ～ 127 4

　単元末の活動 p.128 ～ 131 1

 3-4　地球と宇宙
　第 1章　太陽系と宇宙の広がり p.192 ～ 203

খ計 ��

5

　第 2章　太陽や星の見かけの動き p.204 ～ 225 8

　第 3章　天体の満ち欠け p.226 ～ 235 4

　単元末の活動 p.236 ～ 239 1

 3-5　最終単元
　自然・科学技術と人間

p.242 ～ 246，
p.247 ～ 263

4

探究活動や定着などの
ための予備時間 ��

߹計 ���



観点 特色 具体例

学
習
内
容
・
程
度

学習内容の系統性や小学校との関連
について十分に配慮されているか。
 ʢখதのؔ࿈，ֶशのܥ౷ੑ，ֶश
の見௨しʣ

・ 各単元の最初に「ふり返ろう・つなげよう」という問いの
ページがあり，既習事項との関連が図られるとともに，こ
れから学習することの見通しももつことができる。

・ 本文中には，「ふりかえり」という小囲みがあり，既習事
項や関連する学習の系統性を意識することができる。

ふり返ろう・つなげよう

 １年 p.65 右下，２年 p.144 左下
など

ふりかえり
　１年 p.33 右上囲み，
　２年 p.233 下囲み

など

12

1 年 p.65 右下　ふり返ろう・つなげよう 2年 p.144 左下　ふり返ろう・つなげよう

1年 p.33　ふり返りの例 2年 p.233　ふり返りの例

1年 p.65 右下　ふり返ろう・つなげよう

（東京都足
あだち

立区）

1-2

ੈքはɼ࣭Ͱ
Ͱき͍ͯΔ

身のまわりの
物質

 ものは形が変わっても重さは変わらない。 ʢখֶߍ �ʣ

 ものは体積が同じでも重さがちがうことがある。 ʢখֶߍ �ʣ

 電気を通すものと通さないものがある。鉄やアルミニウムなどの金属は
電気を通す。 ʢখֶߍ �ʣ

 磁石に引きつけられるものと引きつけられないものがある。磁石に引き
つけられるものは，鉄でできている。 ʢখֶߍ �ʣ

 ものが水に溶
と

けても，水とものを合わせた重さは変わらない。 ʢখֶߍ�ʣ

 同じ温度でも，水の量を増やすと，ものの溶ける量は増える。 ʢখֶߍ�ʣ

 一定の量の水に溶けるミョウバンの量は，水の温度を上げると増えるが，
食塩の量はあまり変わらない。 ʢখֶߍ �ʣ

 水は温度によって，固体（氷）→液体（水）→気体（水蒸気）とそのす
がたを変える。水が氷になると体積が増える。 ʢখֶߍ �ʣ

 空気は窒
ちっ

素
そ

や酸素などの気体が混ざってできている。 ʢখֶߍ �ʣ

 ろうそくや紙などが燃えるときには，空気中の酸素が使われて二酸化炭
素ができる。 ʢখֶߍ �ʣ

　　;りฦΖ͏ɾͭͳ͛Α͏

　　ֶͼの͋し͋と
ͷ·ΘΓͷͷɼԿ͔ΒͰき͍ͯͯɼ
ͲͷΑ͏ʹྨͰきΔ͔ɼਤจষͰઆ໌
ͯ͠Έ·͠ょ͏ɻ

このいにରして，こΕまでの学शも思いग़しなが
Β，どのようにえΒΕるか，かきग़してみましΐう。
ͦして，୯元の学शがऴわったあとで，同じいに
えてみましΐう。学शલޙの༰をൺべると，ࣗ
のがよくわかりますʂ

 65 

2 年 p.144 左下　ふり返ろう・つなげよう

2-3

͋たΓ·͑ͷ
ͤݟをؾి

電流と
そのはたらき

 電気の通り道のことを回路という。 （小学校 3年）

 電気の流れのことを電流という。 （小学校 4年）

 乾電池 2個のつなぎ方には直列つなぎと並列つなぎがある。 （小学校 4年）

 乾電池 2個の直列つなぎでは，乾電池 1個のときよりもモーターは速く回転する。
 （小学校 4年）

 電熱線に電流を流すと発熱する。 （小学校 6年）

 電気をよく通すのは金属である。 （中学校 1年）

 磁石のちがう極どうしは引き合い，同じ極どうしはしりぞけ合う。　 （小学校 3年）

 導線を同じ向きに何回も巻いたものをコイルという。 （小学校 5年）

 コイルに鉄しんを入れて電流を流したものを電磁石という。 （小学校 5年）

 電磁石の力を強くするには，電流を大きくするか，コイルの巻数を多くすればよ
い。また，電磁石の電流の向きを変えると，Ｎ極とＳ極は逆になる。 （小学校 5年）

 発電機の軸
じく

を回転させると，電気をつくることができる。 （小学校 6年）

 身のまわりの電気製品では，電気は熱や光，音，運動などに変えられて利用され
ている。 （小学校 6年）

 コンデンサーは，電気をたくわえる性質がある。 （小学校 6年）

　　;りฦΖ͏ɾͭͳ͛Α͏

　　ֶͼの͋し͋と
৽͍͠ס

͔ん

ి
Ͱん


ͪ

ΛͯͬɼਤͷΑ͏ʹಉ͡ճ࿏Λ

んͩとこΖɼ౾ిٿͷ໌Δ͕͞ҟͳΓ·ͨ͠ɻ

こͷཧ༝Λઆ໌ͯ͠Έ·͠ょ͏ɻ

このいにରして，こΕまでの学शも思いग़しながΒ，どのように
えΒΕるか，かきग़してみましΐう。
ͦして，୯元の学शがऴわったあとで，同じいにえてみましΐう。
学शલޙの༰をൺべると，ࣗのがよくわかりますʂ
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1 年 p.33　ふり返りの例

見 方

考え方

この
時間の
課題

ܪ
くき

Ֆ

༿

ࠜ

Ռ࣮

のまわりにあるՖをよく
見ると，छྨによってՖの
。がかなりちがうよねܗ

Ֆのつくりは決まっ
ているのかな？ 小学校で学んだ，২

のかΒだのつくり
や，Ֆのつくりを思
いग़しましΐう。

Ֆにはどのようͳࣅているつくりɾ
ち͕うつくり͕͋り，どのように
ྨできるか。

ふりかえり

ふりかえり

Ֆหは，どんなछྨ
でもඞずあるんじΌ
ないかな？

ͦうかな？あ͟やか
なՖหがないՖもあ
るよね。

Ֆをとってきて，
Ֆのつくりをけ
ながΒ観しよう。

ちがうछྨをうま
くൺべるにはどう
したΒよいだΖう。

アサガオの花

花弁

がくめしべ

おしべ

Ֆを͞かͤる২

?
気 づ き

課 題
?

仮 説
?

計 画
?

ՖʹͲͷΑ͏ͳ͍ͯࣅΔつ͘
Γɾ͕ͪ͏つ͘Γ͕͋ΓɼͲͷ
Α͏ʹྨͰきΔ͔ɻ

� �২ʹɼछྨʹΑͬͯʮࣅ
͍ͯΔとこΖɾ͕ͪ͏とこ
Ζʯ͕͋Δ
� �ൺ
ͻ

ֱ
͔͘

ͯ͠ྨ͢Δ
Ֆのͭくり探 究 2

埼玉県幸
さって

手市埼玉県幸
さって

手市

1
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2 年 p.233　ふり返りの例

見 方

考え方

この
時間の
課題

30200 10

水
蒸
気
量

温度〔℃〕

40

30

20

10

  0

〔g/m3〕

　空気を冷やすと水滴が現れるのは，空気中にふくまれる水蒸

気の量に限界があるためである。水蒸気量が最大限になってい

るとき，空気は水蒸気でしているといい，そのときの水蒸
気量をਫৠ気ྔという。飽和水蒸気量は，表1のように，
空気 1m3 当たりの水蒸気の質量で表し（単位 g/m3）

⁞

，温度が

高いときほど大きく，温度が低いときほど小さい。

❶　「/m3」は「1m3 当たり」とい
う意味である。

あΕ？
༹ղۂઢとਫৠྔؾのۂ
ઢをൺֱして，同じように考え
ΒΕるんじΌない？
ͦうすると，ؾԹがԼがって，
தに;くまΕきΕなくなっؾۭ
たਫৠؾが，ਫణになってݱΕ
るのかな？୳ڀ �の݁Ռが説
໌できͦう。

ਫৠྔؾの考え方は，１ੜで学んだ༹ղとࣅています。

࿐ԿʹΑܾͬͯ·Δ͔ɻ

� �༹ ղۂઢͷ͑ߟとਫৠؾ
ྔͷ͑ߟΛ͚ؔͮΔ

˔  
΄う


Θ

ਫৠྔؾ

ද�   ਫৠྔؾ ਤ��   ਫৠྔؾのάϥϑ

ਫͷԹʤˆʥ

の
水
に
溶
け
る
物
質
の
質
量
ʤHʥ

���̶

溶けきれない量

まだ溶かすことのできる量

飽和

100ｇの水に溶ける物質の質量（溶解度）と温度の関係
と

தにؾۭ，いほどߴԹがؾ
ೖっていけるਫৠྔؾがେき
くなるんですね。
図 11 のάϥϑで ��ˆと
1�ˆのਫৠྔؾをൺ

ͻ

ֱ
͔͘

すると，̏ഒҎ্もちがいま
す。��ˆのۭؾには，1�ˆ
のときの̏ഒҎ্のਫৠؾを
;くΉことができるというこ
とですね。

ふりかえり

温度〔℃〕 飽和水蒸気量〔g/m3〕
0   4.8
2   5.6
4   6.4
6   7.3
8   8.3
10   9.4
12  10.7
14  12.1
16  13.6
18 15.4
20 17.3
22 19.4
24 21.8
26 24.4
28 27.2
30 30.4
32 33.8
34 37.6

� ਫ݅ʹΑͬͯঢ়ଶมԽ͢Δ
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自然の事物・現象についての理解を
深め，科学的な見方や考え方を養う
ように配慮されているか。
 ʢ୳ڀ，Պֶతͳࢥ考ɾදݱʣ

・ 科学的に探究する方法について，巻頭の「理科のトリセ
ツ」で解説されており，またすべての探究のページで，そ
の方法を身につけるために適した構成になっている。

理科のトリセツ

 １年 p.6 ～ 7，２年 p.6 ～ 7，
　３年 p.4 ～ 5
探究
　１年 p.135 ～ 138，２年 p.95 ～ 98

など

学
習
内
容
・
程
度

13

1 年 p.6　探究の手法の説明 1年 p.135　実際の探究ページも同様に構成

2年 p.95　探究で重要な「条件制御」についての解説を新設

日光

日光

１日目 ２日目

同じ日・同じ時刻

日光

㋐ ㋑

㋐

㋑

日光

アルミニウムはく
でまく

①

②

日光

日光

１日目 ２日目

同じ日・同じ時刻

日光

㋐ ㋑

㋐

㋑

日光

アルミニウムはく
でまく

①

②

デンプン溶
よう

液
えき

ヨウ素液を
加える

ヨウ素液

❶　ϤૉデϯϓϯԠ
　デンプンにヨウ素液を加え
るとデンプンが青紫

むらさき

色にな
る。この性質を利用してデ
ンプンの存在を確かめるこ
とができる。（小学校 6年）

方法  植物を日光に当てたあとで，葉にヨウ素液を
たらした。

結果  葉でヨウ素デンプン反応
❶

が起こった。

方法  ① 植物を 1日暗いところに置いてから，葉にヨウ素液をたらした。
　　　② その次に植物を 1日日光に当てて，葉にヨウ素液をたらした。

結果  日光に当てたあとの葉でのみヨウ素デンプン反応が起こった。

ふりかえり

同じ日時で調べるには
どうしたΒいいかな？

୳ڀ�を調べるたΊに，"の
実ݧをして֬かΊました。
日光に当てた༿でデϯϓϯが
できていたので，デϯϓϯが
できるには日光がඞཁだとい
うことができます。

日光に当てるɾ当てないにかかわΒず，༿には࠷ॳかΒ
デϯϓϯがあったのではないですか？
つまりこの実ݧ方๏では，ʮ日光に当てたことʯという
１つのݪҼがつきとΊΒΕていまͤんね。

#の実ݧをして֬かΊました。
日光を当てた༿とͦうでない
༿をൺべたので，デϯϓϯが
できるには日光がඞཁだとい
うことができます。

日光を当てていても，日時がҟなるとデϯϓϯができ
たり，できなかったりするのではないですか？
この実ݧ方๏では֬かΊΒΕてまͤんね。

ݧ࣮  "

ݧ࣮  #

実ݧをߦうときは，調べたい݅を考えて，１つだけ変える݅を決Ίるඞཁがあります。
もし，いくつかの݅を変えながΒ実ݧをしてしまうと，実ݧの݁ՌがੜじたݪҼが，どの
݅に関係していたのかを，１つにしぼΕなくなってしまうのです。
୳ڀ�の՝を֬かΊるたΊにཱてた，࣍の"，#，$，%の実ݧ方๏をൺ

ͻ

ֱ
͔͘

してみましΐう。
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観点 特色 具体例

1 年 p.6　探究の手法の説明

２ʙ̓の֤ஈ֊で，Կかͮؾくことや，
;りฦって考えることがあるはずです。
いつでもʮ１ɽͮؾきʯやʮ̔ɽ;り
ฦりʯをߦきདྷしながΒ，୳ڀをਐΊ
ていきます。

２ʙ7までがཧできたΒ，༰をまと
Ί，Ϩϙーτやൃ表でほかのਓにΒͤ
て，ҙ見をもΒいましΐう。ҙ見をもΒ
うと考えがਂまります。こΕが̕です。
̕のとき，あなたがߦった୳׆ڀ動をよ
くっているのはあなただけで，ほかの
ਓはりまͤん。Βないਓでもわかる
ようにていねいにまとΊることにؾをつ
けます。

̕までऴわったΒ，ඞずԿか৽
しいがग़ているはずです。
ͦΕがʮ１̌ɽ࣍のͮؾきʯで
す。ͦΕをελーτにして，࣍
の୳ڀをਐΊましΐう。

10 の気づき?10࣍ の気づき࣍

探究とは，気づき と ふり返り の 

連続だ！

どのようにしたら仮説が確かめ
られるかを計画します。「数で
表すにはどうするか」「何を変
えればよいか（何を変えてはだ
めか）」「何が変わりそうか」
「どこを観察すればよいか」を
考えて，必要な道具と方法を細
かく具体的に考えます。
検証計画を考えているときに，
仮説を修正することもあります。

ಛに�ੜでؾをつける

発見した問題を，観察・実験で検証
できる「課題」の形にします。検証
するのにどのような情報が必要か，
資料などを調べましょう。
  水は何℃で沸

ふっ

とうするか。
  水が沸とうする温度は場所に
よってちがうか（調べる場所が
多すぎる）。
  ヒトは「危ない！」と思ってから，
どのくらいの速さで反応できる
か（実験に危険がある）。

課題を明らかにするために，課題
に関係する原因の見通しをもち，
課題に対する結果を予想します。
「どこを観察すれば，何が見えそ
うか」，「何を変えると，それにと
もなって何が変わりそうか」「結
果はどうなりそうか」など，具体
的に考えていくことがコツです。
仮説を考えているとき，新たな気
づきがあるかもしれません。

ಛに̏ੜでؾをつける

不思議を発見する気持ちをもって，身のまわりの
ものや現象を観察し，問題を発見しましょう。

特に1年生で気をつける

どのようにしたら仮説が確かめ

4 計画?3ূݕ 仮  説?2 課題ઃఆ?

9 ͑る

??

どの過程にあっても，ͮؾきがあれば考え直して改善することが大切です。
不思議を発見する気持ちをもって，身のまわりの

1 気づき?

どの過程にあっても，常に;りฦりを行って改善することが大切です。

8 ;りฦり?

୳ڀϨϙーτをかく
ときは，ओとして
２ʙ̓をまとΊます。

探究活動の途
と

中
ちゅう

でも，終わってからでも，自分
がやっていることをふり返ります。

;りฦり

究のਐΊํ究のਐΊํ探

どうやって
理科を学ぶの？

 6 

1 年 p.135　実際の探究ページも同様に構成

見 方

考え方

この
時間の
課題

かΒのޫ͕ମにࣹするとき，ޫのਐΈ方にはどݯޫ
のようͳ決まり͕͋るか。ޫઢのモデルで考える。

光ݯが見えるというこ
とは，光がにೖって
くるということだよね。

λϒϨοτ1$を使っているときに，ఱҪのి౮
がը໘にࣹしてؾになることがあるよね。
ఱҪを見るとి౮はたく͞んあるけど，ը໘にう
つったి౮はどΕなんだΖう？

じΌあ光が見えないとい
うことは，に光がೖっ
てこないのかな？

，と光ઢの֯によってڸ
ࣹのしかたが変わるん
じΌないかな？

光ݯとڸを४උしよう。
光ઢをਖ਼֬にه
するにはどうした
ΒいいだΖう。

にࢴにࣹする光をڸ
うつͤ，光ઢのਐみ
方をॻきうつすことが
できるんじΌないかな。

Βͷޫ͕ମʹࣹ͢Δと͔ݯޫ
きɼޫͷਐΈํʹͲͷΑ͏ͳܾ
·Γ͕͋Δ͔ɻ

ޫのࣹのしかͨ探 究 1

?
気 づ き

課 題
?

仮 説
?

計 画
?

ਤ�   λϒϨοτ 1$にөるి౮

� �ޫ ·͙ͬ͢ʹਐΈɼڸͰࣹ
͢Δ
� �ޫ ͷਐΈํとޫઢͷϞσϧΛ
ؔ࿈͚ͮΔ
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2 年 p.95　探究で重要な「条件制御」についての解説を新設

୳ڀ�を調べるたΊに，"の
実ݧをして֬かΊました。
日光に当てた༿でデϯϓϯが
できていたので，デϯϓϯが
できるには日光がඞཁだとい
うことができます。

#の実ݧをして֬かΊました。
日光を当てた༿とͦうでない
༿をൺべたので，デϯϓϯが
できるには日光がඞཁだとい
うことができます。

見 方

考え方

この
時間の
課題

ʢCʣԼかΒ見্͛ͨΫεϊΩʢBʣώϚϫϦをਅ্かΒ見ͨようす

（B）は༿がॏなΒないようになっている。
（C）も，ࢬや༿がうまくॏなΒないよう
にがっているね。

২のにඞཁな݅
のதに，デϯϓϯをつく
りग़すのにඞཁな݅が
あるかも。

২のにඞཁな
݅をあ͛てみよう。

小学校の学शを思いग़ͦ
う。デϯϓϯはどのよう
な݅でできたかな？

ඞཁな݅はʮ日光ʯにちがいないよ。
日光がݪҼでデϯϓϯができたこと
を֬かΊる実ݧをܭըしよう。

（あなたのܭը）

しっかり計画

ਤ�   ২の༿のつきかͨ

২とཆ
২͕σϯϓϯΛつ͘Γग़͢ͷʹ
ඞཁͳ݅Կ͔ɻ

� �২͕σϯϓϯΛつ͘Δときɼ
ܾ·͕ͬͨ݅͋Δ
� Δ͢࡞ͷ݅Λૢݧ࣮

ཆをͭくるͨΊʹඞཁͳ݅探 究 3

?
気 づ き

課 題
? ২͕デϯϓϯをつくりग़すのに必ཁͳ

݅はԿか。݅を考えて，ͦΕを֬か
Ίる࣮ݧをܭըする。

仮 説
?

計 画
?

小学校の෮शも݉
͔

ねて࣍のจষをಡみ，実ܭݧըをཱてる
࿅शをしましΐう。

この୳׆ڀ動では，仮説
をཱて，ͦΕをもとに実
動をओに׆ըするܭをݧ
。いますߦ

生物は有機物（たとえばデンプン）を分解してエネルギーを
取り出している。その養分は，動物ではからだの外から取り
入れられ，植物ではからだの中でつくり出される。

2
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基礎的・基本的な学習内容の定着が
意識され，学力向上の手立てが準備
されているか。
 ʢૅجɾجຊ，ࣝɾཧղ，׆༻ʣ

・ QRコード教材として，「学習のまとめ」と「単元末問題」
が設けられており，家庭学習に用いることができる。

・ QRコード教材には，公共の PCですばやく検索するため
の整理番号が当てられており，個人の端末がなくとも利
用しやすいくふうがされている。

・ 各単元末には「学びを日常にいかしたら」が設けられてい
る。内容は全国学力・学習状況調査を意識した問題であ
り，通常の問題集では類似問題が少ないなかで利用価値
が高い。

QRコード教材
 

学びを日常にいかしたら
　１年 p.126 ～ 127，２年 p.72 ～ 73，
　３年 p.130 ～ 131

など

学
習
内
容
・
程
度

14

2 年 p.107　QRコード教材の復習問題 3年 p.30　QRコード教材の復習問題

1年 p.126　学力学習状況調査の類似問題 2年 p.72　学力学習状況調査の類似問題

観点 特色 具体例

1 年 p.126　学力学習状況調査の類似問題

1-2

Aさん：こんにちは！　B君，遊びに来たよ。
Bさん：ごめん，今，ガスの警報器の取りかえで業者
さんが作業中だから，少し待っててね。

～作業終了後～
Aさん：あれ，ガスの警報器が上にとりつけられてい
るね（図 1）。確かうちでは下についていたような
（図2）。

Bさんのお母さん：うちの場合，都市ガス（メタン）
を使っていて，もしガスがもれたら，部屋の上から
たまりはじめるから警報器は天井近くについている
のよ。

Aさん：うちの警報器が下についているということは，

　Aさんは，親戚の Bさんの家に遊びに行き，次のよう
に話しています。 都市ガスではない，ということかな？

Bさんのお母さん：LPガス（プロパン）ね。LPガス
がもれたら，部屋の下からたまりはじめるから，警
報器は床

ゆか

近くにあるのね。
Aさん：なるほど。使用しているガスの性質のちがい
によって，警報器をとりつける位置を変えているん
だね。

Bさん：そういえば，このあいだ学校で習った上方置
ち

換
かん

法と下方置換法も，気体の性質のちがいによって
使い分けるんだよね。

ֶ ͼ を  ৗ ʹ い か し ͨ Β

（1） もし都市ガスを集めると考えたときに，適切なのは上
方置換法と下方置換法のどちらですか。また，そのよ
うに考えた理由を，「密度」の語を使って20字以内で
書きましょう。

　　方法

　　理由

　Aさんは，別の警報器があることに気づき，次のように
話しています。

Aさん：あれ？ 天井近くにもう一つ警報器みたいなの
があるよ。

Bさんのお母さん：あれは一酸化炭素用の警報器よ。

Aさん：一酸化炭素中毒というのを聞いたことがある
ね。

Bさんのお母さん：そう，人体にとって，とても危険
な気体なのよ。

Bさん：二酸化炭素と名前が似ているね。何がちがう
の？

ਤ�

ਤ� 

ਤ�
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2 年 p.72　学力学習状況調査の類似問題

2-1 ֶ ͼ を  ৗ ʹ い か し ͨ Β

Aさん：探究8で酸化銅を還元する実験をしたけれど，
教科書の導入は酸化鉄を還元する高炉の話題だった
ね。なぜ実際に酸化鉄を還元しなかったんだろう？
Bさん：やっぱり気になった？酸化鉄を使って実験し
てみようよ。

　Aさんは金属の製
せい

錬
れん

の歴史に興味をもち，調べました。
次の文は，そのレポートの一部です。

(1 ）　❶について，AさんとBさんは，実験の結果として
（ア）と（イ）を得ました。これらの結果について，２
人はもともとどのような仮説を立てたと考えられますか。
それぞれ20字以内で書きましょう。

（ア）

（イ）

(2 ）　実験結果は，２人の仮説どおりにはいきませんでし
た。（　ウ　）にはどのような内容があてはまりますか。
結果（ア），（イ）から導かれる考察について，根拠がわ
かるように（～したことから，など）書きましょう。

　Aさんと Bさんが実験計画を立てています。

【方法】
①鉄粉を十分に加熱して酸化鉄をつくる。
②酸化鉄1.0gに炭素粉末0.1gをまぜる。
③ 酸化鉄と炭素粉末の混合物を試験管に入れて，ガス
バーナーで強く熱する。
④加熱後の物質と，発生した気体の性質を調べる。
【結果】
（Ξ） ③の結果，気体がわずかに発生した。この気体は

石灰水を変化させなかった。
（Π） 加熱後の物質をこすっても金属光沢がみられず，

電流を流す性質がなかった。
【考察】

（　　）

　Aさんと Bさんは，先生に相談したのち，酸化鉄を還
元する実験を計画して実施しました。❶次の文は，二人が
行った実験レポートの一部です。

【自然界では多くの金属は単体ではなく化合物の状態
で存在する。そのため，金属を材料として利用するに
は，化合物から単体を取り出す必要がある。科学技術
が発達していなかった古代では，人々は金，銀といっ
た，自然界でもともと単体の状態で存在する金属（図
1）をそのまま加工し，利用していた。】
【次に，銅鉱石から銅を取り出す技術が発見された。
銅鉱石の例として，孔

く

雀
じゃく

石
せき

（マラカイト）があげられ
る（図 2）。孔雀石は，熱分解によって酸化銅が取り
出せる。この酸化銅に木炭を加えて加熱すると，すで

に学習したように，銅の単体を取り出すことができる。
こうして得られた銅に他の金属を混ぜた「青銅」は，
加工しやすく丈夫であったため青銅器が大量につくら
れるようになった。】
【その後，鉄鉱石と木炭から鉄を取り出す技術が発見
されたが，当時の炉では高い温度が出せなかったため，
鉄を取り出す効率は低く，また鉄鉱石を液体にするこ
とができなかった。そのため，鉄器の形や大きさは限
られ，大規模な鉄材をつくることはできなかった。】

ਤ�   ࣗવۚ ਤ� ੴ  

（ア）

（イ）
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生徒の個に応じた工夫がなされてい
るか。
 ʢՈఉֶश，ֶࣗࣗशʣ

・ 探究の結果のページには，「結果」と「考察」がわかりやす
く示されていて，探究の内容を家庭で復習する際に役立
つ。

・ QRコード教材として，「学習のまとめ」と「単元末問題」
が設けられており，家庭学習に用いることができる。

・ QRコード教材には，公共の PCですばやく検索するため
の整理番号が当てられており，個人の端末がなくとも利
用しやすいくふうがされている。

結果・考察

 １年 p.200，２年 p.40，２年 p.178，
　３年 p.92，３年 p.138

など

学
習
内
容
・
程
度

15

1 年 p.200　探究の結果・考察の例 2年 p.178　探究の結果・考察の例

3年 p.92　探究の結果・考察の例 3年 p.138　探究の結果・考察の例

観点 特色 具体例

1 年 p.200　探究の結果・考察の例

Րࢁփの৭と༹
よう
ؠ
がん
のྲྀ

Ε方の関係は，ほかの
Րࢁを調べてもあては
まるのかな。

ϚάϚのねりけ
と߭の৭も関係
しているんだね。

݁Ռɾ考察

փに;くまΕࢁの時ؒは，Ր࣍
るཻのྨをまとΊます。

透
とう

明
めい

で，ガラスが割れたよう
な鉱物。

濃
こ

い緑色で，外形は
だ円形に近い鉱物。

黒色で，六角形が細長く
なったような外形の鉱物。

1mm 1mm

雲
うん

仙
ぜん

普
ふ

賢
げん

岳
だけ

の火山灰 三
み

原
はら

山
やま

の火山灰

• 黒っぽい鉱
こう

物
ぶつ

と白っぽ

い鉱物があった。

• 鉱物には，全体的に丸

いが角張った形，箱の

ような形，針のような

形などがあった。

• 鉱物はどれも角ばって

いた。

• 火山灰によって，ふくまれる鉱物の種類と割合は異なる。

• 白っぽい火山灰には白っぽい鉱物が多くふくまれる。黒っぽい火山灰には黒っ

ぽい鉱物が多くふくまれる。

• ねばりけの大きいマグマからは，白っぽい鉱物が出るのではないか。

• ねばりけの小さいマグマからは，黒っぽい鉱物が出るのではないか。

݁ Ռ
?

考 察
?

?
;りฦり

火山灰にふくまれる物質

ਤ�   ୳ڀ �の݁Ռྫ

ʢBʣՐࢁփʹݟΒΕΔཻ
つͿ

ʢCʣ߭ͷεέッチྫ

この
時間の
·とΊ

ɾ�ϚάϚͷͶΓ͚͕େき͍
とനͬΆ͍͕߭ଟ͘;͘
·Ε͍ͯΔɻҰํɼͶΓ
͚͕খ͍͞とͬࠇΆ͍߭
͕ଟ͘;͘·Ε͍ͯΔɻ 200 

2 年 p.178　探究の結果・考察の例

水
の
上
昇
温
度

〔℃〕

時間〔分〕

電力〔W〕

14

12

10

8

6

4

2

0

14

12

10

8

6

4

2

0

0

0

1 2 3 4 5

5

6

10 15 20

水
の
上
昇
温
度

〔℃〕

水
の
上
昇
温
度

〔℃〕

時間〔分〕

電力〔W〕

14

12

10

8

6

4

2

0

14

12

10

8

6

4

2

0

0

0

1 2 3 4 5

5

6

10 15 20

水
の
上
昇
温
度

〔℃〕

電圧〔V〕 6.0 電流〔A〕 3.06 電力〔W〕 18.36

時間〔分〕 0 1 2 3 4 5
水の温度〔℃〕 24.8 27.3 29.9 32.6 35.3 37.9
水の上昇温度〔℃〕 0 2.5 5.1 7.8 10.5 13.1

電力〔W〕 4.65 9.27 18.36
水の温度〔℃〕 24.8 24.3 24.8
5分間の上昇温度〔℃〕 2.9 6.5 13.1

・ 図 28 から，電力という条件
を一定にした場合に，上昇温
度は，電流を流した時間に比
例することがわかる。

・ 図 29 から，5 分間の上昇温
度という条件を一定にした場
合，上昇温度は電力に比例す
ることがわかる。

・ すなわち，「水の上昇温度」は，
「電熱線に電流を流した時
間」と「電力」の積に比例す
るといえる。

݁Ռɾ考察

ਤ�� ݧ࣮   "の݁Ռとάϥϑ とਫの্ঢԹのؔؒ࣌�

ਤ�� ݧ࣮   #の݁Ռとάϥϑ �ిྗと �ؒの্ঢԹのؔ

ిྗと時ؒのੵは，ผの୯位
でも表ͤます。

実験Aの結果　2Ωの電熱線に 6.0V の電圧をかけた

実験Bの結果　電力と 5分間の上昇温度

＜実験A＞
電力を一定にして求めた結果か
ら，時間と水の上

じょう

昇
しょう

温度の関係
をグラフにすると，図 28 のよ
うになる。
＜実験B＞
時間を一定にして求めた結果か
ら，電力と水の上昇温度の関係
をグラフにすると，図 29 のよ
うになる。

この
時間の
·とΊ

ిઢͷͨΒきɼిྗʹ
ൺྫ͠ɼ·ͨɼిઢΛ༻
ൺྫ͢Δɻʹؒ࣌ͨ͠

݁ Ռ
?

考 察
?

?
;りฦり

̐Њや̒Њの実ݧ༻ώー
λーを使っても同じ関係
になるかやってみよう。

ਤ��   ୳ڀ �の݁Ռᶃ

熱量と電力・時間の関係
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3 年 p.92　探究の結果・考察の例

0.05 mm
5分後 10分後

10分後

柱頭

胚
珠

子
房

花粉

精細胞が
卵細胞まで達し
受精がおこる

卵細胞

観察で確認した
花粉から
伸びる管

し
ぼ
う

は
い
し
ゅ

花粉をショ糖水
すい

溶
よう

液
えき

に落とすと，すぐに花粉から管が伸び始めた。
10分後には，花粉の長さの何倍にも管が伸びた。

݁Ռɾ考察

の時ؒは২のੜ৩方๏を࣍
まとΊます。

花粉から管が伸びることを考えると，この管が卵
らん

細
さい

胞
ぼう

まで伸びていくと考えられる。精
せい

細
さい

胞
ぼう

はこの

管の中を通って卵細胞まで移動することができる

のだろう。

݁ Ռ
?

考 察
?

ਤ��   ୳ڀ �の݁Ռྫ

?
;りฦり
ϙΠϯτ

ਤ��   ୳ڀ �の考ྫ

ʢBʣՖค͔Β͕৳
ͷ

ͼΔΑ͏͢ ʢCʣεέッチྫ

（あなたの;りฦり）

◯調べようとしたことに対して，方法は適切か。
◯ 方法を通じて明らかになったこと（結果）を正確
に記録できているか。
◯ 考察の内容は結果をふまえているか。無理がな
いか。
◯ 課題で設定した問いかけに対して，実験で明ら
かになったか，考察は適切か。
◯ 自分の仮説が正しかったか（正しくなければ次
の探究を計画する）。
◯ レポート全体は，ほかの人がみても読みやすく
まとめられているか。

この
時間の
·とΊ

डคͨ͋͠とɼՖค͔Β͕
৳ͼͯɼՖคͷਫ਼ࡉ๔͕ᡢच
ͷཛࡉ๔ʹӡΕΔɻ

被子植物の受精の方法
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3 年 p.138　探究の結果・考察の例

＋の電気を
もった原子

電子

塩化ナトリウム
水溶液

-極に
つないだ電極

＋極に
つないだ電極

ࢠの時ؒは，࣭がもっているి࣍
についてみていきましΐう。

ちの൝のϨϙʔτͨࢲ

蒸留水 砂糖水 エタノール
水溶液

電流が
流れたか 流れなかった 流れなかった 流れなかった

そのほかの
変化 変化なし 変化なし 変化なし

・ 水
すい

溶
よう

液
えき

に電流が流れるということは，電子が流
れているのだと思う。
・ 2 年生の静電気の実験で，電子だけが移動する
ことを学習した。これをもとにすると，溶

よう

質
しつ

か
ら電子が出て水の中に広がったという考えはあ
りえる。

・ 電流が流れる水溶液では電極で化学変化が起
こっているようだ。

電流が流れる水溶液
݁Ռɾ考察

݁ Ռ
?

考 察
?

?
;りฦり
ϙΠϯτ

塩化
ナトリウム
水溶液

塩化銅
水溶液 塩酸

水酸化
ナトリウム
水溶液

電流が
流れたか 流れた 流れた 流れた 流れた

そのほかの
変化 気体が発生 気体が発生 気体が発生 気体が発生

ਤ�   ୳̍ڀの݁Ռྫ

ਤ�   ୳̍ڀの考ྫ

◯調べようとしたことに対して，方法は適切か。
◯ 方法を通じて明らかになったこと（結果）を正確に記録できているか。
◯ 考察の内容は結果をふまえているか。無理がないか。
◯ 課題で設定した問いかけに対して，実験で明らかになったか，考察は適切か。
◯ 自分の仮説が正しかったか（正しくなければ次の探究を計画する）。
◯ レポート全体は，ほかの人が読みやすくまとめられているか。
◯ ２年生で学んだ原子や電子の考えが応用できているか。

（あなたの;りฦり）

この
時間の
·とΊ

ిྲྀ͕ྲྀΕΔਫ༹ӷʹɼ
Θ͍ͬͯΔɻ͕ؔࢠి

ৠཹਫにはిؾがྲྀ
Εないことにؾをつ
けましΐう。
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学習内容と自己の将来とのつながり
を見通すことができ，社会的・職業
的自立に向けて必要な力を身に付け
るための工夫や配慮があるか。
ʢৗとのؔ࿈，ΩϟϦΞڭҭʣ

・ 巻頭折込の働く人を紹介する「ミッション9」では，学習
内容と職業との関連を理解し，科学を学ぶ意義や有用性
を実感できる。これにより生徒の学習意欲を高められる。

ミッションX
 1 年 p.⑥～1，２年 p.⑥～1，
　３年 p.⑥～1
この自由研究がスゴイ！
　１年 p.11，２年 p.9，３年 p.7

学
習
内
容
・
程
度

16

1 年 p.1　職業との関連紹介（ミッションX） 3年 p. ⑦　職業との関連紹介（ミッションX）

1年 p.11　中学生の自由研究紹介 2年 p.9　中学生の自由研究紹介

観点 特色 具体例

1 年 p.11　中学生の自由研究紹介

のまわりかΒओମతに՝を見つ
けていきましΐう。ほかのத学ੜは
どんなことを調べてい
るのでしΐう？
23ίーυઌかΒほか
のࣗ༝ڀݚのྫを見る
こともできます。

ۚ
͜Μ

ฏ
い


とう

のڀݚ

ػのಈڀݚ
　旅行先のおみやげ屋さんで金平糖を見つけて，「金平糖には，
なぜトゲがあるのか」と疑問に思ったことがきっかけである。
当初は「こんな疑問なんて調べてしまえば簡単に答えがわかっ
てしまうんだろうな」と思ったが，金平糖のトゲの原因は解明
されていないことが分かった。そんな身近でありながら多くの
なぞを持つ金平糖に好

こう

奇
き

心
しん

を持ったので，研究を始めた。

݁とײ
　「なぜ金平糖にはトゲがあるのか」について最初の予想は，
金平糖にかけて，大きさを大きくする砂糖と水で作った蜜

みつ

の再
結
けっ

晶
しょう

（→ p.95）が原因だと考えたが，金平糖を自ら作り，実
験を重ねていくうちに，再結晶だけでなく，蜜の粘

ねん

性
せい

が金平糖
の成長および，トゲの成長に関わっていることが分かった。自
分で研究を極め，自分の想像力を育む良い機会となった。

ଟくڵຯをもつதで，どのように
してʮۚฏʯというςーϚにし
ぼっていきましたか？

このࣗ༝ڀݚでҰ൪ϫΫϫΫ
した໘はどこですか？

1൪のཧ༝は，まずࣗがڀݚや実
ࣗ。をしていてָしいかどうかですݧ
のきなものをきなようにڀݚす
ることがʠࣗ༝ʡڀݚのモοτーだと
思ったので，まわりの考えやମࡋをؾ
にしないでۚฏをڀݚしました。

༧と考です。ॊ
͡Ύ͏

ೈ
ͳん

͞や૾ྗを
େࣄにしてऔりみました。Խ
͞Εた݁Ռもେࣄですが，Ұ見ແཧ
な仮説や考でも，時には༧もし
ない݁ՌをもたΒすと考えています。

 ੜのஶ者にΠϯλϏϡʔ ʙߍߴはࠓ ηϯύΠ ʙͯ͑ڭ

͋のࣗ༝ݚ究のਓࠓ ʙ ࠓはࣾձਓのஶ者にΠϯλϏϡʔ ʙ
を͞Εࣄどのようなおࡏݱ
ていますか？

ʮԿかをՊ学తに調べ，つきつΊ
ていくʯという考え方は，ࠓに
ཱっていますか？

として，日ຊखऀڀݚ学のޠݴ
をڀݚしています。

わたしはจܥの学をઐにしています
が，ͦΕでも仮説 というՊ学のखূݕ�
๏は同じです。ޠݴ学のཧかΒ仮説を
見つけ，ΖうऀのすखをϏデΦに
ࡱ
と

ったものを観し，ॻき起こしてデー
λを࡞り，ੳし，仮説をূݕします。
こうした調ࠪは，ਓの思いこみやײが
ೖりこみやすいのですが，ͦΕをऔりআ
くのにՊ学の方๏はཱっています。


つ


ͳΈ

のඃ
ͻ


͕い

を͙

ػのಈڀݚ
　北海道南西沖地震をきっかけに始めた研究も 3年次を迎

むか

え，
今回は昨年の課題として残った津波の逆転現象について調べた。
逆転現象とは，津波を障害物で防ぐ時，障害物を近づけるほど
波は次第に低くなるが，逆に近づけすぎると，陸での波は高く
なってしまう現象を言う。予備実験から，この現象は障害物の
位置だけでなく，高さにも関係するらしいことが分かった。
そこで，①岸に到

とう

着
ちゃく

した波の分
ぶん

析
せき

，②逆転現象が起きている時
の波形の分析を調べることにした。

のख๏ɾ݁Ռɾ考ڀݚ
　津波発生装置を作った。
使用法：板を手で押

お

して波板を沈
しず

め，手を離
はな

す。あらかじめ波
板の下に発泡ポリスチレンを波板の形に切り，それをつける。

1 2 1 0 5
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1 年 p.1　職業との関連紹介（ミッションX）

ମॏΑΓΔ͔ʹॏ͍όʔϕϧΛ্͛ͪ࣋Δॏྔ͋
͛ͷੈքهͳんと ���LH�Ҏ্ɻ୯ʹྗ͕͋Ε
ΒΕΔͷͰ͋Γ·ͤんɻόʔϕϧΛচ্͛ͪ࣋

Ώ͔

͔
Β಄্ʹ্͛ͪ࣋Δ·Ͱͷ͕চʹ͓Α΅͢ྗΛܭଌ
͢ΔとɼάϥϑͷΑ͏ʹ্Լʹ;ΕͯෳࡶͰ͢ɻ֤ஈ
֊ͰମΛ͏·͘ίϯτϩʔϧͰきΔΑ͏ʹτϨʔχϯ
άΛੵΈॏͶΔඞཁ͕͋Γɼࡉ͔ͳٕज़Պֶ͕ٻ
ΊΒΕΔٕڝͳͷͰ͢ɻ�

τϨーχϯά
͢ΔͨهͰ͍Εͳ͔ͬͨબखͷ͍ಈきΛ·ࠓ
ΊɼΧϝϥΛ͋つΔࡱ

͞つ

Ө
͍͑

ٕज़͘;͏͞Ε͍ͯ·͢ɻ
ԼͷࣸਅͷࡱӨஔɼఱҪͷ͔ํ࢛ΒクϞͷ

͋Έ

ͷΑ
͏ʹϫΠϠʔΛுͬͯΧϝϥΛ্ۭʹ͑ࢧɼϫΠϠʔ
ΛίϯϐϡʔλͰ自ࡏʹίϯτϩʔϧ͢ΔことͰΧϝ
ϥΛಈ͔͠·͢ɻΧϝϥɼٕڝ͍ͷ্ۭΛ自༝
自ࡏʹૉૣ͘Ҡಈ͠ɼྟ͋ײΔө૾ΛࡱӨ͢Δこと
͕Ͱき·͢ɻ

ө૾ٕज़

εϙʔπେձଟ͘ͷਓͨͪͷࣄʹΑͬͯ
Γཱ͍ͬͯ·͢ɻͳָ͕ͥͪͨ͠ࢲΊ͍ͯ
Δͷ͔ɼͲんͳࣄͷ͓͔͛ͳͷ͔ɼ͋ͳͨ
͕ௐͯͯ͑ߟΈ·͠ょ͏ʂ

理科のトリセツ

体重

体重＋
バーベル

かかる
重さ  খ

かかる
重さ  େ

時間

ٛͰͬͨΓɼं͍͢ʹͬͨ··ܹ
͛

͍͠εϙʔπ
Λ͢ΔোऀΞεϦʔτɻোΛͷと͠ͳ͍࢟ɼ
ਓʑΛײಈͤ͞·͢ɻ
Λணͯ͢͠ࢶͷ։ൃऀɼͲ͏͢Εٛࢶٛ༺ٕڝ
͘ӡಈͰきΔ͔ͷڀݚʹऔΓんͰ͍·͢ɻ

ٛ
ぎ

ࢶ
し

の։ൃ
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2 年 p.9　中学生の自由研究紹介

Պ学෦のモοτーがʮखܰで
ۙʯでしたので，ಛผなಓ۩を使
わず，ࢲたちができるようなςー
Ϛでしぼっていきました。

෦һのҙ見やҊをまとΊて，ਅ
͠ん

ِ
͗

やཪͮけをするとこΖでした。ೲ
ಘのいくঢ়ଶにいたるまでにえ
きΕないҊがු

͏

かͼ，Կもࣦഊ
をしてߦきͮまったこともありま
すが，ޭのಓのりだと思って
毎日実ݧをくりฦしました。݁
がग़たときは，なんだʂこんな؆
୯なことだったのかʂと，とても
おどΖきました。

େࠜのਏ
か Β

͞のෆٞࢥにͤまる

ػのಈڀݚ
　テレビ番組で「大根を早くおろすと辛く，ゆっくりおろすと
あまり辛くない」という豆知識を紹介していた。試してみると，
本当に味が違

ちが

う。科学部のみんなも興味をもったので，大根お
ろしのなぞを研究することにした。

のまとΊڀݚ
　大根おろしは，① 細

さい

胞
ぼう

（→ p.80）を効率よく壊
こわ

すことで辛
くなる。② 辛味成分を含む水分が多くなることで，辛さが強
くなる。大根を「早くおろしたとき」と「ゆっくりおろしたと
き」の辛さの違いは，② によって起きている。

ଟくڵຯをもつதで，どのように
ςーϚをしぼっていきましたか？

このࣗ༝ڀݚでҰ൪ϫΫϫΫ
した໘はどこですか？

はେֶੜのஶ者にΠϯλϏϡʔ ʙࠓ えてηϯύΠ ʙڭ

を͞Εࣄどのようなおࡏݱ
ていますか？

ʮԿかをՊ学తに調べ，つきつΊ
ていくʯという考え方は，ࠓに
ཱっていますか？

ࣗ動ं෦ϝーΧーで෦の
ઃܭをߦっています。

ཧతに調べ，表ݱするྗはٕज़ऀに
欠かͤまͤん。
ઃܭするਓはただ図໘がかけΕいい
わけではありまͤん。ઢҰຊҰຊにҙ
ຯがあります。ͦΕをཧղし，ઃܭの
༰やҙ図をਖ਼֬にするਓにえ
るඞཁがあります。ཧཱった説໌で
こͦ，૬खにਖ਼֬にわります。ٕज़
ऀだけでなく，い৬ۀでにཱ
つはずです。

ྫྷΊるときຯ͕しΈ͜Ήのはͳͥかʁ

は͡Ίに
　母が昼食を出してくれた。献立は昨夜の夕飯の残りのおで
ん。母は「何でも，一晩たって冷ました方がおいしいのよ」と
いう。食べてみると，味が十二分にしみこんでいて本当におい
しい。「理由は分からないけど，温めているときよりも，冷ま
しているときの方がずっと味がしみこみやすいと，おばあちゃ
んが言っていた」という。しかし，どうしてグツグツ煮

に

ている
ときよりも，冷ましているときの方が味がしみこみやすいのか。
研究することにした。

Ίるલに࢝をڀݚ
〈予備実験：本当に冷めるときに味がしみこみやすいのか〉
ダイコン，ニンジン，コンニャク，豆

とう

腐
ふ

の 4 種類の食材を，
食塩，砂糖，しょう油の 3つの調味料で味つけしてゆで，食
べ比べた。

͋のࣗ༝ڀݚのਓはࠓ ʙ ࠓはࣾձਓのஶ者にΠϯλϏϡʔ ʙ

のまわりかΒओମతに՝を見つ
けていきましΐう。ほかのத学ੜは
どんなことを調べてい
るのでしΐう？
23ίーυઌかΒほか
のࣗ༝ڀݚのྫを見る
こともできます。 1 2 2 0 8
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3 年 p. ⑦　職業との関連紹介（ミッションX）
観測装置

防波堤

基地局

堤防

海上防災基地

津波避難タワー 津波避難ビル

水門自動化

盛り土による
道路

避難路
避難場所

地震津波観測網
地上局

地震津波観測網

堤防堤防
てい     ぼう

防波堤防波堤
ぼう　　は　　てい

かん      そく       もう

予測する γϛϡϨʔγϣϯͰݱ࠶する

ɹϓϨʔτͷӡಈʹΑ͕ͬͯਫฏํʹಈ͍ͨΓ্
͡ょ͏

ঢ
͠ょ͏

ɾ
ͪん

߱
こ͏

͍ͯ͠ͳ͍͔ɼ(14
ਫ਼ີͳͷଌྔʹΑͬͯௐΒΕ͍ͯ·͢ɻこΕΒͷଌྔσʔλΛとʹɼϓϨʔ
τڥքͷঢ়ଶΛεʔύʔίϯϐϡʔλͷதͰ͠ݱ࠶ʢγϛϡϨʔγϣϯʣɼϓϨʔτ
こ͔͕͢༧ଌ͞Ε͍ͯ·͢ɻこͷγϛϡϨʔγϣىք͕ͲͷΑ͏ʹͬͯ͢Λڥ
ϯ͔Βɼ౦ํଠฏ༸ԭͷ

͠ん

ݯ
͛ん

とͳͬͨϓϨʔτڥք໘ͷྖҬ͕ͬきΓਪఆ
͞Ε·ͨ͠ɻ·ͨɼೆւτϥϑͰڊ

きょ

େ
͍ͩ

ͷݪҼとͳΔϓϨʔτڥք෦͕ਪఆ͞
Ε·ͨ͠ɻこͷことɼւ

͔͍

ߔ
こ͏

ܕ
͕ͨ

ͷこΕ·ͰͷఆΛݟ͢ࡐྉとͳ͍ͬͯ·͢ɻ

໋をकるආܦ࿏をݟす
ʙͲ͏すΕඃを࠷খݶʹͰきるかʙ

ආϏϧʢߴࠇݝ
͘Ζ

ை
͓͠

ொʣ

͍ͬͺんͷৎͳϏϧ͕ආ

Ϗϧʹࢦఆ͞Ε͍ͯΔྫଟ͍ɻ

自然災害から身を守れ！
ミッションX

～あれから１０年，私たちは何を準備してきたか～
����  �݄ �� ɼ౦ํଠ

͍ͨ

ฏ
͍

༸
Α͏

ԭ
͓き


͡


͠ん

ʹΑΔΏΕ
つ


ͳΈ

ʹΑͬͯɼ
ଟ͘ͷਓ໋ࣦ͕࢈ࡒΘΕ·ͨ͠ɻຊͰɼこΕ͔Βઌେきͳ
͕ىこΔと༧͞Ε͍ͯ·͢ɻͦΕʹඋ͑ͯɼͪͨࢲͲ͏͑ߟɼԿ
Λ͢Ε͍͍ͷͰ͠ょ͏͔ɻࡂɾ͚ͨʹࡂݮऔΓΈΛ

͠ょ͏

հ
͔͍

͠·͢ɻ
γϛϡϨʔγϣϯΛ͏ߦεʔύʔίϯϐϡʔλ γϛϡϨʔγϣϯͰ͕͑きग़͞Εͨೆւτϥϑ

ͷϓϨʔτڥքʢ੨৭෦ʣ

調べる ւఈͰىこること
をਖ਼しくる

ɹকདྷىこΔࡂʹඋ͑ΔʹɼࡂͷݪҼとͳΔ
自વͷ͘͠ΈΛௐΔこと͕େͰ͢ɻ
ɹ౦ํଠฏ༸ԭɼਂւఈͰىこΓ·ͨ͠ɻ
ਫਂઍNͷਂւఈʹܭΛઃஔͯ͠ͷ؍ଌɼ
σʔλΛಘΔͨΊʹܭΛճऩ͢Δख͕ؒ͋Γɼこ
Ε·ͰϦΞϧλΠϜͰ͑ߦ·ͤんͰͨ͠ɻۙɼέʔ
ϒϧͰ݁ΕͨւఈܭΛઃஔ͢ΔऔΓΈ͕ਐ
ΊΒΕ͍ͯ·͢ɻ؍ଌσʔλέʔϒϧૹ৴ͰूΊ
ΒΕɼݯとͳͬͨஅͷ͕ΓӡಈͷΑ͏͢ɼ
Լͷؠੴͷੑ࣭͕

Ϳん

ੳ
ͤき

͞Ε·͢ɻ
ɹ·ͨɼϦΞϧλΠϜͰͷ؍ଌͳͷͰɼւఈͷݯ
͔ΒͷΏΕ͕ʹ౸

と͏

ୡ
ͨつ

͢Δલʹɼۓ
きん

ٸ
きΎ͏

ใΛ͍
ͪૣ͘ग़͢こと͕Ͱき·͢ɻ

έʔϒϧきւఈܭͷ

Γ͕ଌγεςϜͷ؍

ʢ౦ํଠฏ༸ԭʣ

備える
ɹى͕ࡂこͬͯ͠·ͬͨと
きɼେͳͷਓͷ໋͕ࣦΘΕ
Δඃ

ͻ


͕͍

Λ࠷খݶʹとͲΊΔこと
Ͱ͢ɻҰਓͻとΓ໋͕ΛकΔͨ
Ίʹඞཁͳආ

ͻ


ͳん

ॴ
͡ょ

ආܦ࿏
ɼɾͷنͷ৽ͨͳ
༧ଌɼࡂઃඋͷ࣮ଶʹԠ͡
͞Ε͍ͯ·͢ɻݟͯ
ɹ·ͨɼඃͷҬత͕ΓΛ
༧ͨ͠ɾͳͲͷϋ
βʔυϚッϓݟ͞ΕɼこΕ
Βʹ͍ͯͮجආ܇࿅͕ߦΘΕ
ͯɼࡍ࣮ʹ࣌ࡂʹਖ਼͍͠ߦಈ
͕ͰきΔΑ͏උ͍͑ͯ·͢ɻ

津波避難タワー

ཧՊをཱてようʂྗを߹Θͤようʂ

ͦして  解決しよう！

なぜ
理科を学ぶの？

房総沖

茨城・福島沖

海溝軸外側

宮城・岩手沖

三陸沖北部

釧路・青森沖

ւఈܭΛઃஔ͢Δલͷ࠷ऴ֬ೝ

ᶈ ᶉ



観点 特色 具体例

学
習
内
容
・
程
度

科学を学ぶ意義や有用性を実感し，
関心を高められるよう，日常生活や
社会との関連が図られ，持続可能な
開発目標（SDGs）を意識するための
工夫や配慮があるか。
 ʢৗとのؔ࿈，࣋ଓՄͳ։ൃ
ඪ，ࡂɾڭࡂݮҭʣ

・ 本文中には，適宜，学習内容と日常との関連を示す資料
が設けられている。

・ 巻頭折込には，働く人を紹介する「ミッション9」があり，
学習内容と職業や日常生活との関連がわかり，科学を学
ぶ意義や有用性を実感でき，生徒の学習意欲を高められ
る。

・ １年生や２年生では，自然災害をテーマに生徒が自ら調
べる学習が準備されている。また，３年生の「ミッション
X」では，特に防災・減災をテーマにした紙面が設けられ
ており，防災・減災の面でも科学を学ぶ意義や有用性を
実感できる。

・ 各巻で持続可能な開発目標（SDGs）が取り上げられ，環
境保全の態度を育むようにしている。

ミッションX
 1 年 p.⑥～1，２年 p.⑥～1，
　３年 p.⑥～1
理科のトリセツ

 １年 p.⑤，２年 p.④
本文
　３年 p.257
探究
　１年 p.251，２年 p.270
資料
　１年 p.105，１年 p.145，１年 p.213，
　２年 p.126，３年 p.31，３年 p.146

など
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1 年 p.251　自然の恵みと災害を自ら調べる活動 1年 p.105　日常生活とのつながり

1年 p. ④　理科の意義を説明するページ 2年p.④　2年生でのSDGsの紹介（各学年にあり）

1年 p.105　日常生活とのつながり

Can-Do List 自己チェック☑� Կ͕ͰきるΑ͏ʹͳっͨか �

αΠΤϯεΧϑΣ

ݥة
「塩素系」と書かれた漂

ひょう

白
はく

剤
ざい

や洗
せん

浄
じょう

剤
ざい

，「酸性タイプ」と
書かれた洗浄剤がある。これらの「塩素系」と「酸性タ
イプ」の洗浄剤などを混ぜ合わせると，有毒な塩素が発
生して危険なため，絶対にいっしょに使ってはいけない。

Ԙૉܥͷચড়ࡎ ࡎλΠϓͷચড়ੑࢎ

ਫ༹ӷやؾମのੑ࣭をཻࢠのモデ
ルで考えることができるようにな
りましたね。ষのはじΊの$BO�
%P�-JTU（p.8�）にもどって，
についたྗをνΣοΫしてみま
しΐう。
のষでは，࣭のঢ়ଶ変Խをཻ࣍
。のモデルでみていきましΐうࢠ

資料

ҙ֎とۙに͋る༗ಟͳؾମ

塩化水素　…　無色で刺
し

激
げき

臭
しゅう

があり，水に非常に溶けや
すい。塩化水素を水に溶かすと塩酸ができる。

　アンモニア，塩素などは有毒な気体で，取りあ
つかいには注意が必要です。私たちの身のまわり
には，ほかにも次のような有毒な気体があります。

立
たて

山
やま

地
じ

獄
ごく

谷
だに

で火山ガス情報を提供する施
し

設
せつ

（富山県立山町）

石油ストーブ，ガスストーブ，ファ
ンヒーターなどは，燃料（有機物）
を燃やすときに部屋の酸素を消費
する。部屋の酸素が不足すると，
一酸化炭素が発生するため，換

かん

気
き

が必要である。

ਤ#  

ਤ"  

Can-Do List
できるようになりたい目標

一酸化炭素　…　酸素が十分にない状態で有機物が燃え
たときに発生する。色もにおいもないため，発生して
も気づきにくく，多量に吸いこむと一酸化炭素中毒に
なる。水にはほとんど溶けない。

二酸化窒
ちっ

素
そ

　…　赤
せき

褐
かっ

色
しょく

で刺激臭があり，水に溶けやす
い。自動車の排

はい

気
き

ガスなどにふくまれ，大気汚
お

染
せん

の原
因となる代表的な物質である。

硫
りゅう

化
か

水
すい

素
そ

　…　無色で卵のくさったようなにおいがあり，
水に溶けやすい。火山ガス（→p.193）にふくまれる。

このষでどのような学शをしてき
たのか，तۀのϓϦϯτやڭՊॻ
などを;りฦり，ࣗでまとΊて
みましΐう。
23ίーυઌで，
このষのまと
Ίやૅج
を֬ೝするこ
ともできます。 1 2 1 2 0
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2年p.④　2年生でのSDGsの紹介（各学年にあり）

ղܾするͨΊʹඞཁͳྗ

ಈするྗߦ

考͑るྗ

ࣝ

し߹いでରཱをղ決するྗ，
ਓʑかΒ৴

しΜ

པ
Βい

͞Εるྗ，
かうྗతにඪにۃੵ
ͳど

うྗͳど༿をݴ

ཧతに考えஅするྗ，
૾ྗ，վળするྗ
ͳど

ཧՊͰͰきるΑ͏ʹͳること

ҰਓͻとりがよりよくੜきるたΊに，ཧՊはもちΖん
ඞཁです。ただ，ͦもͦもࢲたちのࣾձをよくしてい
かないと，Ұਓͻとりがよりよくੜきることはࠔです。
ੈքには͞ま͟まな՝があり，ͦΕΒのղ決にࢲた
ちがऔりΉとき，ཧՊのࣝや考え方がཱつのです。

１ੜで，ཧՊはੜ׆やࣄなどにඞ
ཁであるとわかりました（23ίーυઌ）。
ੈքがかかえている՝についてもղ
決のॿけになるということでしたが，
くわしくはどういうことですか？

人間には，「自分たちのまわりの世界（たとえば自然）を知りたい」
「身のまわりで起こるできごとの原因を知りたい」という根

こん

源
げん

的
てき

な
欲求があります。そのため，大昔から自然を調べようと努力した人

たちがいて，その積み重ねが今の理科をつくっています。また，そうして明らかになった知識や考え
方は，私たちの文化にもなっています。
現在も自然を深く知りたいという人たちがたくさんいて，さまざまな研究が行われています。もしか
したら，あなたは将来それに関わるかもしれませんね。

ࣗવをりたいというཉٻのྫは，ʮ࣭のおおもとʯをつきとΊることです。
ੲ，࣭のおおもとは，ʮՐɾɾਫɾۭؾʯというʮ̐つのཁૉʯだと考えΒ
Εてたこともあります。しかしࠓではʮ̐つのཁૉʯは実際にはଘͤࡏず，
࣭はʮࢠݪʯというཻ

ΓΎ͏

ࢠ
͠

（→p.��）でできていることがわかっています。

たとえ 4%(T
のいくつかの՝
は，ཧՊがେ
きく関わってい
ͦうですね。

こうしたྗは，ࣾձの՝
をղ決するときだけで
はなく，Ұਓͻとりのੜ
。ですねࣄにもେ׆

͞·͟·ͳڭՊͰʹͭけるྗ͕͋るɻ
ͦの͏ͪのཧՊͰʜ

˔ ࣗ વのݱをɼՊֶతͳํݟɾ考͑ํͰཧղͰきるΑ͏ʹͳるɻ
˔ Պֶతʹ探究するͨΊのํݟɾ考͑ํํ๏͕ʹͭくɻ
˔ ࣗ વのݱをՊֶతʹௐΑ͏とするଶ͕ʹͭくɻ

過去に活
か ͭ

躍
 く

した偉
い

人
͡ Μ

たち

大昔から，物質の変化を調べ
る実験は行われていた。

ΞϘΨυϩ
（1776 ～1856 年）

ドルトンが原子の考えを発
表した少しあと，アボガド
ロは，水素や酸素などでは
同じ種類の原子が結びつい
た「分子」が最小の単位と
なっているという考えを発
表した。

υϧτϯ
（1766 ～1844 年）

ドルトンは，物質どうし
の変化を調べていく中で，
1803 年に「原子」という
考えを発表した。また，さ
まざまな物質があるのは，
原子の組み合わせが異なる
からだと考えた。

ϝϯσϨʔΤϑ
（1834 ～1907 年）

いろいろな原子の質量が明
らかになってきた 19 世紀
に，原子を質量の小さい順
に並べると，原子の性質が
周期的に変化することを発
見し，現在の「周期表」の
もとを考案した。

原子よりもさらに小さい粒子の性質を調べた研究者たちの例
（ノーベル賞受賞者）

科学的に研究する

ཧՊって，ੈքでࠔっているਓたちやࣗのにཱ
つかΒษڧするんですか？
Կかをਂく調べるڀݚにもڵຯがあるんですけどʜ

理科のトリセツ

原子を観察したり，原子を
動かしたりする機器（→p.
14）を開発する技術者

ֿ
か͡

ా
ͨ

ོ
ͨか

ষ
͋き

ത࢜ӹ
·す


かΘ

හ
とし

ӳ
ͻͰ

ത࢜খ
こ

ྛ
し


·こと

ത
く

࢜
し

薬品などの開発に役立てるた
め，分子の結びつきをコン
ピューター上で再現する技術
を開発する研究者

ձٞͰܾΊΒΕͨࡍࠃ

ඪʢ4%(Tʣ 水を供給するしくみ，
電力を供給するしくみ
など，私たちにはさま
ざまな課題がある。

現代社会で活躍中の人たち

ʮݧࢼʯのͨΊ͡Όͳい。

知って，使って，役立てる
ͨΊにֶͿΜͩʂ

1 2 2 0 2

1 2 2 0 3

なぜ
理科を学ぶの？

ᶆ ᶇ

1 年 p.251　自然の恵みと災害を自ら調べる活動

Can-Do List 自己チェック☑� Կ͕ͰきるΑ͏ʹͳっͨか �

Can-Do List
できるようになりたい目標

?
課 題

図ॻؗやΠϯλーωοτをར༻し
てใをཧし，ࣗたちの考
もՃえてまとΊてみましΐう。

��11の౦日ຊେ
しん

ࡂ
さい

では，ものす͝くେ
きなඃがでたΒしい
よ。がେ変だったと
。っていたݴ

༑ୡのすんでいる地Ҭ
には，ࡂのときのආ
地図があるΒしいよ。
どのようなことがॻい
てあるのかな？

地やՐࢁなどのݱは，
みをもたΒすこともあܙ
るんだね。େ地の׆動が
にཱっているྫがۀ࢈
あるのかな。

 題 ൃ ݟ 

この୯元の学शや地Ҭのࡂのな
どかΒ，を見つけて調べてみま
しΐう。

େの変ಈʹؔΘるܙ
Ί ͙

Έࡂ探 究 6

?
気 づ き

この
時間の
·とΊ

େͷมಈɼՐࢁՐɼ
ͳͲ自વࡂΛͨΒ͢Ұํ
ͰɼͪͨࢲͷܙΈʹͳ͍ͬͯΔ
こと͋Δɻ

େ地をつくるؠੴやେ地の׆動，
との関࿈を考えΒΕ׆たちのੜࢲ
るようになりましたね。ষのはじ
Ί の $BO�%P�-JTU（p.���）
にもどって，についたྗを
νΣοΫしてみましΐう。
２ੜでは，地球をつつΉۭؾの
ੑ࣭を考えていきましΐう。

この୳׆ڀ動では，ࣗ
たちで調べて，Ϩϙーτ
にまとΊるとこΖまで
やってみましΐう。

େ地の変ಈにؔΘるどのようͳܙΈ͕ࡂ
͋るか。まͨ，ࡂにରしては，どのようͳ
ࡂɾࡂݮରཱ͕ࡦてΒΕているか。

このষでどのような学शをしてき
たのか，तۀのϓϦϯτやڭՊॻ
などを;りฦり，ࣗでまとΊて
みましΐう。
23ίーυઌで，
このষのまと
Ίやૅج
を֬ೝするこ
ともできます。 1 2 1 3 5
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1 年 p. ④　理科の意義を説明するページ

探究のํ๏のྫ

，をྫにとってもࣄ
ཧՊはਂく関わって
います。

ཧՊをษڧして，কདྷ
にཱつんですか？

ҩࢣɾࢣޢɾༀ
やく

ࡎ
ざい

ࢣ
し

ͳͲ

でも，日ৗੜ׆までは
関係ないですよね？

※ 2015 年 9月の国連サミットで，加盟国 193 カ国が，2016 年～ 2030 年に解決すべき課題を決めた。

現代の社会では，必ず生活のどこかで理科の知識や考え方を使っ
ています。たとえば，さまざまな仕事で理科は役立っています。

日常には，正確な理科の知識にもとづいていない情報，まぎらわしい
情報があふれています。それらにまどわされないためにも，理科は役
立ちます。

疑問をもったり問題を感じたりしたときに，それを解決するための
計画を立て，解決していかなければならないことは，だれにでも，
いつでもあります。その方法を学ぶのが理科です。

世界にはさまざまな課題があり，次のような「世界を変えるた
めの 17の目標（SDGs）」が国際会議で決められました※。こ
のような目標を達成するために，さまざまな「知識」「考え方」
「態度」が必要で，その大切な部分を理科で学んでいきます。

こんな໘で，あなた
はどのように考え，ど
うஅしますか？

ϓϩάϥϚʔɾγεςϜΤϯδχΞͳͲ

２ੜのʮなͥཧՊを
学Ϳの？ʯは23ίー
υઌかΒ֬ೝできます。

プログラムを設計するとき，目的に対応した効
率のよい方法，うまくいかないときの改善方法
などを常に考えます。それらの方法（探究の方
法）を学ぶのも理科です。

これからの理科で，「物質の性質」「ヒトのから
だのつくりとはたらき」などを学びます。医療
に関わりたいと思っている人には必

ひっ

須
す

の知識で
す。

ҩࢣɾࢣޢɾ

ҩ
い

ྍ
りΐ͏ *5 ΤϯδχΞ

?? ? ? ? ?
課題ઃఆ 仮説 計画 観察ɾ࣮ݧ ݁Ռ 考察 ;りฦり

?
気づき

いͭっͯ·すΑͶɻͦΕっͯཧՊͰい͏ʮ探究ʯͳΜͰすɻ

˔ このਓとしͯΈͨいͳ  課題  
˔ このਓっͯଟこ͏ͳΜ͡Όͳいかͳ 仮説

˔ ͩっͨΒこ͏っͯしかけͯΈΑ͏ 計画  
ݧ࣮ しͯΈるʹࡍ࣮ ˔

˔ ͪΐっと͕ͪっͨΈͨい ;りฦり  
˔ ͩっͨΒこ͏しͯΈΑ͏かͳ 仮説मਖ਼ɾ࣍の計画

ʮݧࢼʯのͨΊ͡Όͳい。

知って，使って，役立てる
ͨΊにֶͿΜͩʂ

仕事に役立てる

正しく知る

探究する

世界的な課題を
解決する

ཧՊとしてのਖ਼֬なࣝをࠜ
こん

ڌ
きょ

としてஅすることは，あなた
のਓੜにとってେです。ৗに
ཧՊを学ͼଓけて，このような
ใをஅできるようになって
くだ͞い。
ͦのج

き

ૅ
ͦ

が１ੜのཧՊかΒ࢝
まります。

݂ӷ型ੑ֨
͠ん

அ
ͩん

って，
けっこう当たるよね。

と૬ੑがよいਓとかࢲ
わかるかな？

ほんとなの？ਓのいΖいΖなੑ֨
が，छྨの݂ӷ型でなかまけ
できるって変じΌない？

日の地ࡢ
͡


͠ん

େきかったよね。
̏िؒޙにもっとେきな地
がくるって。このαΠτ
にॻいてあるよ。

えʙ？ͦんなことをあΒ
かじΊる方๏なんて，
ほんとにあるの？

理科のトリセツ

この教科書を使って，
「何かを調べて，そ
の結果をもとに考え，
さらに次に発展させ
る」ことを身につけ
ていきましょう。

ཧՊってࣗのࣄや
ੜ׆に関係するだけな
んですか？
もっとたく͞んのਓに
ཱっていますよね？

ཧՊの学शと，このよ
うなࣾձとの関࿈もこ
ΕかΒҙࣝしていきま
しΐう。２ੜと̏
ੜでも説໌します。

ཧՊのࣝや考え方で
すかʜ
େਓになるまでにに
つけΕいいですよね。
はあまり関係なͦ͞ࠓ
うです。

1 2 1 0 2

なぜ
理科を学ぶの？

ᶆ ᶇ



「発展的な学習」は，適切な構成・内
容になっているか。 ʢൃలʣ

・ 発展的な学習内容については，「発展」と表示されて本文
と明確に区別されている。

・ 生徒の興味・関心を高めたり，学習内容の理解をさらに
深める内容が，関連する箇所に設けられており，生徒の
実情に合わせて取りあげられるように配慮されている。

発展
　1年 p.41，２年 p.215，３年 p.108，
　３年 p.151，３年 p.181

など

学
習
内
容
・
程
度

18

1 年 p.41　図鑑で自然と目にする学名の説明のための発展 2年 p.215　日常とつながりの深い電力網を説明する発展

3年 p.151　化学変化の理解を深めるための発展 3年 p.181　化学電池の理解を深めるための発展

観点 特色 具体例

1 年 p.41　図鑑で自然と目にする学名の説明のための発展

胚
はい

珠
しゅ

が子
し

房
ぼう

の中にある

花弁は 1枚1枚
離
はな

れている
花弁はつながっ
ている

ࢠ༿ྨ

หՖྨ ߹หՖྨ

୯ࢠ༿ྨ

ඃࢠ২

・子葉は 2枚
・葉脈は網状脈
・根は主根・側根

・子葉は 1枚
・葉脈は平行脈
・根はひげ根

　子葉が 2枚であるなかまを
ͦう

ࢠ
し

༿
よう

ྨ
るい

と

いう。いっぱん的に双子葉類の葉脈は網状

脈であり，根は主根と側根の区別がある。

一方，子葉が 1枚であるなかまを୯
ͨΜ

ࢠ
し

༿
よう

ྨ
るい

という。いっぱんに単子葉類は，葉脈

が平行脈であり，根はひげ根でできている。

　双子葉類の中でも，アブラナやサクラの

ように離
り

弁
Μ

花
か

をもつなかまを離弁花類と

いい，ツツジやアサガオのように合
͝う

弁
Μ

花
か

をもつなかまを合弁花類という。このよ

うに区分していくと，被子植物は図 9の

ように分類できる。

　また，植物は生える環
かΜ

境
きょう

によって，す

がたが大きく変わることがある。しかし，

花の特
とく

徴
ちょう

や葉脈などの特徴を手がかりに

すれば，分類したり種類を決めたりできる。

たちがよくっている২のなかには，ඃࢲ
。২とはҟなるՖをもつछྨもありますࢠ
。の時ؒかΒみていきましΐう࣍

ਤ�   ඃࢠ২のྨ

図ؑで২を調べると，２つ
の໊લがかいてあります。
たとえηΠϤλϯϙϙは，
ηΠϤλϯϙϙ
ʢ5BSBYBDVN PGp DJOBMFʣ
とあります。

ΧοίにあるΞルϑΝ
ϕοτの໊લはなんで
すか？

ͦΕはʮ学໊ʯといいます。
学໊は，ࠃ際తな約ଋにもと
ͮいてつけΒΕたੜの໊લ
で，ੈքでڞ௨して使わΕて
います。学໊は２ޠかΒなり，
ଟくの図ؑではࣼମでࣔ͞Ε
ています。

ൃల

この
時間の
·とΊ

ɾ�ඃࢠ২ɼࢠ༿ྨと୯
༿ྨʹྨ͢Δこと͕Ͱࢠ
きΔɻ

ɾ�ࢠ༿ྨหՖྨと߹
หՖྨʹྨ͢Δこと͕
ͰきΔɻ

˔  ඃ
ͻ

ࢠ
し

২のྨ

ηΠϤλϯϙϙは，
日ຊޠでつけた໊લで
ʮ໊ʯといいます。

ਤ��   ໊とֶ໊
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2 年 p.215　日常とつながりの深い電力網を説明する発展

2-3

50万Vの送電線
15.4～27.5万Vの送電線
直流のつながり
主な変電所など
周波数を変換する施設
交流と直流を変換する施設

60Hz 50Hz

શࠃのओͳૹిઢのつͳ͕り

交流・直流を変換する
施設でつながってい
る

東日本の50Hzと西日
本の60Hzの交流は３
つの施設でつながって
いる

本州と九州は送電線
でつながっている

送電線で
つながっている

交流・直流を変換する
施設でつながっている

ͭ ͳ ͛ ͯ ਂ Ί る

この単元で学習した内容と，次のことがらをつなげて発想を広げましょう。

をほかؾのときにిࡂ，たちの൝はࢲ
の地ҬかΒૹってもΒうしくみにڵຯを
もちました。

日ຊは，地方͝とに 1�のిྗձࣾがあり
ます。ͦΕͧΕのؒでૹిઢがつながってい
るとฉき，調べてみました。

 ֶͼɼݟൃ࠶

ʴ仕事とつなげる

ʴこれまでの学習内容とつなげる

ʴ家庭生活とつなげる

ʴ興味のあることとつなげる

ʴ学校生活とつなげる

ʴほかの人の意見とつなげる

● 多くの発電所を送電線でつなげる
と，それぞれ発電する交流の周期
がずれないように合わせる必要が
あり，ふだんは地方ごとに電力会
社が管理している。
● 災害時など電力が不足したとき
に，ほかの地域の電力会社から電
気を送ってもらうため，全国の送
電線はつながっている。
● 西日本の交流は 60Hz，東日本は
50Hz である。明治時代，日本に
電気が導入されたときに，異なる
国から発電機を導入したためであ
る。電気をやりとりするときには，
周波数を変

へん

換
かん

する施
し

設
せつ

で変換して
いる。

● 北海道と本州，本州と四国は，交
流ではなく直流に変換して送られ，
ふたたび交流にもどされている。
長い距

きょ

離
り

では，交流よりも直流の
ほうが利点が多いそうだ。

ൃల

学शのதで，もっとり
たいと思ったことをਂΊ
ていきましΐう。

Կができるとʮਂい学ͼʯ
が実ݱするのか，p.���
で֬ೝしておきましΐう。
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3 年 p.151　化学変化の理解を深めるための発展
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陽子の数1７
（＋17）

電子の数17
（-17）

ԘૉࢠݪCl

�
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�

��� ��

�

�

�
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本当は
電子をもう１個
もつと安定する

�

�
�

�

�� � ��

�

�

�

��

� �

�

�

ԘૉࢠCl2 おたがいに
電子を１個ずつ出し合って
おたがいが安定する

この塩素原子からみると
電子の数18

�

�
�

�

� � ��

�

�
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�

�

��

ԘૉࢠݪCl

この塩素原子からみると
電子の数18
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陽子の数11
（＋11）

陽子の数1７
（＋17）

電子の数11
（-11）

電子の数10
（-10）

電子の数17
（-17）

電子の数18
（-18）

＋

＋
＋

＋＋ ＋

＋
＋

＋＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋ ＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋

ナトリウム原子 Na
ナトリウムイオン Na＋

（陽イオン）

塩素原子 Cl
塩化物イオン Cl-

（陰イオン）

電子

電子殻

電子

ൃల

　塩化銅水溶液の電気分解（p.149）で，水溶液中のCl−が陽極でCl2になるとき，電子の性質が関わっている。

高校

˔ Cl2 ࢠのできかͨ
　塩化銅水溶液を電気分解すると，水溶液中の
Cl−は陽極で電子を１個放出して，塩素原子Cl
になる。
　塩素原子は，最も外側の電子殻に７個の電子
をもち，電子が８個のときに安定する。このよう
な状態の塩素原子が２個あったとき，２個の塩素
原子が１つずつ電子を共有して，安定した１個の
塩素分子Cl2になる。

　つまり，塩化銅水溶液の電気分解のとき，陽極
で塩化物イオンが塩素原子の状態になると，その
ままでは安定ではなく，塩素原子２個が結びつい
てしまったほうが安定するのである。
　このように，原子どうしが結合するとき，いく
つかの原子が電子を共有し，安定することがある。
こうして原子が結びついたまとまりが分子である。

Ԙ化ಔਫ༹ӷのిؾղのとき，陽ۃでͳͥ Cl2 ͕ൃੜするか

֪ࢠి˔
　原子を構成している電子は，
原子核

かく

を中心とするいくつか
の層に分かれて存在してい
る。この層を「電子殻

かく

」といい，
各電子殻に入ることができる
電子の数は決まっている。
　ナトリウム原子Naの最も外
側の電子殻には電子が1個しか
ないので，この電子を放出して
Na+になりやすい。また，塩
素原子 Clの最も外側の電子殻
には電子が 7 個あるが，ここ
には電子は 8 個まで入れるの
で，電子を 1個受け取って Cl−

になりやすい。
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3 年 p.181　化学電池の理解を深めるための発展

ൃల

2+Cu

2+
Zn 2-SO4

2-
SO4

硫酸銅水溶液
（-の電気をおびる）

銅板

硫酸亜鉛水溶液
（＋の電気をおびる）

亜鉛板
セロファン

−
Cl

−
Cl

−
Cl

−
Cl

Cl Cl

Cl

Cl

2+
Cu

Cu

2+
Cu

2+
Cu

−

−

−

−−

−

−−

Cu

2+
Cu

2+
Cu

2+ −

−

−

−−

−

−

−

Cu

−

2+
Zn

−

2+
Zn

2+
Zn

2+
Zn

陽極陰極

塩化銅水溶液

電源装置
＋－

塩素分子

銅イオン

塩化物イオン

硫酸銅水溶液

電子

硫酸亜鉛水溶液

ղのしくΈిʢμχΤルిʣのしくΈؾి

塩化銅を水に溶かすと次のように電離する。
　　CuCl2　→　Cu2+　+　2Cl−

この水溶液に電極を入れて電流を流したと
き，-の電気をもった電子が電源装置の-極
から流れ出し，+極に流れこむ。

CuCu

2+
CuCu

2+
CuCu

2+ −

−−

−

CuCu

−

2+
ZnZn

−

2+
ZnZn

2+
ZnZn

2+
ZnZn

＋

水溶液・金属板の組み合わせが，
全体として電池である。

電源装置（電池にたとえられる）
に金属板をつないでいる。

＋極-極 すい  よう  えきりゅうさん あ  えん

銅板亜鉛板

金属板

αΠΤϯεΧϑΣ

高校

 セロファンには硫酸亜鉛水溶液と硫
酸銅水溶液をわけるはたらきがあ
る。
❶ 反応が進むと，硫酸亜鉛水溶液に
は亜鉛イオン（Zn2+）が増え，し
だいに＋の電気をおびていく。硫
酸銅水溶液には銅イオン（Cu2+）
が減ってしだいに-の電気をおび
ていく。

❷ 硫酸亜鉛水溶液中の Zn2+は，-の
電気をおびた硫酸銅水溶液に引き
つけられ，セロファンを通って硫
酸銅水溶液中に広がっていくこと
ができる。

ిでは，ిࢠがҾかΕる方がʮʴۃʯ，ిࢠが
ྲྀΕग़る方がʮʵۃʯです。
にଓしたۚଐ൘がۃղでは，ిのʴؾి
ʮ陽ۃʯ，ʵۃにଓしたۚଐ൘がʮӄ

͍ん

ۃ
きょ͘

ʯです。

ిのしくΈとిؾղはど͕͜ち͕うか

μχΤルిにうηϩϑΝϯのはͨΒき

この୯元に関わる
ͦのほかのಡみ
は 23 ίーυઌ
かΒ。

のやりࢠでのిۃి，のྲྀΕࢠి
औりのちがいにしましΐう。

❸ 硫酸銅水溶液中の SO4
�−は，＋の電

気をおびた硫酸亜鉛水溶液に引きつ
けられ，セロファンを通って硫酸亜
鉛水溶液中に広がっていくことがで
きる。

❹ 硫酸銅水溶液中の Cu2+は，＋の電
気をおびた硫酸亜鉛水溶液に反発
し，硫酸亜鉛水溶液中に広がってい
きにくい。

❺ 硫酸亜鉛水溶液中の SO4
�−は，-の

電気をおびた硫酸銅水溶液に反発
し，硫酸銅水溶液中に広がっていき
にくい。

資料

1 2 3 3 1
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ICT活用能力や情報リテラシー，情
報モラルの育成を図るために適切な
工夫や配慮があるか。
 ʢ*$5の׆༻ʣ

・ QRコード教材として，多様なプログラミング教材が準備
されており，教科書紙面でもフローチャートなどが紹介
されている。

・ インターネットを利用するときの注意や，記述を引用す
るときの注意について取りあげられている。

プログラミング教材

本文
　1年 p.61 下

学
習
内
容
・
程
度

19

QRコード教材　プログラムの解説 1年 p.61 下　ウェブページを調べる際の注意

観点 特色 具体例

1-1
ͭ ͳ ͛ ͯ ਂ Ί る

この単元で学習した内容と，次のことがらをつなげて発想を広げましょう。

ॏなੜにはどのوたちの൝は，地Ҭのࢲ
ようなछྨがいるか，ఱ

ͯん

વ
Ͷん

ه
き

೦
Ͷん


Ϳつ

を図ॻؗ
やΠϯλーωοτで調べました。

छྨを調べながΒ，ಛ
と͘


ͪょ͏

についても調べ
ていくことができ，いΖいΖなੜがい
ることがわかってきました。

 ֶͼɼݟൃ࠶

ΠϯλʔωοτでΣϒϖʔδͳどをௐるときのҙ
・誤った情報も混じっているので，それを意識しておき，必ず複数のページや方法で調べる。
・情報をレポートなどに使うときは，ウェブページのURLなどを「引用もと」として書いておく（→ p.9）。
・パスワードの登録などを求められても入力しない。
・広告や警告などをむやみにクリックしない。

ʴ仕事とつなげる

ʴこれまでの学習内容とつなげる

ʴ家庭生活とつなげる

ʴ興味のあることとつなげる

ʴ学校生活とつなげる

ʴほかの人の意見とつなげる

学शのதで，もっとり
たいと思ったことをਂΊ
ていきましΐう。

あなたはこの୯元をऴえ
て，どのようなٙをも
ちましたか？
ٙをจষにしてॻきग़
してみましΐう。ͦして，
ͦこかΒ୳ڀのʮ՝ʯ
をつくってみましΐう。

アカウミガメ
（徳島県美

みなみ

波町「大
おおはま

浜海岸のウミ
ガメおよびその産卵地」）

ヤンバルクイナ
（沖縄県）

ニホンザル
（青森県むつ市，佐

さ

井
い

村「下
しもきた

北半島
のサルおよびサル生息北限地」）

ナシ
（新潟県新潟市「月

つきがた

潟の類
るいさん

産ナシ」）
ユノミネシダ
（和歌山県田

たなべ

辺市「ユノミネシダ
自生地」）

ヒカリゴケ
（長野県佐

さ く

久市「岩
いわ

村
むら

田
だ

ヒカリゴケ
産地」）
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他教科，特別活動及び総合的な学習
の時間との関連が必要に応じて配慮
されているか。 ʢଞڭՊとのؔ࿈，ಛผ׆ಈʣ

・ 他教科との関連を示すためのマークが，たとえば「つなが
り・数学」などとして示されている。

・ 課外学習をうながす手立てとして，野外で観察するため
の場所，施設の紹介などの資料が掲載されている。

つながり
　１年 p.24 右下，１年 p.49 下，
　２年 p.171 側注

など

学
習
内
容
・
程
度

20

1 年 p.24 右下　国語とのつながり 1年 p.49 下　技術とのつながり

2年 p.171 側注　数学とのつながり

観点 特色 具体例

1 年 p.24 右下　国語とのつながり

࡞ຊૢج

葉は矢印のような
形がつながって
いるみたいに
ギザギザしていた

小さな花がいっぱい
集まっていた

先が丸く
なっていた

めしべ

おしべ

花弁
細かいすじ
があった

１つの花

毛みたい
だった

そり返っていた

全体のすがた

　観察日　○年○月◯日（午前10時） 天気（晴れ） 気温（○℃）　1年1組　深沢陽子

花の観察レポート Թɼֶɾɾ໊લΛॻき·͢ɻؾɼؾɼఱ؍ͷςʔϚɼ؍

ੜ͍͑ͯΔॴ͕Ͳん
ͳとこΖ͔۩ମతʹॻ
き·͢ɻ

 ・  見つけた場所：校舎の表側で，日当たりのよいとこ
ろにたくさん生えていた。土はかわいていた。

 ・  大きさ：草の高さは15cmくらいで，花の集まりの直径は
約3cmだった。

結果 ௐͨ༰Λॻき·͢ɻͯ͠؍

　　校庭で，花がさいている植物を探し，その特ちょうと種類を調べる。

Λॻき·͢ɻ目的ػͷతಈ؍

感想 　タンポポをよく見ると，知らないことをたくさん発見できたのでうれしかった。
新しいことに気づくと楽しくなってきて，ほかの植物についても調べてみたくなった。

準備 ͲͷΑ͏ͳࡐྉث۩Λ༻͍͔ͨΛॻき·͢ɻ

　　植物図鑑，筆記用具，ルーペ，巻き尺

　全体のすがたの観察から，この植物はタンポポだとわかった。
さらに，花の下の部分がそり返っていることから，この植物は
セイヨウタンポポだと考えられる。

考察 ことΛॻき·͢ɻͨ͑ߟことɼ自Ͱ͍ͨͮؾͷ݁Ռ͔ΒɼΘ͔ͬͨことɼ؍

方法 ͲͷΑ͏ͳखॱͰ͔ͨ͠؍Λॻき·͢ɻ

　①  花がさいている植物を 1種類選び，植物が生えている場所のようす（日当たり
やしめりぐあい，土のかたさ，まわりにある植物など）を調べた。

　② 植物の特ちょうを調べ，スケッチした。

ͷ͞ߴɼՖͷେき͞
ͳͲΛɼרきईͳͲͰ
͔Ζ͏ɻʹࡍ࣮

ʮ実ݧの݁Ռʯʮ観した༰ʯはޠࠃ
でいうʮࣄ実ʯです。だΕもが֬かΊΒ
ΕることがΒです。
Ұ方，ʮ考ʯはޠࠃでいうʮҙ見ʯに
ۙく，݁Ռをʮ

Ϳん

ੳ
ͤき

ɾղ
͔͍

ऍ
͠Ό͘

ʯしたことが
Βです。Ұਓͻとり考えがちがうՄੑ
があります。
また，あなたのײを説໌すると，ͦΕ
はʮײʯです。ʮ݁Ռʯʮ考ʯʮײʯ
をしっかり۠ผしましΐう。

国語

まず，ʮよく観してͦΕをهするこ
とʯがཧՊのجຊだかΒです。
に，ʮࣗが調べたことをほかのਓに࣍
えることʯがඞཁだかΒです。
たとえʮେきかったʯʮؙかったʯと
いっても，どのくΒいେきいのか，どん
なؙなのか，૬खにはわりまͤん。
େき͞などで表ͤるものははかった
り，ܗなどで表ͤなけΕεέον
したり，だΕがಡんでもわかるように，
ていねいにかきましΐう。

Ϩϙʔτɾϊʔτのかき方
どうしてͦんなにࡉかく
？するんですかه

　校庭や学校のまわりなどで，前ページ「観察」を行うと，身

のまわりにはさまざまな場所があり，それぞれの場所で多様な

生物が見られることがわかる。

ҙਂく観しهしていくと，
までなんとなく見ていただけࠓ
ではͮؾかなかったことがわか
りはじΊます。
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1 年 p.49 下　技術とのつながり

見 方

考え方

この
時間の
課題

背骨があるか

水中に
すんでいる

「条件によって判断する」
ときの手順のマーク

いいえはい

エビ，昆虫魚，イルカ

はい はい

いいえいいえ
体に節
があるか

イカ，二枚貝
カエル，トカゲ，
鳥，ネズミ，ヒト


ͤ き


ͭ い

ಈ
Ͳ ͏


Ϳ ͭ

1

ମの表໘は，どのようなようす
でしΐうか。
はどのようなつくりになって
いるでしΐうか。৮って֬かΊ
てみましΐう。

A   動物園や水族館で実際に動物の特徴を調べてみよう。

　p.29，30 の分類の方法を参考にして，動物を観察しながら特徴を見いだし，分類する。

C   観察した動物をどのように整理し
たら，うまく分類できるだろうか ｡
右のように観点や基準がわかるよ
うに表現してみよう。

このようなϚーΫを使ったखॱ
の表し方をʮϑϩーνϟーτʯ
といいます。くわしくはٕज़の
時ؒで学शします。

ここかΒ͞Βにྨ
できるかな？

技術

マリンピア日本海（新潟県新潟市） マリンワールド海の中道（福岡県福岡市）天
てんのうじ

王寺動物園（大阪府大阪市）

B   イカやエビなどを観察して，特徴をまとめてみよう。

ಈのྨ

ୈ1ষや２ষでにつけたྨのしかたをいかして，
は動を調べましΐう。ྨのときは，ʮ観ʯࠓ
とʮج४ʯをҙࣝするんでしたね。

ಈɼ͔ΒͩͷಛͰ
ͲͷΑ͏ʹྨͰきΔ͔ɻ

� �ൺ
ͻ

ֱ
͔͘

ͯ͠ྨ͢Δ

� �ಈʹɼछྨʹΑͬͯʮࣅ
͍ͯΔとこΖɾ͕ͪ͏とこ
Ζʯ͕͋Δ

動を観して，ͦのಛ
とく

ちょう
を

まとΊ，ྨしてみましΐう。

ストップ!!
観しͨ͋とは，
खをよくચう。

観  察
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2 年 p.171 側注　数学とのつながり

見 方

考え方

この
時間の
課題

R R

1Ω

の電源で，回路に 5Ωの抵抗器に

1A
1 V 

=1Ω

1A の電流が流れるとき かけたとき10V

10Ω
0.5A
5 V 

=10Ω
2A

5Ω
10V 

=2A

1A

1 V 

0.5A

5 V 

の電源で，回路に0.5A の電流が流れるとき

回路に流れる電流は

10V 

5Ω

抵抗の大きさは

1V 5V

抵抗の大きさは

I

　金属線（または抵抗器）がもつ「電流の流れにくさ」をి
でΜ

気
き


てい

߅
͜う

または単に߅とよぶ。いっぱんに，金属線に流れる電
流の大きさは，金属線にかかる電圧に比例する。この関係を

ΦʔϜの๏ଇといい，次の式で表せる。

　ここで，電流I の単位は A，電圧V の単位は V，抵抗R の
単位はΩ（ΦʔϜ）である。
　また，上の式を変形すると次のようになる。

　これらの式から，電流I，電圧V，抵抗R のうち 2つの値が
わかれば，残りの 1つの値が決まることがわかる（図 23）。

数学

ճ࿏ͷిྲྀɼిѹɼ߅ʹɼ
ͲͷΑ͏ͳ͕ؔ͋Δ͔ɻ

� �ి ѹɼిྲྀɼ߅Λ͚ؔͮΔ

を使ったときの߅は，ిઢや࣍
ΤωルΪーのྔをࢉܭしていきます。

❶　　　　　　の比例定数　　はグ
ラフの傾きを表す。これと同じよ
うに，ⅠとV の比例関係

　　　V = R  × Ⅰ
　の比例定数にあたるR は，横軸
にⅠ，縦軸にV をとったグラフ
の傾きを表している。

y = ax a

ਤ��   ిѹɾిྲྀɾ߅のؔのྫ

� �ి ѹとిྲྀͷؔΦʔϜͷ
๏ଇͰද͢こと͕ͰきΔ

いっͺんに変*，7，3 には୯位
も;くまΕていますが，ここでは
説໌のたΊに୯位ʤ"ʥ，ʤ7ʥ，
ʤЊʥをॻきՃえてあります。

 ̝ ΦʔϜの๏ଇ

に，υΠπのཧ学ऀل19ੈ
ΦーϜは，ۚଐઢ（߅をもつ
ۚଐ）にྲྀΕるిྲྀのେき͞と
ిѹの関係を調べ，ͦの決まり
をൃ見しました。

オーム
（1789 ～ 1854 年）

ిѹ7ʤVʥ � 3 ߅ʤΩʥ º ిྲྀⅠʤAʥ
❶

   ిѹ 7ʤVʥ 
   3 ߅ʤΩʥ  
ిྲྀⅠʤAʥ �

    ిѹ 7ʤVʥ 
    ిྲྀⅠʤAʥ 
3 ߅ʤΩʥ �
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規範意識を高め，自他の生命を尊重
する態度を育成し，豊かな感性や情
操を養うための工夫や配慮があるか。 ʢಓಙڭҭ，ڭڥҭʣ

・ 章はじめのʮ$BO�%P -JTUʯで，生物を大切にすることを
うながし，また各巻で持続可能な開発目標（SDGs）にふ
れるなど，生命の尊重と環境保全の態度を育むようにし
ている。

・ 植物や動物のからだのつくりや働きを調べたり，人間と
自然の関わりなどについて学習したりして，生命の尊重
と環境保全の態度を育み，３年生の最後では，人間がも
つ科学技術の使い方を考え，持続可能な開発目標（SDGs）
についての意識が高められるように配慮されている。

Can-Do List
 １年 p.22，２年 p.76 など
本文
　２年 p.137 ～ 138，
　３年 p.240 ～ 241，p.257

など

学
習
内
容
・
程
度

21

2 年 p.76　Can-Do List 内で生物を大切にすることを説明 2年 p.137　ヒトのからだのしくみを理解する

2年 p.138　植物とヒトのちがいを理解する 3年 p.241　科学との関わりを意識する単元

観点 特色 具体例

2 年 p.76　Can-Do List 内で生物を大切にすることを説明

ੜのかΒͩと
ࡉ
͞ い

๔
΅ ͏

第1章

ボルボックス
（葉緑体（→ p.85）をもつ
水中の小さな生物）

0.1 mm

□ 生物のからだが細胞からできていることを説
明できる。

□ 植物と動物の細胞のつくりの特
とく

徴
ちょう

を説明でき
る。
□ 拡大する部分に応じて，正しく観察器具を使
うことができる。

□探究の手順や結果を，言葉・図・表を用いて
記録できる。

ͲのΑ͏ͳࣝɾٕをʹͭけるか

□ ՝かΒԾ説をཱて，Ծ説を֬かΊる࣮ݧを
 。ըできるܭ ʢֶඪʣ

□ 基準を設定し，それにもとづいて細胞を分類
できる。
□ 観察結果や考察などを，ほかの人に伝えるこ
とを意識して表現できる。

ཧղしͯいることをͲのΑ͏ʹ͏かCan-Do List
できるようになりたい目標

□ 学習内容に興味や関心をもち，進んで取り組む
ことができる。

□ 自分が今やっていることをふり返り，改善しよ
うとする。

□ほかの人と考えを出し合い，協力できる。

□ 日常生活で感じた疑問を学習に結びつけたり，
学習した内容を日常生活に当てはめたりして考
えることができる。
□ 生物を大切にし，むやみに傷つけない。

ͲのΑ͏ʹֶͼʹか͏か
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2 年 p.137　ヒトのからだのしくみを理解する

心臓

腎臓

脳

肺肺

口

だ液腺

食道

胃

すい臓

小腸

小腸

腎臓

肝臓

大腸

胆のう

肝臓

せん

たん

২ಈのੜきるしくΈのֶशでڵຯをっͨ͜とをまとΊて，
ൃදし߹͓う。

Ұࣗたちでまと
Ίてཧしようよ。

২も動も，ੜきるたΊ
のつくりとはたΒきはෳࡶ
だね。
いΖんなことを学んだかΒ，
ࠞཚしてきてしまった。

になったことや，くわしؾ
くりたいことかΒςーϚ
をબんで，Ϩϙーτや৽ฉ
をつくΖう。

 題 ൃ ݟ 

২ಈのੜ໋のҡ
い

࣋
͡

のしかͨを·とΊる探 究 8

?
気 づ き

課 題
?

ʢBʣओͳফԽث

□①　（a）で，食べたおにぎりの通り道を緑色にぬろう。
□②　（a）で，消

しょう
化
か
酵
こう
素
そ
をつくる器官はどこでしょうか。その

名前の部分を黄色にぬろう。また，消化されたおにぎりの
養分を吸収する器官はどこでしょうか。

□③　（b）で，毛細血管となっている部分を紫
むらさき
色にぬろう。

□④　（b）で，酸素の多い血液が流れる血管を赤色にぬり，
酸素の少ない血液が流れる血管を青色にぬろう。小腸と
肝
かん
臓
ぞう
を結ぶ血管は紫色とします。

□⑤　（a）の口から入ったおにぎりが，養分となって（b）の
からだ中をめぐるようすを，矢印でかいてみましょう。

たちの൝は，ώτࢲ
のかΒだについて
ʮいʯをつくって
みました。

෮शにちΐうどよいで
すね。ほかのΫϥεに
もりましΐうか。

ਤ��   ώτのফ化ܥɾ॥ܥ
ʢCʣओͳ॥

͡Ύん


͔ん

ܥ
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2 年 p.138　植物とヒトのちがいを理解する

২�� ಈ��

ਫ ೋࢎԽ
ૉ

ޫ

ޫ߹

ཆ ૉࢎ

େ͔ؾΒ

大気から

酸素

食物
（植物・動物）

から

͔Β

有機物

ೋࢎԽ
ૉ

ਫ

エネルギー

ΤωϧΪʔ

ૉࢎ

େؾ

ཆ

େ͔ؾΒ

ٵݺ๔ࡉ

ཆ

ૉࢎ

ೋࢎԽ
ૉ

ਫΤωϧΪʔ

େ͔ؾΒ

Β͔ޱ

ٵݺ๔ࡉ

呼吸

気孔

二酸化炭素

道管
(水や肥料分が通る)

師管
(葉でつくられた養分が通る)

ૉࢎ

二酸化炭素 酸素

水など

水蒸気蒸散

呼吸

ன

二酸化炭素 酸素

二酸化炭素 酸素

光

水など

水蒸気蒸散

夜

光合成

ਫ ೋࢎԽ
ૉ

ޫ

ޫ߹

େ͔ؾΒ

ૉࢎ

େؾ

ཆ

たちの൝は，২と動のࢲ
ੜきるしくみのちがいにڵຯ
をもちました。

ਤ��   ੜ໋をҡ
い

࣋
͡

するしくΈのൺ
ͻ

ֱ
かく

たちの൝は，২のࢲ
や光߹についてٵݺ
まとΊました。

ਤ��   ২のன夜の׆ಈのち͕い

২は，༿ମでߦわΕる光߹によって，
ࣗΒデϯϓϯなどのཆをつくることができ
ます。ͦのཆはࣗΒのࡉ

さい
๔
ぼう
でղ͞ΕてΤ

ωルΪーがऔりग़͞Ε，ੜ໋がҡ࣋͞Εます。
Ұ方，動はཆをつくりग़すことはできず，
ほかのੜがつくりग़したཆを，৯とし
てかΒだの֎かΒऔりೖΕています。

この୯元に関する
ͦのほかのಡみ
は23ίーυઌか
Β。

植物や動物の生命の維持
のしかたをまとめる

1 2 2 2 3 138 

3 年 p.241　科学との関わりを意識する単元

科学を手に
私たちは

何をすべきか

自然・科学技術と
人間

3-5

　　ֶͼの͋し͋と
͋ͳ͕ͨ̏ؒͷཧՊͰֶんͰきͨことԿͰ͔͢ʁ

ͦΕΛ͍͔ͯ͠ɼこΕ͔ΒԿ͕Ͱきͦ͏Ͱ͔͢ʁ

自ͷҙݟΛ·とΊͯɼ͠߹ͬͯΈ·͠ょ͏ɻ

୯元が࢝まるલに，このいにରして，こΕまでの
学शも思いग़しながΒ，どのようにえΒΕるかॻ
きग़してみましΐう。同じいに，୯元の学शがऴ
わったあとでえて，学शલޙの༰をൺべると，
ࣗのがよくわかりますʂ

 241 



観点 特色 具体例

学
習
内
容
・
程
度

自然の事物・現象に対する生徒の興
味・関心を引き起こし，自ら学ぶ意
欲を高めるように配慮されているか。
 ʢؔ৺ɾҙཉɾଶʣ

・ 資料性が高い写真や図が随所に入れられており，学習意
欲を高め，学習内容への理解が深まるように配慮されて
いる。

・ 学習内容として最低限の解説資料以外に，さまざまな補
助資料写真やコラム「サイエンスカフェ」など，多彩な資
料が適切に配置されている。

・ 学習意欲を高めるため，地域性のある写真やデータが多
く取りあげられている。

22

2 年 p.266　天気予報を自らつくる活動

1年 p.213　地形と生活の関わりを説明

3年 p.31　日常生活に学習した力の分解を当てはめる

1年 p.130　日常の現象から課題を見つけることを促す

2年 p.266　天気予報を自らつくる活動

っͯΈΑ͏

৽ฉやΣϒαΠτでެ։しているఱؾ図を毎日ूΊると，ఱؾの変Խがよくわかります。
では，日લのఱؾ図を४උしてఱؾ༧ใの࿅शをしてみましΐうか。

。અも考えにいΕようよق
અ͝とにಛق

とく

ちょう
త
てき
なఱؾが

あるかΒ，もっとఱؾが༧
しやすくなる。

෩の͞ڧやきは，
ѹ置かΒ༧ؾ
できるね。

લઢの動きを༧すΕ
，だいたいఱؾは༧
できるね。

աڈのఱؾ図を使ったఱ
ࣗ，༧ใの࿅शをしてؾ
৴がついてきたΒ，ࠓ日
のఱؾ図かΒ໌日の༧ใ
をしたくなってきた。

ࡂに関係するؾ，の時ؒは࣍
やܙみについてみていきましΐう。

この
時間の
·とΊ

ɾ�෩ಓۙͰൃੜͨ͠ؾ
ѹ͕ൃୡͯ͠ͰきΔɻ
ɾ�ఱؾਤ্ͷ෩ಉ৺ԁঢ়ͷ
ѹઢʹғ·Ε͍ͯͯɼଠฏ༸ߴ
ѹͷଆͷԑؾ

;ͪ

ΛճΔΑ͏ʹਐ
Ήɻ

ࣗでఱؾ༧ใをग़ͦう

高
低

高

低

高

高
低
低

低

低

高

高

高

高

低 低

低

低

ఱؾ༧ใの࿅शにੲのఱؾ図を使うんですか？
ͦうかʂࣗのఱؾ༧ใがあってるかどうか，࣍の
日Ҏ߱のఱؾ図を見Εえ߹わͤができますね。

同じようにしてఱؾ༧ใの࿅शをしてみましΐう。
たとえここでは，�月 1�日のաڈのఱؾ図を
調べます。このとき11日Ҏ߱のఱؾ図はまだ見
てはいけまͤん。1�日のఱؾ図をもとに，1日
。を༧してみましΐうؾのఱޙ�日，ޙ
աڈのఱؾ図は23ίーυઌかΒར༻できます。

ͦうです。ຊ当のఱؾ༧ใは，ؾཁૉを調べて，ͦのؾཁૉがど
のように変ԽしていくかࢉܭするϓϩάϥϜをつくって実ߦします。
ͦのϓϩάϥϜが，うまく当たるఱؾ༧ใをつくΕるかどうかのධՁ
も，このようにաڈのఱؾ༧ใを使ったʮえ߹わͤʯでߦうんですよ。

1 2 2 3 8
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1 年 p.213　地形と生活の関わりを説明

流水は山を侵食することで V字
谷とよばれる地形をつくる。

河川によって山地から運ばれた土
砂は，山を出たところで堆積し扇
状地とよばれる地形をつくる。

河川の侵食と堆積のはたらきで土地が平
へい

坦
たん

になり，平野とよ
ばれる地形をつくる。（写真は下の地図の位置に当たる）

運ばれた土砂は，河口から海や湖に広がって堆積し，三角州とよば
れる地形をつくることがある。

広島県広島市

7
ϒΠ

ࣈ
͡

୩
͜く

ઔ
ͤΜ

ঢ়
͡ょう

地
ち

ฏɹ ࡾ
͞Μ

֯
かく

भ
す

ͳど

ਤ�   地ܗと地のར༻

資料

23ίーυઌで，
あなたのすんでい
る地Ҭの地図を୳
してみることもで
きます。

・扇状地の中央部
　…　果樹園などに利用
・先

せん

端
たん

部
　…　湧

ゆう

水
すい

があり集落などに利用
・土石流などが起こりやすい

・川のすぐわきの高まり
　　…　住宅地などに利用
・川の周囲の平坦な部分
　　…　田んぼや畑に利用
・洪水が起こりやすい

・平坦な地形
　… 　水が利用しやすい，海

に面し船が利用できる，
大都市が発達しやすい

・ 洪水，地
じ

震
しん

による液状化が
起こりやすい

新潟県十
とお

日
か

町
まち

市  ར༻ �

� ࡂ 

 ར༻ �

� ࡂ 

 ར༻ �

� ࡂ 

山梨県甲
こう

州
しゅう

市，笛
ふえ

吹
ふき

市

新潟県田
た

上
がみ

町

1 2 1 3 0
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3 年 p.31　日常生活に学習した力の分解を当てはめる

αΠΤϯεΧϑΣ

　重力の分力
（斜面に沿った方向）

　重力の分力
（斜面に垂直な方向）

重力

垂直抗力 物体を引く力
力 A と力 Ｂの合力

力 A

力 C

力 B

߹して考える

　力Ａと力Ｂの合力は，下向きの力Ｃ（重力）

　とつり合っている。

　ɹղして考える

　　　重力の斜面に沿った方向の分力は，物体を引く力と
　　　つり合っている。また，重力の斜面に垂直な方向
　　　の分力は，垂直抗力 とつり合っている。

⁞

物体
（上の写真の
場合は橋）

物体
（上の写真の
場合は自転車）

しゃめん

こうりょく

　重力の分力
（斜面に沿った方向）

　重力の分力
（斜面に垂直な方向）

垂直抗力

物体を引く力

物体

資料

̏ྗのつり߹い

ਤ"   � ྗのつり߹いのྫ

❶ 　物体 Aが物体 Bを押したとき，Bから Aに弾
だん

性
せい

力
りょく

が
はたらく。この弾性力はAから Bに垂直にはたらいて
おり，このように面に接した物体が面から垂直に受ける
力を「垂直抗力」という。 （中学校１年）

ふりかえりふりかえり

（a）坂で自転車を支える場合 （b）高い柱のある橋（愛媛県今
いま

治
ばり

市）

ྗの߹やղを使うと，ମのडけるྗが�つの߹についても，ྗのつり߹いを考えることができる。

ྗの߹やղを使うと，ମのडけ
るྗが�つの߹についても，ྗの
つり߹いを考えることができます。

がΏるやかࡔ，えるときࢧにあるମをࡔ
なほどମがܰくײじΒΕる。こΕは日ৗ
ੜ׆で当たりલだと思っていたけど，ྗの
߹とղという見方ɾ考え方では，図#
のように考えΒΕるんだね。

図"（B）と図#をく
Βべてみよう。
ここでするのは，
ʮମをҾくྗʯだね。

ਤ# Ώるかͳとき͕ࡔ  
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1年 p.130　日常の現象から課題を見つけることを促す

真っ暗にしたら？

 題 ൃ ݟ 

のまΘりのޫ，Ի，ྗ͕ؔΘるݱかΒ，ٙを見つけよう。

ਤ$   ತ
とつ

Ϩϯζを௨しͨମの見え方

?
気 づ き

૭のない෦に͵い͙るみ
が置いてあります。ిؾを
ফして光がまったくないঢ়
ଶにしたΒ，͵い͙るみは
やがて見えるようになるで
しΐうか？

の໘ڸって，どうしてڸ
よりこうଆにがある
ように見えるんだΖう？

Ίがね（ತϨϯζ）
は，をେきくして見
ることができるね。

でもԕくのを見ると，小͞
く͞ٯまに見える。同じΊ
がねなのに見え方にちがいが
でるのはなͥだΖう？

ͦのうちが׳Εて見え
るようになるんじΌない
かな。

ਤ"   ෦͕ຊにਅっ҉ͩっͨΒ

ਤ#   ମの見え方

 

 

よく見ると，ίοϓのਫ
のதのετϩーがずΕて
見えるね。こΕも光のੑ
࣭で説໌できるのかな。

（a）鏡にうつる物体

（a）凸レンズで近くを見たとき （b）凸レンズで遠くを見たとき

（b）ずれて見えるストロー
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探
究
活
動

観点 特色 具体例

目的意識をもって観察・ 実験を行い，
科学的に探究する能力の基礎と態度
を育てるように配慮されているか。
ʢతҙࣝ，୳ڀ，観ɾ࣮ ，のٕݧ
Պֶతͳࢥ考ɾදݱʣ

・ 各探究の導入として「気づき」が設けられており，生徒が
自ら課題意識をもって探究に取り組むためのくふうがあ
る。

・ 探究活動では，すべてのページについて，探究の過程に
分解して表現されており，探究の資質・能力を身につけ
ることができる。

・ 中学生の実際の自由研究例「この自由研究がスゴイ！」が
設けられており，他者を意識しながら探究の意欲を高め
ることができる。

気づき

 1年 p.135，２年 p.25，２年 p.195，
　３年 p.51，３年 p.147

など

この自由研究がスゴイ！
　１年 p.11，２年 p.9，３年 p.7

23

1 年 p.135　探究活動の最初に必ず「気づき」を設けている 2年 p.195　探究活動は基本的に探究の過程に合わせて示されている

3年 p.51　3年生では，自らレポートをつくることを促す

2年 p.9　他者の自由研究を参考として紹介

1年 p.135　探究活動の最初に必ず「気づき」を設けている

見 方

考え方

この
時間の
課題

かΒのޫ͕ମにࣹするとき，ޫのਐΈ方にはどݯޫ
のようͳ決まり͕͋るか。ޫઢのモデルで考える。

光ݯが見えるというこ
とは，光がにೖって
くるということだよね。

λϒϨοτ1$を使っているときに，ఱҪのి౮
がը໘にࣹしてؾになることがあるよね。
ఱҪを見るとి౮はたく͞んあるけど，ը໘にう
つったి౮はどΕなんだΖう？

じΌあ光が見えないとい
うことは，に光がೖっ
てこないのかな？

，と光ઢの֯によってڸ
ࣹのしかたが変わるん
じΌないかな？

光ݯとڸを४උしよう。
光ઢをਖ਼֬にه
するにはどうした
ΒいいだΖう。

にࢴにࣹする光をڸ
うつͤ，光ઢのਐみ
方をॻきうつすことが
できるんじΌないかな。

Βͷޫ͕ମʹࣹ͢Δと͔ݯޫ
きɼޫͷਐΈํʹͲͷΑ͏ͳܾ
·Γ͕͋Δ͔ɻ

ޫのࣹのしかͨ探 究 1

?
気 づ き

課 題
?

仮 説
?

計 画
?

ਤ�   λϒϨοτ 1$にөるి౮

� �ޫ ·͙ͬ͢ʹਐΈɼڸͰࣹ
͢Δ
� �ޫ ͷਐΈํとޫઢͷϞσϧΛ
ؔ࿈͚ͮΔ
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2 年 p.195　探究活動は基本的に探究の過程に合わせて示されている

見 方

考え方

この
時間の
課題

この実ݧでは，ిྲྀܭ
のかわりにܭྲྀݕとい
うث۩を使います。

この実ݧのときにελϯυはなくても
いいんじΌないかな。
ͦうしたΒ४උとยけの時ؒがく
なって，もっと考ができるよね。

࣓քのதでίΠルをಈかすと，Կ͕͜ىるか。Ծ説をཱて，
ͦΕを֬かΊる࣮ݧを考える。

図 1�をもとに考え
てみよう。ಋઢにԿ
が起こるだΖう。

ίΠϧと࣓ੴΛͲͷΑ͏ʹ͏と
ిྲྀ͕औΓग़ͤΔ͔ɻ

� �มԽͤ͞ΔྔとมԽ͢Δྔ
ిྲྀをऔりग़す探 究 8

?
気 づ き

課 題
?

仮 説
?

計 画
?

୳ڀ 7の方๏で，ࠓはίΠルを੍ڧతにख
で動かします。するとԿが起こるでしΐうか。

खで動かしたかΒと
いって，Կも起こΒな
いんじΌないですか？

ʁ

ʁ

ਤ��   ࣓քのதでίΠルをಈかす

検流計

（あなたの仮説）

U字形磁石

コイル

しっかり計画
� �࣓ քとిྲྀ͍ؔͯ͠Δ
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2 年 p.9　他者の自由研究を参考として紹介

Պ学෦のモοτーがʮखܰで
ۙʯでしたので，ಛผなಓ۩を使
わず，ࢲたちができるようなςー
Ϛでしぼっていきました。

෦һのҙ見やҊをまとΊて，ਅ
͠ん

ِ
͗

やཪͮけをするとこΖでした。ೲ
ಘのいくঢ়ଶにいたるまでにえ
きΕないҊがු

͏

かͼ，Կもࣦഊ
をしてߦきͮまったこともありま
すが，ޭのಓのりだと思って
毎日実ݧをくりฦしました。݁
がग़たときは，なんだʂこんな؆
୯なことだったのかʂと，とても
おどΖきました。

େࠜのਏ
か Β

͞のෆٞࢥにͤまる

ػのಈڀݚ
　テレビ番組で「大根を早くおろすと辛く，ゆっくりおろすと
あまり辛くない」という豆知識を紹介していた。試してみると，
本当に味が違

ちが

う。科学部のみんなも興味をもったので，大根お
ろしのなぞを研究することにした。

のまとΊڀݚ
　大根おろしは，① 細

さい

胞
ぼう

（→ p.80）を効率よく壊
こわ

すことで辛
くなる。② 辛味成分を含む水分が多くなることで，辛さが強
くなる。大根を「早くおろしたとき」と「ゆっくりおろしたと
き」の辛さの違いは，② によって起きている。

ଟくڵຯをもつதで，どのように
ςーϚをしぼっていきましたか？

このࣗ༝ڀݚでҰ൪ϫΫϫΫ
した໘はどこですか？

はେֶੜのஶ者にΠϯλϏϡʔ ʙࠓ えてηϯύΠ ʙڭ

を͞Εࣄどのようなおࡏݱ
ていますか？

ʮԿかをՊ学తに調べ，つきつΊ
ていくʯという考え方は，ࠓに
ཱっていますか？

ࣗ動ं෦ϝーΧーで෦の
ઃܭをߦっています。

ཧతに調べ，表ݱするྗはٕज़ऀに
欠かͤまͤん。
ઃܭするਓはただ図໘がかけΕいい
わけではありまͤん。ઢҰຊҰຊにҙ
ຯがあります。ͦΕをཧղし，ઃܭの
༰やҙ図をਖ਼֬にするਓにえ
るඞཁがあります。ཧཱった説໌で
こͦ，૬खにਖ਼֬にわります。ٕज़
ऀだけでなく，い৬ۀでにཱ
つはずです。

ྫྷΊるときຯ͕しΈ͜Ήのはͳͥかʁ

は͡Ίに
　母が昼食を出してくれた。献立は昨夜の夕飯の残りのおで
ん。母は「何でも，一晩たって冷ました方がおいしいのよ」と
いう。食べてみると，味が十二分にしみこんでいて本当におい
しい。「理由は分からないけど，温めているときよりも，冷ま
しているときの方がずっと味がしみこみやすいと，おばあちゃ
んが言っていた」という。しかし，どうしてグツグツ煮

に

ている
ときよりも，冷ましているときの方が味がしみこみやすいのか。
研究することにした。

Ίるલに࢝をڀݚ
〈予備実験：本当に冷めるときに味がしみこみやすいのか〉
ダイコン，ニンジン，コンニャク，豆

とう

腐
ふ

の 4 種類の食材を，
食塩，砂糖，しょう油の 3つの調味料で味つけしてゆで，食
べ比べた。

͋のࣗ༝ڀݚのਓはࠓ ʙ ࠓはࣾձਓのஶ者にΠϯλϏϡʔ ʙ

のまわりかΒओମతに՝を見つ
けていきましΐう。ほかのத学ੜは
どんなことを調べてい
るのでしΐう？
23ίーυઌかΒほか
のࣗ༝ڀݚのྫを見る
こともできます。 1 2 2 0 8
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3 年 p.51　3年生では，自らレポートをつくることを促す

見 方

考え方

この
時間の
課題

図�（B）や（C）のಓ۩を見たことがありますか？こΕΒはʮंʯとよΕます。
（B）のようにݻఆ͞Εたंをʮఆंʯ，（C）のように２ຊҎ্のͻもにつる
͞Εたंをʮ動ंʯとよͼます。

ఆंಈंをっͨとき，ମを
ਨにಈかすͨΊのࣄはどうͳるか。

	C
 は，ମを２ຊのͻ
もでࢧえているね。この
とき１ຊのͻもにかかる
ྗを調べよう。
ͻもにかかるྗは，ね
かりではかΕるね。

	B
 は，ंをどこかにつる
して使うんだね。同じように
してମをҾき্͛るྗをは
かΖう。実ݧ༻のंを使え
いいね。

しっかり考察

ఆंಈंΛͨͬときɼ
ମΛਨʹಈ͔ͨ͢ΊͷࣄͲ
͏ͳΔ͔ɻ

� とɼମͷಈきྗΛؔ࿈ं�
͚ͮΔ


か っ

ं
し Ό

のͨΒき探 究 5

?
気 づ き

課 題
? この୳ڀでは，

ʮ仮説を考えるʯ，
ʮ実ܭݧըをཱてるʯ，
ʮ実際に実ݧするʯ，
ʮ݁Ռをग़して考するʯ
ʮ実ݧશମを;りฦるʯ
すべての׆動をࣗたちだけでやってみ
ましΐう。こΕまでཧՊを学んできた܅
たちなΒできるʂ
Ϩϙーτのかき方は，23ίーυઌかΒ。

ਤ� ༺のརं  

	B
 ఆं 	C
 ಈं
ΫϨーϯはよく見るけど，あ
のͿΒԼがって্Լするのは
ʮ動ंʯなんですね。
（B）のंと（C）のं
は，ԿかはたΒきがちがうの
かな？

˔  ಓ۩とࣄ

いいね。いいね。

� �ମΛಈ͔ͨ͠ときɼʮࣄʯ
Ͱද͢こと͕ͰきΔ

1 2 3 1 1
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観察・実験の結果を分析・解釈する
能力や，自らの考えを表現する能力
を育成できるように配慮されている
か。
ʢੳɾղऍ，Պֶతࢥ考ɾදݴ，ݱ
ಋʣࢦಈ，ϊʔτ׆ޠ

・ 観察・実験の「結果」と「考察」の欄が分けられており，そ
れぞれの視点を意識させ，「結果」に基づいて考えさせる
ように配慮されている。

・ 観察・実験のあとに「結果」が示され，さらに「結果」から
導き出されることがらが「考察」としてまとめており，結
果を分析・解釈する能力の育成に配慮されている。

・ 「レポート例」が随所にあり，生徒が自ら実験レポートを
作成するときの参考になる。

結果・考察

 １年 p.200，２年 p.40，２年 p.104，
　３年 p.92，３年 p.144

など

レポート例
　１年 p.24，１年 p.110，２年 p.232，
　３年 p.148

など

探
究
活
動

24

2 年 p.40　結果から考察することを意識づける

2年 p.104　探究の内容に即したレポート例

1年 p.24　レポートのかき方の説明

3年 p.148　探究の内容に即したレポート例

観点 特色 具体例

2 年 p.40　結果から考察することを意識づける

ࢎਫૉφτϦϜ Ճޙͷ࣭

物
質
の
よ
う
す

水
に
溶
け
る
よ
う
す

フ
ェ
ノ
ー
ル
フ
タ
レ
イ
ン

溶
液
を
入
れ
た
と
き

Χーυでも考えてࢠݪ
みよう。うまく説໌で
きるかな。

①発生した気体の性質
・火のついた線

せん

香
こう

を入れたら，火は消えた。
・マッチの火を近づけても燃えなかった。　
・石灰水を白くにごらせた。
②試験管の口もとの液体に塩化コバルト紙を
つけると，うすい赤色に変わった。
③炭酸水素ナトリウムと加熱後の物質のちがい
・炭酸水素ナトリウムは水にあまり溶

と

けず，フェ
ノールフタレイン溶

よう

液
えき

がわずかに赤色になった。
・加熱後の物質は水によく溶けて，フェノー
ルフタレイン溶液が赤色になった。

①  線香の火が消え，また，気体が燃えなかっ
たことから，発生した気体は酸素でも水素
でもないことがわかる。そして，石灰水を
白くにごらせたことから，発生した気体は
二酸化炭素であることがわかる。
②  試験管の口もとについた液体は，塩化コバ
ルト紙をうすい赤色（桃色）に変えたこと
から，水であることがわかる。

③  試験管に残った白い粉末の固体は，水に溶
けるようすやフェノールフタレイン溶液を
入れたときのようすから，もとの炭酸水素
ナトリウムとはちがう物質であることがわ
かる。

●  以上のことから，炭酸水素ナトリウムを加
熱すると，二酸化炭素，水，もとの炭酸
水素ナトリウムとは異なる白い粉末に分
かれるといえる。

ᶃؾମのੑ࣭

ᶄݧࢼのޱとにでき࣭ͨ

ᶅࢎਫૉφτϦϜとՃޙの࣭のൺ
ͻ

ֱ
かく

݁Ռɾ考察

線香

マッチ

塩化コバルト紙は，
水に触

ふ

れると，赤色
（桃

もも

色）になる

気体は燃えない 石灰水が白くにごる線香の火が消える

ਫૉφτϦϜのԽࢎの時ؒは࣍
学変ԽをࢠݪのモデルでまとΊます。

炭酸水素ナトリウムの分解

݁ Ռ
?

考 察
?

?
;りฦり

ਤ��   ୳ڀ �の݁Ռྫ

この
時間の
·とΊ

ࢎਫૉφτϦϜΛՃ͢
ΔとɼೋࢎԽૉɼਫɼと
ͷࢎਫૉφτϦϜとҟ
ͳΔന͍คʹ͔ΕΔɻ

少し溶ける よく溶ける

うすい赤色
↓
弱い
アルカリ性

赤色
↓
強い
アルカリ性
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2 年 p.104　探究の内容に即したレポート例

㋐ ㋑ ㋒ ㋓

変えた条件
日光を当てたか ◯ × ◯ ×

葉があったか ◯ ◯ × ×

石灰水がにごったか

（にごれば◯）
× ◯ ◯ ◯

㋒㋐

光

㋓㋑

①４本の試験管に
　息をふきこむ

③それぞれに石灰水を
　入れてよくふる

②日光を当てる 暗いところに置く

ΞδαΠͷ༿ʢππδɼαβϯΧɼπόΩͳͲʣɼݧࢼʢ�ʣɼΰϜͤんʢ�ʣɼཱͯݧࢼʢ�ʣɼετϩʔɼ
ੴփਫɼอޢΊ͕Ͷ

仮説はこのようにཱてました。
ʮ২のかΒだはૉ Cを;くΉʯ→ʮ২はૉ C
をまわりかΒऔりೖΕるはずだʯ→ʮ২のまわりに
あるૉ CはೋࢎԽૉ CO2ではないかʯ
小学校でʮ২はೋࢎԽૉをऔりೖΕるʯことを学
शしたでも，もっともΒしい仮説だと思います。こ
の仮説にもとͮいて，֬ かΊるたΊの実ݧをܭըします。

実ܭݧըをཱてるときに，ͦΖえる݅と変える݅を
考えます。
 ͦΖ える݅ �同じΞδαΠのݸମ，Թ，ਫ，実ݧを

した時刻，同じਓのؾݺ
 ㋐㋒と ㋑㋓で変える݅ �日光を当てるか，当てないか
 ㋐㋑と㋒㋓で変える݅ �༿があるかないか
にしました。

結果は右の表のようになった。

・ ㋐と㋑を比べると，葉に日光を当てると二酸化炭素が吸収さ
れたといえる。
・ ㋐と㋒を比べると，日光を当てても葉がなければ二酸化炭素
は吸収されないといえる。
● つまり，葉は二酸化炭素を吸収してデンプンをつくるといえ
る。二酸化炭素には Cがふくまれるので，二酸化炭素が植
物のからだをつくっている可能性が高い。

㋐と㋓，㋑と㋒をൺべても２つの
݅が変わってしまっているので，
どのݪҼが݁Ռを決Ίたのかつき
とΊΒΕまͤん。

ϨϙʔτྫʢҰ෦ʣݧ࣮ デンプンの原料

४ උ

ํ ๏

݁ Ռ

考 察

①  試験管㋐と㋑にアジサイの
葉を入れ，ストローで軽く
息をふきこみゴムせんをす
る。空の試験管㋒と㋓にも
同じように息をふきこむ。

②  試験管㋐，㋒を 30分間ほど
日光に当てる。㋑と㋓は暗
い場所に 30分間ほど置く。

③  すべての試験管に，少量の
石灰水を入れ，ゴムせんを
する。試験管をよくふって
石灰水の変化を調べる。

アジサイの葉

この
時間の
·とΊ

২ͷ͔ΒͩΛつ͘Δૉࢠݪ C
ɼޫ͕ͨΔとٵऩ͢Δೋࢎ
Խૉ CO2͔Β͘Δと͑ߟΒΕ
Δɻ 104 

1 年 p.24　レポートのかき方の説明

࡞ຊૢج

葉は矢印のような
形がつながって
いるみたいに
ギザギザしていた

小さな花がいっぱい
集まっていた

先が丸く
なっていた

めしべ

おしべ

花弁
細かいすじ
があった

１つの花

毛みたい
だった

そり返っていた

全体のすがた

　観察日　○年○月◯日（午前10時） 天気（晴れ） 気温（○℃）　1年1組　深沢陽子

花の観察レポート Թɼֶɾɾ໊લΛॻき·͢ɻؾɼؾɼఱ؍ͷςʔϚɼ؍

ੜ͍͑ͯΔॴ͕Ͳん
ͳとこΖ͔۩ମతʹॻ
き·͢ɻ

 ・  見つけた場所：校舎の表側で，日当たりのよいとこ
ろにたくさん生えていた。土はかわいていた。

 ・  大きさ：草の高さは15cmくらいで，花の集まりの直径は
約3cmだった。

結果 ௐͨ༰Λॻき·͢ɻͯ͠؍

　　校庭で，花がさいている植物を探し，その特ちょうと種類を調べる。

Λॻき·͢ɻ目的ػͷతಈ؍

感想 　タンポポをよく見ると，知らないことをたくさん発見できたのでうれしかった。
新しいことに気づくと楽しくなってきて，ほかの植物についても調べてみたくなった。

準備 ͲͷΑ͏ͳࡐྉث۩Λ༻͍͔ͨΛॻき·͢ɻ

　　植物図鑑，筆記用具，ルーペ，巻き尺

　全体のすがたの観察から，この植物はタンポポだとわかった。
さらに，花の下の部分がそり返っていることから，この植物は
セイヨウタンポポだと考えられる。

考察 ことΛॻき·͢ɻͨ͑ߟことɼ自Ͱ͍ͨͮؾͷ݁Ռ͔ΒɼΘ͔ͬͨことɼ؍

方法 ͲͷΑ͏ͳखॱͰ͔ͨ͠؍Λॻき·͢ɻ

　①  花がさいている植物を 1種類選び，植物が生えている場所のようす（日当たり
やしめりぐあい，土のかたさ，まわりにある植物など）を調べた。

　② 植物の特ちょうを調べ，スケッチした。

ͷ͞ߴɼՖͷେき͞
ͳͲΛɼרきईͳͲͰ
͔Ζ͏ɻʹࡍ࣮

ʮ実ݧの݁Ռʯʮ観した༰ʯはޠࠃ
でいうʮࣄ実ʯです。だΕもが֬かΊΒ
ΕることがΒです。
Ұ方，ʮ考ʯはޠࠃでいうʮҙ見ʯに
ۙく，݁Ռをʮ

Ϳん

ੳ
ͤき

ɾղ
͔͍

ऍ
͠Ό͘

ʯしたことが
Βです。Ұਓͻとり考えがちがうՄੑ
があります。
また，あなたのײを説໌すると，ͦΕ
はʮײʯです。ʮ݁Ռʯʮ考ʯʮײʯ
をしっかり۠ผしましΐう。

国語

まず，ʮよく観してͦΕをهするこ
とʯがཧՊのجຊだかΒです。
に，ʮࣗが調べたことをほかのਓに࣍
えることʯがඞཁだかΒです。
たとえʮେきかったʯʮؙかったʯと
いっても，どのくΒいେきいのか，どん
なؙなのか，૬खにはわりまͤん。
େき͞などで表ͤるものははかった
り，ܗなどで表ͤなけΕεέον
したり，だΕがಡんでもわかるように，
ていねいにかきましΐう。

Ϩϙʔτɾϊʔτのかき方
どうしてͦんなにࡉかく
？するんですかه

　校庭や学校のまわりなどで，前ページ「観察」を行うと，身

のまわりにはさまざまな場所があり，それぞれの場所で多様な

生物が見られることがわかる。

ҙਂく観しهしていくと，
までなんとなく見ていただけࠓ
ではͮؾかなかったことがわか
りはじΊます。
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3 年 p.148　探究の内容に即したレポート例
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＋
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Cl Cl

-
Cl
-
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H＋
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Cl
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Cl
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Cl
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Cl
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Cl

-
Cl

-
Cl
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Cl

2＋
Cl Cl　――→ ＋Fe Fe

HH

鉄原子

塩素分子

塩化鉄水溶液

陰極 陽極

鉄イオン 塩化物イオン

水素分子 塩素分子

塩酸

陰極 陽極

水素イオン 塩化物イオン

Cl Cl

Fe

＋
Fe

＋
Fe

Cl Cl

-
Cl
-

Cl
-

Cl

-
Cl＋

H
＋

H ＋
H＋

H

-
Cl
-

Cl

-
Cl

-
Cl

-
Cl

-
Cl

-
Cl
-

Cl

2＋
Cl Cl　――→ ＋Fe Fe

HH

鉄原子

塩素分子

塩化鉄水溶液

陰極 陽極

鉄イオン 塩化物イオン

水素分子 塩素分子

塩酸

陰極 陽極

水素イオン 塩化物イオン

仮 説
　　HCl　→　H+　+　Cl−

ϨϙʔτྫʢҰ෦ʣݧ࣮

　　FeCl2　→　Fe2+　+　2Cl−

݁ Ռ
・ 塩酸の電気分解では，陰極から水素が発生し，陽極から塩素が発生した。
・ 塩化鉄水溶液の電気分解では，陰極に金属が付着し，陽極から塩素が発生した。

ղをΠΦϯのؾి，の時ؒは࣍
Խ学ࣜでまとΊます。

塩化水素の電離の式から考えると，塩酸の電気分解の化学反応式は，
　　2HCl → H2 + Cl2
同じように塩化鉄の電離の式から，塩化鉄水溶液の電気分解の化学反応式は
　　FeCl2 → Fe + Cl2
だと考えられる。

考 察

・ 塩化物イオンの化学式は Cl-であることがわかっている。
・ 電
でん

離
り

のようすは，次のようになることがわかっている。
　HCl　→　H＋　+　Cl−
・ 水素が陽イオンなので，陰

いん

極
きょく

から水素が現れるはずであ
る。陽極からは，塩化銅水

すい

溶
よう

液
えき

のときと同じように，塩
素が現れると考えられる。

・ 電離のようすは，　FeCl2　→　Fe?　+　2Cl−
　 と予想できる。Feが陽イオンか陰イオンかわからないが，電離
の式のつくり方を考えると，→の右側で陽イオンの +の数と陰イ
オンの - の数を合わせるのだろう。そうすると２Cl-で - が２つ
あるので，ʁは2＋だろう。

・ 鉄が陽イオンならば，陰極から鉄が現れるはずである。陽極から
は，塩素が発生すると考えられる。

塩化鉄水溶液では，電気分解の結果，陽極に塩素が，陰極に鉄が発生すると仮説
を立てた。仮説の段階では，鉄イオンの＋の数について予想にすぎなかったが，
実際に実験した結果と，仮説が矛

む

盾
じゅん

しないので，考察の内容は適切だと思う。

; り ฦ り
（あなたの;りฦり）

この
時間の
·とΊ

ԘࢎͷిؾղͰɼӄ͔ۃΒਫ
ૉ͕ɼཅ͔ۃΒԘૉ͕ൃੜ͢Δɻ
ԘԽమਫ༹ӷͷిؾղͰɼӄ
ΒԘૉ͕ൃੜ͔ۃΒమ͕ɼཅ͔ۃ
͢Δɻ

電気分解をイオンの化学式
から予想する
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基本操作・基本技能の習得について
十分に配慮されているか。
ʢ観ɾ࣮ ಈ，ϊʔ׆ޠݴ，のٕݧ
τࢦಋʣ

・ 基本操作・基本技能については，「基本操作」と表示され
た囲みの中で，手順や注意事項がていねいに記述されて
おり，確実な育成ができる。

・ 「グラフのかき方」などがていねいに記述されており，基
礎的・基本的な表現力を育成できる。

・ 「伝える・伝わるコツ」が掲載されており，ノート指導，レ
ポート指導の補助になる。

基本操作

 1年p.24～ 27，１年p.92，１年p.116,
　２年 p.34

など

伝える・伝わるコツ
　１年 p.9 など

探
究
活
動

25

1 年 p.25　「基本操作」の例 1年 p.27　「基本操作」の例

1年 p.92　「基本操作」の例 1年 p.116　「グラフのかき方（基本操作）」の例

観点 特色 具体例

1 年 p.25　「基本操作」の例

࡞ຊૢج

࡞ຊૢج

ぼうし

長そでの服

軍手

長ズボン

じょうぶで
歩きやすい靴

くつ

●生物の特
とく

徴
ちょう

をスケッチに残そう。

①  鉛
えん

筆
ぴつ

をよくけずり，細い線や点で
はっきりとかく。

②  対象とするものを正確にかく。背景
やルーペの視野を示す丸いふちはか
かない。

③  動きやにおい，色など，スケッチだ
けでは表せないことは，言葉で記録
する。

かげをつけたり，一度かいた線をなぞった
りすると，線がぼやけるため，大事な特徴
がわかりにくくなってしまう。

ඒज़のֆのかき方と
はちがうことにؾを
つけましΐう。
はっきりとしたઢで
かきます。

ௐࠪͷͷྫ

いちいちεέονする
より，ࣸਅにとってお
くだけの方がָじΌな
いですか？

εέονには，ඞཁなಛだけ
をほかのਓにわかりやすくえ
るというతがあります。
ࣸਅだとଟくのใがあって，
ԿもΒないਓは，どこを見て
よいかわかりまͤんかΒね。ࣸ
ਅとεέον྆方あるのがҰ൪
よいですね。

・ 野外に出るときは，服装や危険な生物に注意します。服装は，長そで，長
ズボン，ぼうしを身に着け，すり傷や虫（カやダニ）などを防ぎます。
・ かぶれる植物を知り，さわらないようにします。
・ ハチが飛んできても動かずにやりすごします。追いはらおうとしたり，
走って逃

に

げると，ハチを刺
し

激
げき

して刺
さ

される可能性が高まります。
・ ヘビを見かけたら，近寄らずにうかいします。害のない種類がほとんどで
すが，マムシやハブは危険です。

チャドクガ スズメバチ ウルシ ハゼノキ

εέονのしかͨ

֎ௐࠪのҙ
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1 年 p.92　「基本操作」の例

探究の $BO�%P -JTU

ゴム球

安全球
液体がゴム球
に吸いこまれ
ないようにつ
けられている

A-6p.26

軽く押す
親指の力
をぬく

軽く押す
親指の力
をぬく

ゴム球

安全球
液体がゴム球
に吸いこまれ
ないようにつ
けられている

軽く押す

࡞ຊૢج

ࢼ ݧ  Ξ， Π に ਫ を �DN�

ʢ�Hʣずつऔり，Ԙ化φτϦ
Ϝ，ࢎΧϦϜをͦΕͧΕ
�H ೖΕる。よく;りࠞͥ，શ
෦༹けるかௐる。

1. ࣭を༹
と

かす

ԘԽφτϦϜɼ
͠ょ͏

ࢎ
͞ん

ΧϦϜɼݧࢼʢ�ʣɼཱͯݧࢼɼϏʔΧʔʢ�ʣɼϝεγϦϯμʔɼ
ɼελϯυɼεϥΠυΨϥεʢ�ʣɼΨϥεɼܭɼԹ۩ثんͼんɼこ·͝ΊϐϖッτɼՃͯࢠి
ϧʔϖɼༀ͞͡ɼༀแࢴɼอޢΊ͕Ͷ

ᶃਫ
すい

༹
よう

ӷ
えき

Λつͬͯ͘ԹΛ্͛ɼมԽΛ͢؍Δɻɹɹɹɹɹɹɹɹᶄਫ༹ӷΛྫྷ͠ɼมԽΛ͢؍Δɻ
ᶅਫ༹ӷ͔ΒਫΛৠൃͤͯ͞ग़ͯきͨݻମΛ͠؍ɼ۠ผ͢Δɻ
ᶆ༹
Α͏

ղ
͔͍


Ͳ

ઢΛとʹਫ༹ӷ͔Β༹ۂ
Α͏

࣭
͠つ

ΛऔΓग़͢ํ๏Λ͢ߟΔɻɹ˗҆શʹؾΛつ͚Ճث۩Λ͏ɻ

ΰϜٿΛܰ͘ԡ͢とɼ�ణ
ͯき

ͣつམとͤΔɻ

ポイント

ストップ!!

ϐϖοτのઌはΨϥε͕
うすく，େ変ׂΕすい
のでҙする。

ストップ!!

ϐϖοτのઌを্にけͳい。
ӷମ͕ΰϜ球にྲྀΕ͜Ήと，
ΰϜ͕いͨΜでしまう。

ストップ!!

ϐϖοτのઌ͕༰ثӷ
໘に;Εͳいようにする。

観  察観  察 ࣮ ݧ

①  図のように，ピペット
を持ち，親指と人さし
指でゴム球を押

お

して，
ピペットの中の空気を
出す。

②  親指でゴム球を押した
まま，ピペットの先を
液体につけ，親指の力
をぬいて必要な体積の
液体を吸い上げる。

③  親指でゴム球を押し
て，液体を出す。

準備準備

ํ ๏

まず，物質を
水に入れて，
よくふり混ぜる

全部溶けるか
調べる

  

͜ま͝Ίϐϖοτのい方
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1 年 p.116　「グラフのかき方（基本操作）」の例

࡞ຊૢج

時間  〔分〕

温
度

名称

縦軸　（変化した量）

横軸　（変化させた量）

単
位

A1-033-01

〔℃〕
目盛り

測定値

A1-033-03

80

70

60

50

40

30

20

10

0
0 1 2 3 4 5 6 7

時間  〔分〕

温
度
〔℃〕

A1-033-04

80

70

60

50

40

30

20

10

0
0 1 2 3 4 5 6 7

時間  〔分〕

温
度
〔℃〕

80

70

60

50

40

30

20

10

0
0 1 2 3 4 5 6 7

時間  〔分〕

温
度

なめらかな曲線
を引く

A1-033-02

〔℃〕

エタノールの温度変化の例
時間〔分〕　　0　　0.5　　1　　　1.5　　2　　　2.5　　　3　　　3.5　　4　　4.5　　5　　5.5　　6　　　6.5　　　7
温度〔℃〕　17.2　18.0　　29.1　25.4　　34.1　　44.5　　55.2　　65.2　72.4　76.0　77.9　78.3　78.0　　78.2　　78.1　

� よくͳいྫ �

˔��ԣ࣠には変Խͤ͞たྔ
（時ؒ）をとる。

˔��ॎ࣠には変Խしたྔ（Թ
）をとる。

˔�୯位もかく。
˔��測ఆがすべてάϥϑ
にお͞まるように，Ұ
りのେき͞を考え
てりをつける。

˔��測ఆにはඞずʮࠩޡ⁞ʯ
がある。このことを考え
て，測ఆのฒͼ方がۂ
ઢかઢかを見きわΊて
ઢをҾく。

˔��ଟくの測ఆのなるべく
ۙくを௨るようになΊΒ
かなۂઢまたはઢをҾ
く。

●や○，×などの印で，
はっきり記入する。

①  横軸
じく

と縦軸にとる量を決める

③  曲線または直線で線を引く

②  測定値をはっきり記入する

❶　折れ線でつないではいけない。これは測定
値の誤差を考えていないことになる。測定値
の表し方については，p.123「誤差と有効数
字」を参照。

　　　時間〔分〕

エタノール
水

〔℃〕

温
度

0 1 2 3 4 5 6 7
0

20

40

60

80

100

120

沸とうしている

液体 液体と気体

沸とうしている

ਫやΤλϊールをՃする
と，ࠨ図のようにԹ変Խ
し，ਫのは 1��ˆ，
Τλϊールのは 78ˆ
とわかります。（このάϥ
ϑは

;ͬ

とうする時ؒをͦΖ
えてあります）
ঢ়ଶ変Խが起こっていると
きはԹがかわΒないこと
にҙしましΐう。

ਤ��   ਫとΤλϊʔルのԹ変化

この
時間の
·とΊ

༥ɼ࣭ʹΑͬͯ
Q���� ਤ �ͷΑ͏ʹҟͳΔɻ

２छྨの࣭のࠞ߹をつくったΒ，
どのようなঢ়ଶ変Խが起こるでしΐう。

●  測定した 2つの量の関係がわか
りやすくなる。

●  変化のようすや規則性がわかる。
●  測定値以外のところでも，その
値を推測することができる。

άϥϑのར

άϥϑのかき方ᶃ

 116 

1 年 p.27　「基本操作」の例

࡞ຊૢج

࡞ຊૢج 
ͦう

؟
͕Μ

࣮
͡っ

ମ
ͨい

ݦ
けΜ

ඍ
ͼ

ڸ
きょう

のい方

①  レンズを目に近づけて固定する。

① ②

③ ④

　双眼実体顕微鏡は倍率が 20 ～ 40
倍で，ルーペで見るには小さすぎる試
料の観察に適している。また，2つの
接眼レンズと対物レンズをもつので，
両目で立体的に観察できる。

②  観察するものを前後に動かして，
よく見える位置を探す。

ストップ!! ちӡͿときは྆खでしっかり࣋
と࣋つ。

ਤ"    ਤ#   

左右の 2 つの接
眼レンズの間

かん

隔
かく

を
自分の目の間隔に
合わせる。

粗動ねじをゆるめて鏡筒ごと
上下させ，ピントをおおまか
に合わせる。

右目の視力に合わせてピントを
調節するため，右目だけでのぞ
き，微動ねじを回して観察する
部分がはっきり見える位置に合
わせる。

左目の視力に合わせるため，左
目だけでのぞき，視度調節リン
グを回す。右目の場合と同じ部
分がはっきり見えるようにする。

ルーペは持ち運びに便利で
ある。倍率はルーペに記し
てあり，５～ 10倍である。

観ができるようになったΒ，࣍はのまわ
りのੜをなかまけしてみましΐう。

ポイント
εςʔδऔΓ֎͕͠Ͱきɼ
ย໘͘ࠇɼ͏Ұํͷ໘͕
ന͍ɻ
ɻ͏͍͢໘Λݟྉ͕ࢼ

ストップ!! ルʔϖで太陽を見ͨり，観するのを太陽の方にか͟して
ルʔϖで見ͨりしてはいけͳい。ࣦ明の͕͋ݥةる。

この
時間の
·とΊ

ɾ�ੜΛ͢؍Δときɼ͢؍Δ
؍Λつ͚ͯɼؾʹ༰ࢹ
ϨϙʔτΛつ͘Δɻ

ɾ͔ࡉ�ͳ෦ͷ؍ɼϧʔϖ
࣮؟ମݦඍڸΛ͏ɻ

視度調節
リング

粗
そ

動
どう

ねじ

微
び

動
どう

ねじ

クリップ

ステージ

対物レンズ

接眼レンズ

鏡
きょう

筒
とう

ルʔϖのい方
観するものが動かͤな
いときには，إをલޙに
Ҡ動ͤ͞ます。

左の視野 右の視野

自分の目に
合った状態

鏡筒は重いため，
ここを必ず手で
支えてから粗動
ねじをゆるめる。

1 2 1 0 7

双眼実体顕微鏡の使
い方の動画は，こち
らから確認できます。
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危険防止について十分に配慮されて
いるか。
ʢ҆શࢦಋʣ

・ 危険防止が必要な箇所には，目立つ「ストップ」マークを
表示して，注意する内容を明示している。

・ 廃液の処理などの環境への配慮を育成するための注意事
項も示している。

ストップ

 １年 p.73，１年 p.99，２年 p.27，
　２年 p.35，２年 p.119，３年 p.172

など

探
究
活
動

26

1 年 p.73　注意（ストップ）の例 2年 p.27　注意（ストップ）の例

2年 p.35　注意（ストップ）の例 3年 p.172　注意（ストップ）の例

観点 特色 具体例

1 年 p.73　注意（ストップ）の例

火は下から
近づける

ねじ "
空気調節ねじ

ねじ #
ガス調節ねじ

ดΊる

Μͤݩ

#

#

# #

"

" "

ίοΫ

࡞ຊૢج

火
を
つ
け
る
と
き

炎ほ
の
お

を
調
節
す
る
と
き

火
を
消
す
と
き

①  ねじ A，Bを一度ゆるめ，動くこ
とを確かめてから，軽く閉める。

①  ねじ Aを閉めてから，ねじ
Bを閉める。

ねじ Bを押
お

さえて，ねじ Aをゆる
め，青い炎にする。

ア  空気の量が不足して
いる。

ねじAをゆるめる。

イ  空気の量が適切で
ある。

ウ  空気の量が多い。
ねじAを閉めていく。

②  ガスの元せんを開けて，コックを開ける。

②  コックを閉めて，ガスの元せんを閉める。

③  マッチに火をつけてから，
ねじBをゆるめて点火する。

③  ねじ Aと Bを少しゆるめ
ておく。

ストップ!!
Րをফしͨޙは，Ψεόʔφʔ
のޱのۙはくͳっているので，
͞ΘΒͳいようҙする。

Ψεόʔφʔのい方

ガスバーナーの使い
方の動画は，こちら
から確認できます。

1 2 1 1 5
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2 年 p.27　注意（ストップ）の例

塩酸

Ճલとޙの࣭をݧࢼにগྔとり，うすいԘࢎを
すう

ణ
てき

ʢઌੜ͕決ΊͨྔʣՃえ，ൃੜするؾମのに͓いをൺる。

4. ԘࢎをՃえる

・加熱の前後で，物質の色，磁石へのつき方はどのようにちがったか。

・加熱の前後で，物質に塩酸を加えたときの気体の発生のしかたやにおいはどのようにち

がったか。

・加熱によってスチールウールは別の物質に変わったといえるか。その理由は何か。

・この実験の化学変化を Fe，Sの原子カードを使って表す。

ストップ!! ɾݧࢼにՐをۙͮけͳい。
ɾ Ճޙの࣭はগྔにする。
ɾ に͓いはखで͓͙͋ようにしてか͗，ൃ
ੜするؾମをٵい͜まͳい。

ɾ に͓いを֬ೝしͨΒ，す͙にݧࢼにਫ
をՃえてؾମのൃੜをとΊる。

金属と硫黄の結びつき

݁ Ռ
?

考 察
?

加熱後の物質を
ごく少量とる

スチールウールを
ごく少量とる

図9がなͥこのような݁Ռになるか，
୳２ڀの考の༰をもとに仮説を
ཱててみましΐう。

ਤ�   ಔとེԫの化ֶ変化

資料

ストップ!! はݧ࣮
かΜ

ؾ
き

をよくして行う。
ൃੜするؾମをٵい͜まͳい。
ಔคは͜の࣮ݧに༻しͳい。

銅線

硫黄

脱脂綿

Ճલͷಔઢ

Ճޙ
銅と硫黄が結びつく
（硫化銅）

折りながら引く

しんが残る

①  銅線と硫黄（約 1 g）を図のようにして
加熱する。

②  十分に加熱したら銅線を取り出
し，加熱前後の物質の色など，
ようすを比べる。

③  加熱後の変化した部分を
折りながら引いてみる。

ʮ݁Ռʯのํݟɾ考͑ํ

ʮ考察ʯのํݟɾ考͑ํ
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2 年 p.35　注意（ストップ）の例

ਫʢਫࢎ化φτϦϜਫ༹ӷʣをೖ
Εͨ置のిۃをిݯ置につͳ͗，
̒7でిྲྀをྲྀす。

1. 置にਫをೖΕてిྲྀをྲྀす

ᶄ ӄۃଆと陽ۃଆにͨまっͨؾମのੑ࣭をௐる。

ਫࢎԽφτϦϜਫ༹ӷʢ��ʣɼిؾղஔɼిݯஔɼಋઢɼόッτɼϚッチɼઢ
ͤん

߳
こ͏

ɼอޢΊ͕Ͷ

ᶃ  ؾମ͕ͨまっͨΒిྲྀをྲྀすのを
Ί，ൃ ੜしͨؾମのମੵをൺる。

2. ൃੜしͨؾମをௐる

ストップ!!
ӷ͕にೖるとݥةͳので，保護Ί͕
Ͷをかける。
ਫࢎ化φτϦϜਫ༹ӷ͕खにつ
いͨΒ，す͙にଟྔのਫでચう。

①　陰極側と陽極側にたまった気体の体積の比は，およそ何対何になったか。
②　陰極側の気体にマッチの炎

ほのお

を近づけるとどうなったか。
③　陽極側の気体に火のついた線香を入れるとどうなったか。

・陰極側，陽極側に発生した気体はそれぞれ何か。
・水に電流を流すと，水はどのように変化したといえるか。

準備準備

ํ ๏

݁ Ռ
?

水に電流を流したときの変化

考 察
?

水酸化ナトリウム
水溶液を
上まで満たす

陽極陰極

電気分解装置を
バットに入れる

気体がたまる

陰極側にマッチ
の火を近づける

陽極側に火の
ついた線香を入れる

Χーυを使ってࢠݪ
し߹おう。

電源装置

ʮ݁Ռʯのํݟɾ考͑ํ

ʮ考察ʯのํݟɾ考͑ํ
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3 年 p.172　注意（ストップ）の例

ストップ!!

のときは保護Ί͕Ͷをかける。まͨۚଐΠΦϯを;くΉݧ࣮
ਫ༹ӷは，ΩονϯλΦルͳどでていͶいに;きऔり，ྲྀし
にはࣺてͳい。ਫ༹ӷࡁ༺ΈのΩονϯλΦルはઌੜの
。にし͕ͨってճऩするࣔࢦ

ろ紙

マグネシウム
リボン

付着した物質

プラスチックの
薬さじ

マグネシウムリボン 鉄板 銅板

塩化マグネシウム水溶液 × × ×

塩化鉄水溶液 ◯ 磁石につく × ×

塩化銅水溶液 ◯ 赤色で金属光沢がある ◯ 赤色で金属光沢がある ×

ۚଐのछྨによるΠΦϯのͳりす͞

②  ビーカーに塩化鉄水溶液（約10％）を入れ，マグ
ネシウムリボンをひたす。マグネシウムリボンに付
着した物質をろ紙にうつし，薬さじの背で強くこ
すったり，磁石を近づけてみたりする。

①  ビーカーに塩化銅水溶液（約 10％）を入れ，
鉄板をひたす。鉄板に付着した物質をろ紙にう
つし，薬さじの背で強くこすったり，磁石を近
づけてみたりする。

݁Ռྫ

①  ３種類の金属を１cm角に切り，実験用プレー
トのそれぞれのしきりに入れる。

②  塩化マグネシウム水溶液，塩化鉄水溶液，塩化
銅水溶液それぞれをこまごめピペットでとり，
３種類の金属に水溶液を数滴

てき

たらして変化を観
察する。

"   ΠΦϯのͳりす͞をൺ
ͻ

ֱ
かく

する

Εͨۚଐを֬かΊるݱ   #

※　金属板に物質が付着した場合は○，変化しない場合は×としている。

鉄板 銅板

塩化マグネシウム
水溶液

塩化鉄
水溶液

塩化銅
水溶液

マグネシウム
リボン

鉄板

塩化鉄
水溶液

塩化銅
水溶液

鉄板

付着した物質

磁石

マグネシウム
リボン

実験用プレート

ԘԽϚάωγϜਫ
͍͢

༹
Α͏

ӷ
͑き

ʢ��ˋʣɼԘԽమਫ༹ӷʢ���ʣɼԘԽಔਫ༹ӷʢ���ʣɼϚάωγϜϦ
Ϙϯɼమ൘ɼಔ൘ɼこ·͝Ίϐϖッτɼ࣮ݧ༻ϓϨʔτɼϐϯηッτɼ࣓ੴɼༀ͞͡ʢϓϥεチッ
クʣɼΩッチϯλΦϧɼอޢΊ͕Ͷ

準備準備

ݧ ࣮ 
実ݧ "でۚଐ൘にݱΕた
࣭をつきとΊるには，実
。の方๏があります#ݧ
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器具や材料は入手しやすいか。
ʢ観ɾ࣮ݧのٕʣ

・ 器具や材料などは，入手しやすく，学習効果の面からも
有効で適切である。さらに，指導要領にともなって新た
に実施する実験でも，すでにある器具を流用したり，演
示実験扱いにできるようにするなど，学校の実情に合わ
せて実施できるように配慮されている。

探究

 ３年 p.57 ～ 60，３年 p.175

探
究
活
動

27

3 年 p.58　新実験を理科室にある素材で行う 3年 p.175　ダニエル電池の原理を，結果の写真をもとに考察する

観点 特色 具体例

探究の $BO�%P -JTU

実ݧ"
ɹ 変 える݅ �おもりをམとす͞ߴ
ɹ ͦ Ζえる݅ �おもりの࣭ྔ
実ݧ#
ɹ 変 える݅ �おもりの࣭ྔ
ɹ ͦ Ζえる݅ �おもりをམとす͞ߴ
ɹとして実ݧしました。

୯ ס�
͔ん

ి
Ͱん


ͪ

ʢ�ʣɼްࢴͷ
つつ

ʢΞϧϛχϜ͘ͳͲͷ͠んʣɼ࣮ݧ༻ελϯυʢクϥϯϓつきʣɼ
ͷ͞͠ɼϏχϧςʔϓɼଠ͍ετϩʔɼ͑んͽつɼ͞Έ

ᶃ࣮ݧஔΛΈཱͯΔɻɹɹ
ᶄ͓Γͷ࣭ྔΛҰఆʹ͠ɼམと͢͞ߴΛม͑ͯɼ͑んͽつ͕ଧͪこ·Εͨਂ͞Λ͔Δɻ
ᶅ͓ΓΛམと͢͞ߴΛҰఆʹͯ͠ɼ࣭ྔΛม͑ɼ͑んͽつ͕ଧͪこ·Εͨਂ͞Λ͔Δɻ
ᶆ݁Ռ͔ΒɼҐஔΤωϧΪʔɼ͓Γͷ࣭ྔɼ͓Γͷ͞ߴͷؔΛ͢ߟΔɻ

準備準備

ํ ๏

ݧ ࣮ 

おもり（単２乾電池）

ᶃ  صのน
か

ͳどʢਨで҆ఆ
しͨと͜Ζʣを४උして，ް
のと，の͞しをషࢴ

は

りつ
ける。

ᶄ  ӈのࣸਅのように࣮ݧ置を
Έཱてる。

1. 置をΈཱてるݧ࣮
この実ݧは，おもり（ిס
）がもつ位置ΤωルΪー
を，えんͽつがଧちこまΕ
るਂ͞ではかΖうとしてい
ます。厚紙の筒

（アルミニウムはく
のしん）

実験用スタンド

クランプ

ものさし

机の足や壁など

ビニルテープ

太いストロー

えんぴつ

台

調節ネジを回し，おもりの
質量に応じて，えんぴつが
ちょうどよく打ちこまれる
強さにクランプをしめる。

ポイント
クランプを縮

ちぢ

めて，一
番下まで下げ，スタン
ドの台でクランプを支
えるようにする。

ポイント

クランプクランプ
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3 年 p.175　ダニエル電池の原理を，結果の写真をもとに考察する

見 方

考え方

この
時間の
課題しっかり考察

μχΤルిのిۃの変化は，
ΠΦϯとిࢠでどのように説明
できるか。

μχΤルిのしくみを使ってిྲྀをऔり
ग़しଓけると，ిۃのۚଐはӈのように変
Խしました。この݁Ռをもとに，Խ学ి
のݪཧをΠΦϯのԽ学ࣜで説໌しましΐう。

μχΤϧిͷిۃͷมԽɼΠ
ΦϯとిࢠͰͲͷΑ͏ʹઆ໌Ͱき
Δ͔ɻ

� �ԽֶిとిࢠΠΦϯͷҠಈ
Λؔ࿈͚ͮΔ

μχΤϧిのݪཧ探 究 7

ਤ�   μχΤルిのిۃの変化

?
気 づ き

課 題
?

水溶液を交
こう

換
かん

しな
がら 50 日間電流
を取り出し続けた
結果

亜鉛

銅

この୳׆ڀ動では，図 �の݁Ռを，
ࣗたちで考してϨϙーτをつく
るとこΖまでやってみましΐう。Ϩ
ϙーτのかき方については23ίー
υઌかΒ。
こΕまでཧՊを学んできた܅たちな
Βできるʂ

ダニエル電池をつくりモーターにつなげると，モー
ターがまわる。銅の棒が電池の＋極であり，亜鉛の棒
が-極である。

硫酸亜鉛
水溶液

硫酸銅
水溶液

亜鉛の棒 銅の棒

セロファン

� �ਫ༹ӷͷมԽΛΠΦϯͷԽֶࣜ
Ͱද͢こと͕ͰきΔ

ダニエル電池

1 2 3 2 9
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原理や法則の理解を深めるためのも
のづくりや季節を変えての継続観察
・観測など，科学的な体験や自然体
験の充実が図れる配慮があるか。
ʢのͮくり，ܧଓ観ʣ

・ 生徒が自ら活動できるものづくりの内容を「やってみよ
う」として掲載している。

・ 継続観察・観測が適している探究では，単元のはじめに
その内容を取り出し，自然体験の充実が図れるように構
成されている。

やってみよう

 1 年 p.154，１年 p.164
など

継続観測・継続観察

 2 年 p.220，3年 p.188 ～ 191

探
究
活
動

28

1 年 p.154　ものづくりの例 1年 p.164　ものづくりの例

2年 p.220　継続観測の例 3年 p.190　継続観測の例

観点 特色 具体例

1 年 p.154　ものづくりの例

Can-Do List 自己チェック☑� Կ͕ͰきるΑ͏ʹͳっͨか �

Can-Do List
できるようになりたい目標

1A-015-2

半透明の
スクリーン

（ア） （イ）

はん とう  めい

焦点距離の短い凸レンズ
（５～10cmぐらい）

焦点距離の長い凸レンズ
　　　（40cmぐらい）

㋑の凸レンズから
のぞいて見る

㋐または㋑を前後に動かして，
どのような像ができるかを見る

しょうてんきょ　り

凸レンズを取りつける
ための穴をあける

切り取る

牛乳パック
（１リットル）

㋐ ㋑

黒い画用紙を巻いて，
㋐と㋑をつなげる

㋐ ㋑

っͯΈΑ͏

　図 Aのように，（ア）の凸レンズでスクリーンにうつし
た実像を，（イ）の凸レンズで虚

きょ

像
ぞう

として見ると，像は拡大
されて見えます。このとき，スクリーンを取り除いても同
じように見えます。
　このようなしくみを利用して作られたものが望遠鏡です。
図Bのようにして，簡単な望遠鏡を作ってみよう。

ストップ!!

ԕڸで太陽を見てはいけͳい。

ತ
とつ

Ϩϯζでのମの見え方を
ʮ光ઢと࡞図ʯというࠜ

こん

ڌ
きょ

を
もって説໌できるようになり
ましたね。ষのはじΊの$BO�
%P�-JTU（p.1��）にもどって，
についたྗをνΣοΫして
みましΐう。
のষではԻのੑ࣭をみてい࣍
きましΐう。

この方法でつくった望遠鏡で見た像

ਤ"   ԕڸのݪཧ

ਤ#   ख࡞りԕڸ

ԕڸを࡞Ζう

このষでどのような学शをしてき
たのか，तۀのϓϦϯτやڭՊॻ
などを;りฦり，ࣗでまとΊて
みましΐう。
23ίーυઌで，
このষのまと
Ίやૅج
を֬ೝするこ
ともできます。 1 2 1 2 3

 154 
1 年 p.164　ものづくりの例

ストップウォッチを同時にスタートさせて，
A点とB点にそれぞれ移動する。

A点

B点

ストップ
ウォッチ

糸がピンと張る
ようにしてとめる

定規に近いところに
穴をあけ，糸を通す

糸を巻いてセロハン
テープでとめる

セロハンテープ
でとめる

紙コップ

40cmくらい
の定規

っͯΈΑ͏

っͯΈΑ͏

Իͷ͞ʤm/sʥ
⁞
�
ɹɹɹɹ"#ؒͷڑʤmʥ

ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹԻ͕"#ؒΛΘΔؒ࣌ʤsʥ
❶　sは「秒」を表し，英語の second の頭文字である。m/s はメー
トル毎秒と読み，１秒当たりに何m進むかを示す単位である。

音の伝わる速さを調べる方法について話し合い，グループ
に分かれて調べてみよう。
ʤํ๏ͷྫʥ
①  100m以上離

はな

れた 2つの地点（A地点，B地点）を決め，
その距

きょ

離
り

をはかる。
②  2 人が同時にストップウォッチをスタートさせ，それぞ
れA点と B点に立つ。

③  A 点で競技用号
ごう

砲
ほう

をうち，その音を聞いた瞬
しゅん

間
かん

に，2人
ともストップウォッチを止める。

④  2 人のストップウォッチの時間の差から，音がAB間を
伝わる時間を求め，下の式から音の速さを求める。

ストップ!! ߸๒のͦではࣖͤΜをする。

この
時間の
·とΊ

ɾ�Իݯͷৼ
͠ん

ಈ
Ͳ͏

ɼৼ
͠ん

෯
͘

とৼ
͠ん

ಈ
Ͳ͏


͢͏

Ͱද͢こと͕ͰきΔɻ
ɾ�Իͷେখৼ෯ɼԻͷߴ
ৼಈと͍ؔͯ͠Δɻ

ԻのΘる͞をௐよう

●ਫΛೖΕͨϏʔΧʔ ݭίッϓࢴ●
͛ん

ָ
͕ͬ

ث
き

①  水量を少しずつ変えたビー
カーを準備する。

②  木の棒でビーカーを軽くた
たく。

①  紙コップに糸を通し，図のように定規に固定
する。

②  指で糸を押さえる位置を変えて，音の高さを
変えてみる。

●ετϩʔͿ͑

①  ストローの先
せん

端
たん

を下のように切る。
②  どうしたら音の高さが変わるか，ストロー
の長さや切り方を変えて試してみる。

Ζう࡞をثָ

切った方を口にくわえて，唇
くちびる

で
強く押

お

しつぶしながら息をふく。

ストローの先端が
三角形になるように切る
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2 年 p.220　継続観測の例

継
け い

続
ぞ く

観測　気ཁૉの観測

見 方

考え方

この
時間の
課題

ఱؾ༧ใなどは，ʮؾԹʯ，ʮ࣪
͠つ


Ͳ

ʯ，ʮؾ
ѹʯ，ʮఱؾʯ，ʮӢのྔʯなどのؾཁૉ
（→ p.���）を観測したデーλをもと
につくΒΕています。ؾཁૉはどのよ
うに変Խしているのでしΐうか。また，
ఱؾの変Խとؾཁૉはどのように関係
しているのでしΐうか。

Πϯλーωοτでも，観測
͞Εたؾཁૉがެ։͞Ε
ています。֤ࢢொଜのؾ
でใをެ։しているこ
ともあるので調べてみま
しΐう。

ʮӢのྔʯってどうやっ
てはかっているんだΖう。
ほかのؾཁૉはԿかػ
ցを使ってはかるのかな。

ʮ࣪ʯって，ۭؾの
ʮ࣪

͠Ί

り͙あいʯのことだ
よね。１日のうちでも
ʮ࣪り͙あいʯは変Խし
ͦうだね。

測するのܭཁૉをؾ
に適なث۩を४උし
よう。
観測する時刻とཁૉを
決Ίて，น

͔

に表をはっ
ておくのがいいと思う。

にಛؾઅによってఱق
と͘


ͪょ͏

があるよね。ؾཁ
ૉもقઅ͝とにちがう
と思う。

ఱؾ༧ใで，ؾѹがۙ
ͮくかΒӍになるとݴっ
ていたよ。ؾѹとఱؾが
関係するのかな？

Εの日は，ேにؾԹ
がくて，னա͗にؾ
Թがߴ࠷になることを
学शしたね。

ఱؾの変わりには，
Թや࣪に変Խがؾ
見ΒΕると思う。

だΕがどのཁૉを観測す
るか，୲を決Ίた方が
いいね。
Թは変ԽしଓけるだΖؾ
うし，１日ԿճもはかΖ
うよ。あ，どうͤなΒ��
おきにはかΖうか。

�� おきは，ݱ実తに
ははかΕないでしΐう？
があったΒどうするࣄ༺
の？ͦΕにす͝くこまΊ
にはかったかΒといって，
ちがいがग़るのかな？

ཁૉͲ͏͠ʹͲͷΑ͏ؾ
ͳ͕ؔ͋Δ͔ɻ

� �ఱؾͷมԽΛௐΔとき
ɼؾཁૉʹ͚Δ
� ཁૉͲ͏͠Λؔؾ�
͚ͮΔ気ཁૉのؔ探 究 1

?
気 づ き

課 題
? ཁૉのؾるか。ま͕ͨ͋ཁૉどうしにはどのようͳؔؾ

変化をௐるͨΊの観測は，どのように行っͨΒよいか。

仮 説
?

計 画
?
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3 年 p.190　継続観測の例

継
け い

続
ぞ く

観測２　月の観測
見 方

考え方

この
時間の
課題

月の位置と満ち欠けの決まりは，太陽，地球，月の位置の変
化でどのように説明できるか。モデルをつくって説明する。

ストップ!! 夜の観測は必ず保護
者といっしょに行う。

1日のうちに月を観測
すると，太陽と同じよ
うに位置が変わって見
えるんだよね。

満ち欠けはどうして
起こるんだっけ？

月を毎日同じ時刻に観
測すると，満ち欠けだ
けでなく，見える位置
が変わるんだよね。

月の満ち欠けのしかた
には決まりがあること
を小学校で学んだね。

月は約１か月で元の位置
にもどるとすると，１日
おきか２日おきに観測す
るのが適当かな。

まずは観測して実際
どのようになってる
か調べよう。

ぼくは図で表した方
が考えやすいかな。

月の見え方を考えるときは，
月の模型をつくって実際に
動かしてみたほうがわかり
やすいと思う。

モデルを使って考えよう。
小学校では，月の代わり
に，ボールに光を当てて
考えたよね。

月，地球，太陽の位置
関係はどうなっていた
かな？（→p.197図8）

しっかり考察

月の位置と形の変化を
観測する

探 究 2

?
気 づ き

課 題
?

仮 説
?

計 画
?

݄ͷҐஔとຬ͚ͪܽͷܾ·Γɼ
ଠཅɼٿɼ݄ͷҐஔͷมԽͰͲ
ͷΑ͏ʹઆ໌ͰきΔ͔ɻ

� �݄ ຬ͚ͪܽ͢Δ
� �݄ ͷຬ͚ͪܽɼӉɾ্ٿ
͔ΒͷํݟΛ͚ؔͮΔ

（あなたの仮説）
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